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本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　日が沈み、夜が来た。

　広大なフォルナム神殿の一いち隅ぐうにて、ウルクは独ひとり、物思いに沈んでいた。

　日ひ頃ごろの落ち着いた物腰が噓うそのように、今の彼女は不安を隠かくさず、寂さびしい思いを顔に出している。

　窓から空を見上げれば、青白く歪いびつな月が、ぽっかりと一つ──その表面についた三本の傷きず跡あとがくっきりと見えるほど、今宵こよいの空はよく晴れていた。

　月にまつわる伝でん承しようは多い。

　その中の一つを、ウルクはふと思いだしていた。

　少年が月に恋をする。山を越えて、谷を越えて、少年は月に近づこうと歩き続ける。

　ところが月は遠く遠く、いつまで歩いても近づかない。

　一ヵ月、一年、十年、百年──

　少年は老人になり、歩き始めた頃のことを半なかば忘れながら、ただ歩き続ける。

　この伝承に終わりはない。老人が寿じゆ命みようで死んだとか、月に辿たどり着いたとか、あるいはまだ歩き続けているとか、そうした結末は一いつ切さいなく、ただこの伝承はここで途と切ぎれている。

　遠い──

　空色の髪を解いたウルクは、ぼんやりと月を見上げていた。

　青いその表面に、想おもい人びとの姿を描いてみる。

　月の遠さが、少しだけ実感できた気がした。

　神話の少年はきっと、月に恋をしたわけじゃないんだ──何の根こん拠きよもなく、ウルクはそう思った。彼はきっと、あの月の表面に想い人の姿を描いて、それを追い続けただけ──そんな気がした。

　自分もふらりと追いかけたくなる。だが、彼女はそれを許される立場にない。

　ウィータ神殿は、アルセイフではなくタートムを選ぶ──

　本国の動きは、その方向で固まりつつあるらしい。

　実際のところ、国境を接する同どう盟めい国こくであるタートムと、さほど交流もないアルセイフとでは、ウィータ神殿にとって重さが違い過ぎる。タートムとアルセイフの仲を取り持つ方向に政局が動けば、まだ望みはあったが、それも今や難しい。

　タートムの食糧、及び経済の事情は深しん刻こくである。

　そのタートムが持ち直すためには、アルセイフの富が要る。少しばかり物資の流入が増える程度では足りない。今のタートムは、アルセイフのほぼ全てを欲しているに違いなかった。タートムがアルセイフを制せい圧あつすれば、アルセイフの民は奴ど隷れい同然に扱われることだろう。

　王家もきっと、滅ほろびる──

　ウルクの胸が締めつけられた。

　そんな事態は、絶対に避けなければならない。

（明日……ウィータ神殿に戻ろう）

　ウルクはそう決意した。

　フェリオに会って、別れを告げる暇ひまはなかった。姉である神しん姫きノエルに急いで面会し、アルセイフの状況を訴え、そして非戦論を唱えられる穏おん健けん派はを取りまとめる必要がある。

　強行的な手段をとるカシナートは、その動きを是ぜとはしないだろう。それでもウルクは、この国のために──フェリオのために、その政治的な暗あん闘とうを始めるつもりでいた。

　ウィータ神殿に、信頼できる味方はほとんどいない。姉の神姫は穏健派だが、一方で彼女はカシナートに心しん酔すいしている。おそらくは、カシナートの言をより尊重するだろう。

　自分にどこまでできるかは、わからない。

　ウルクの脳のう裏りに、ウィータ神殿の権力者達の顔が浮かんでは消えた。

　軍部を掌しよう握あくするシュタインベック・クーガ大だい司し教きよう──カシナートの父であり、今回の動きの最高責任者が彼である。

　非情の調停者、ビランチャ・カラムナフス司教──高齢だが、その情報分析力は卓たく越えつしており、カシナートの参さん謀ぼう的な地位にある。

　ウルクの父親であるマディーン・ティグレー司教──肉親ながら、頼ることはできない。彼もまた、カシナートに与くみし、シュタインベックに従う立場である。

　──敵ばかりで、思いつく味方はほとんどいない。強しいていえば、ウィータ神殿にいるシャジールの民達が穏健派だが、政治的な力はさして強くない。

　ウルクの胸は、不安で押し潰つぶされそうだった。

　フォルナムの神じん師し、レミギウスが倒れ、シャジールの民であるコウ司教が逮たい捕ほされ、そしてフォルナム神殿は神殿騎士団によって制せい圧あつされている。これからカシナート司教は、北方民族に協力していた神しん官かん達を割り出して粛しゆく清せいし、そしてフォルナムの自治権を剝はく奪だつする気だろう。

　その後に来るのは、タートムのアルセイフ侵しん攻こうである。

　せめてフォルナム神殿の自治権を守り、アルセイフへの輝石セレナイトを確保する──ウルクは当面の目標をそう定めた。神姫の妹である自分が、その動きを作るのだ。

　いかにも細いその肩に、過か分ぶんなほど重い決意を背負って、ウルクは夜空の月を見上げた。

　流れてきた雲が、月にかかる。光が遮さえぎられて、部屋が少し暗くなった。

　それを自分への合図にして、ウルクは部屋を出た。

　カシナートの居る部屋には、まだ明かりがついていた。

　今夜のうちに、彼には〝降こう伏ふく〟の意思を示しておく必要があった。ウルクは表面上はアルセイフのことを諦あきらめ、帰き途とにつく必要がある。面と向かって政治的に反抗する意思を示せば、カシナートはウルクをここに留めかねない。

　護衛の神殿騎士をいくらか借りて、ウィータ神殿に戻った後が、ウルクにとっては正しよう念ねん場ばである。

　ウルクはカシナートの居室の前に立ち、扉とびらを叩たたこうとした。

　その時、扉の内側から、人の声が聞こえた。

「──男の部屋に窓から入ってくるなど、感心いたしません」

　それはカシナートの声だった。

「でも、神殿の人に見られては不ふ都つ合ごうでしょう？　これでも気を使ったつもりですが──それとも、お邪じや魔まだったかしら」

　それは澄すんだ声こわ音ねだった。若い娘のものだが、ウルクはその声を知っていた。

　びくりとして、扉の前に立ち竦すくむ。

「カシナート司し教きようと私は、そのような関係ではありません。今後の打ち合わせをしていただけです」

　落ち着き払った怜れい悧りな声は、カシナートの腹ふく心しん、ヴェルジネ・ラティアス司し祭さいのものである。カシナートの秘書に近い立場だが、神殿ではウルクの〝恋こい敵がたき〟ということにされていた。

　出しゆつ世せ頭がしらであるカシナートのことを、高位の神しん官かん達は身内に引きこみたがっている。自分の娘をカシナートに添そわせようと画かく策さくする者は少なくないし、その娘の側でも、カシナートとの結婚を望む者が少なくない。

　ウルクとヴェルジネは名門の出しゆつ自じでもあり、当人の意向とは関係なく、周囲からはその筆ひつ頭とう候補と目もくされていた。

　ウルクの側にそのつもりはまったくない。彼女はカシナートのことを嫌っているし、カシナートにしても、これから政治的に対立しそうなウルクを疎うとんじているはずだった。

　なにより──カシナートが誰だれを愛しているか、ウルクはよく知っている。

　傍そばにいるヴェルジネも、薄うす々うすと感づいているに違いない。彼はきっと、一生を独身で過ごしそうな気もした。

　室内では、そのカシナートが険けわしい声を紡つむいでいた。

「こういう時のために、連絡用の〝名無し〟を付けているはずです。彼らを使えばいいでしょう」

　窓から侵入したらしい少女は、扉の向こうで冷ややかに返す。

「ごめんなさい、急いでいるの。あの人達より、私達の方が早いと思って……街まちの噂うわさで聞きました。私達の追っているあの娘らしい人物が、アルセイフの王族に協力して、戦場で大活躍した、って──本当はすぐにでも出発したかったけど、一応、貴方あなたにだけはお断りしておこうと思ったから」

「なるほど──ですが、現在の状況下で動くことは避けていただきたいのですが」

　少女の声に対して、カシナートが不満げに言った。

「ふぅん──やっぱり私達は、貴方あなたに拘こう束そくされる立場なのですか？」

「そんなことはありませんが──おそらくその来訪者ビジターの少女は、王宮にいるのでしょう？　こちらの戦略に影響しそうな派は手でな行動は、できるだけ控えていただきたいのです」

　少女はくすりと笑ったようだった。

「それは〝お願い〟？　それとも〝命令〟ですか？」

「命令にはしたくありませんし、そこまで自惚うぬぼれてはいないつもりです。切せつ実じつな願い、ということになると思います」

　カシナートの声はいつも通りに険けわしい。

　扉とびらの前で、ウルクは固まっていた。

　カシナートが話している相手の声は、紛まぎれもなく〝あの娘〟のものだった。だが、話している内容から判断するに──

「──動かないでください、ウルク司し祭さい」

　すぐ背後から、不意に声がかけられた。

　驚いて振り返ったウルクは、そこに一人の女騎士を見る。いつ背後に立たれたのか、少しも気づかなかった。

　特注品らしい丸みをおびた胸当ての左右からは、やけに筋肉質の双そう腕わんが覗のぞいている。その先の手に刃物などは握られていなかったが、代わりに大おお仰ぎような神しん鋼こうの籠こ手てがはめられていた。

　それは優すぐれた武器であり、同時に防具でもある。

　女はウルクを険しい視線で射抜くように見つめ、その[image: 拳]こぶしを強く握る。

　神殿騎士の増援を率ひきいてきた将しよう、レーヴェ・グレイスナイフ──

　彼女は南方でその名を上げた猛将である。現在はカシナートの指揮下にあり、女だてらに騎士や神官達を畏い怖ふさせる存在だった。

「神しん姫きの妹君ぎみともあろう御おん方かたが、盗ぬすみ聞きなどというはしたない真似まねをされるものではありません」

　金髪の娘は、娘らしからぬ気き迫はくの籠もった声こわ音ねで呟つぶやいた。

　ウルクは足が震えるのをこらえながら、彼女に正面から向き直り、どうにか顔に微笑を張りつかせる。

「申し訳ありません。決してそのようなつもりはなかったのです。カシナート司し教きようにお話がありまして──」

　そう弁解する間に、軋きしみながら扉が開いた。

　ウルクは、咄とつ嗟さに振りかえることができない。細い背筋に冷や汗が浮く。

「……間まの悪い御方だ。あと一、二分、来るのが遅おそければ、何事もなかったでしょうに」

　カシナート・クーガの、呆あきれたような声が聞こえた。感情を殺したその声は、不気味なほどに静かである。

　ウルクはゆっくりと、部屋の側を向いた。

　カシナートを通り越した向こう側、吊つるされたランプの下に、〝リセリナ〟がいた。

　否いや──リセリナにそっくりな、まったくの別人である。

　ラシアン・ロームの領地からフォルナム神殿へ移った時、旅路を共にしたシルヴァーナから、ウルクはリセリナに関かかわる諸もろ々もろのことを聞かされた。

　彼女が〝来訪者ビジター〟であることは、ラバスダン国王が殺された時から知っていたが、他の詳しよう細さいを知ったのはその旅路でのことである。

　リセリナを追う来訪者ビジターの中に、彼女と同じ顔をした娘がいることも、シルヴァーナから知らされた。

　今、目の前にいるのは、その娘──

　何故なぜ、その娘がカシナートと共にいるのか、ウルクにはわからなかった。

　来訪者ビジターもウルクを見つめていた。

「貴方あなたがウルク司し祭さい？　……あーあ──顔、見られちゃった……ううん、立ち聞きしてたってことは、声で気づいていたみたいね？」

　来訪者ビジターの娘がそう呟つぶやき、リセリナとそっくりの眸ひとみを細めた。

　カシナートが溜ため息いきを吐つく。その脇わきに立つヴェルジネは、さして興味もなさそうにウルクを見ていた。
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　カシナートはウルクの肩に手を置いた。

「さて、どうしたものでしょうか。このままというわけにはいきませんが……」

　不ふ穏おんな気配を察して、ウルクは視界の端で逃げ場を探した。

　だが、退路を阻はばむレーヴェは獣けものに近い眼めで、ウルクを逃がさぬよう監かん視ししている。細い肩もカシナートの手に摑つかまれており、とても逃げ出せる状況ではない。

「ウルク司し祭さい。貴方あなたが何の用件でここに見えたのかは、だいたい見当がついています。本国に戻るつもりだったのでしょう？　このフォルナムで、全権を預かる私の方針に逆らうことは難しい。だから本国の神しん姫きを動かして、アルセイフの立場を少しでも優位に導こう、と──狙ねらいはそんなところでしょうか」

　完全に見抜かれていたことに、ウルクは少なからず動揺した。

　カシナートは誇るでもなく、ウルクへ冷さめた視線を据すえる。

「……私の情報網を甘あまく見られては困ります。貴方とフェリオ王子が〝いい仲〟であることも了りよう解かい済ずみです。とはいえ、ウィータ神殿としては、貴方にでしゃばられると困るところでして──本国に移送して、ビランチャ司し教きように後事を任せてもよかったのですが、来訪者ビジターを見られてしまいましたね」

　来訪者ビジターとカシナートの関かかわり──

　それはウルクにとって、看かん過かできない要素だった。彼ら来訪者ビジターは、国王と皇太子を殺した大罪人であり、またコウ司教達にとっては、世間に対して隠かくすべき存在である。

　その彼らを、カシナートが手中にしている。

　カシナートの狙いは容よう易いに知れた。新たな知識によって得られる大きな力、彼はそれを欲しているのだろう。

　フェリオのいるアルセイフにとって、それは危険な兆ちよう候こうである。

　この状況下にも関わらず、ウルクは強気にも、カシナートへ非難の眼まな差ざしを向けた。

「カシナート司教。来訪者ビジターの知識を利用する行為は、禁じられて……」

「いいえ。来訪者ビジターではありません。彼女らは〝神の使し徒と〟ですよ。来訪者ビジターでない以上、神殿の内規は適用されません。本人達がそう仰おおせです」

　それはいかにも詭き弁べんだったが、彼女らが〝来訪者ビジター〟であると証言できるはずのコウ司教達は逮たい捕ほされている。なにより、この事実は今後もずっと、秘ひされていくのだろう。

　──ウルクが、暴ばく露ろしない限りは。

　ウルクの表情は自然と強こわ張ばった。

　部屋の奥にいた少女が、くすりと微笑ほほえんだ。

「カシナート司教、その子が邪じや魔まなの？　なんだか私のせいみたいだし、私達に任せてもらえれば、どうにかできますけれど」

「どうにか、とは？」

　カシナートが冷たく反応した。少女は柔やわらかく微笑みながら眼めを閉じている。

「言葉通り、どうにかです。たとえば記憶をいじったり、ついでにリセリナのことも聞かせてもらったり、他の機密情報を聞き出したり──生きたまま〝壊こわし〟たり……ただ殺すだけなら貴方あなた達でも簡単でしょうけれど、少しでも疑われるような真似まねは避けたいんでしょう？　私達なら、〝不幸な事故〟ということにできます。もっとも──リセリナは気づく可能性がありますから、彼女を殺すことが前提になりますが」

　娘の言葉に、ウルクは戦せん慄りつした。

　カシナートはしばらく沈ちん思しする。

　必死の虚きよ勢せいを張って、ウルクはリセリナに似た少女を睨にらんだ。

　来訪者ビジターの少女は、せせら笑うようにしてウルクを見返してきた。顔のつくりはリセリナと同じだが、その表情と態度は似ても似つかない。

「なぁに？　私が怖こわくて、声も出ないの？」

　来訪者ビジターの少女が、嘲あざけりの言葉をぶつけた。

　ウルクは背筋を伸ばして、その言葉を受け止める。

「……貴方は──哀かなしい人です」

　ウルクは自然と声を紡つむぎだしていた。

　リセリナと比べて──彼女はあまりに研ぎ澄まされていた。顔が同じだけに、その痛いた々いたしさが際立っている。

　ウルクの指摘に、来訪者ビジターの少女は表情を改めた。何を言い出すかと、カシナートが横目で反応する。

　ウルクは構わずに、非難の言葉を続けた。

「貴方は、幸せにはなれない人です。人を不幸にして、自分も不幸になることしかできない人。不ぶ器き用ようで、自分勝手で、人を信じなくて、人からも信じられない。悪意を糧かてにして、善意を踏みにじって──その先にあるのは、身の破滅だけ」

　ウルクはたった一目で、彼女の今と未来を、そう指摘した。リセリナと彼女の対比が、その予言じみた言葉を導いた。

　少女の眉まゆがぴくりと跳ねた。

「──何様のつもり？　貴方の勝手な分析なんか……」

「私はウルク・ティグレー。神しん姫きノエルの妹であり、司し教きようマディーンの娘であり、そして──」

　ウルクはそして、カシナートを睨にらんだ。

「そして、貴方たちの敵に回る存在です。殺すなら殺しなさい。その代わり、私は貴方達には屈しない。この国には、まだ貴方達に対抗できる人がたくさんいます。カシナート司教、貴方は知らない。このアルセイフは──タートムよりも、ずっと強い国です」

　ウルクは堂々と、そう断言した。

　イリスは憎ぞう悪おの眼まな差ざしで、ウルクを睨にらみつけている。すでに嘲あざけるような余よ裕ゆうは消えていた。彼女を怒らせたことで、溜りゆう飲いんを下げるようなウルクではない。ウルクはただ、自分を主張しただけである。

　彼女には屈しない。それだけの、単純な主張である。

　しばらくの思し案あんを経て、カシナートが小さく頷うなずいた。

「イリス嬢。具体的に、貴方あなた達に〝何ができるのか〟、お話をうかがいましょう。レーヴェ司し祭さい、ウルク様を中へ」

　抵抗する間もなく、ウルクは背後からの手で口を塞ふさがれた。

　騎士のレーヴェはそのまま、女とは思えぬ膂りよ力りよくでウルクを持ち上げる。細いウルクの体は軽々と宙に浮いた。

　身をよじってもがくウルクの脳のう裏りに浮かんだのは、愛いとしい少年の面おも影かげだった。

　自分に何かあれば──彼はきっと、痛つう切せつに責任を感じてしまうだろう。そのことがつらい。

　せめて、一言──伝えたい言葉があった。

　しかし今、この場に彼はいない。

　室内に運び込まれると同時に、目の前で扉とびらが閉じた。

　廊下が元の静せい寂じやくを取り戻す。

　その夜──ウルク・ティグレーは、神殿からその姿を消した。
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　その朝、寝室から出たフェリオを出迎えたのは、執しつ務む室しつのテーブルに積み上げられた絵画の山だった。

　数はおよそ二十枚──大小さまざまだが、いずれもやたらと立りつ派ぱな額がく縁ぶちに収まっている。

　寝起きの眼めをこすって、フェリオはまず首を傾かしげた。

　廊下から耳慣れた声が聞こえてくる。

「ディアメル、これで最後だよな？」

「追加がなければな。まったく、どいつもこいつも……」

　青年騎士ライナスティの陽気な声に、女騎士ディアメルの不満げな声が続いた。

　すぐに部屋に入ってきた二人は、それぞれ五枚ばかりの額縁を抱えていた。

　すでにテーブルにある絵と合わせれば、三十枚ほどになる。

「あ、これはフェリオ様。おはようございます」

　ライナスティが明るい声を張った。

　小さく頷うなずきながら、フェリオはテーブルを指差した。

「あぁ、おはよう。ところで、これ……俺おれの部屋で展覧会でもやるのか？」

　ライナスティがからからと笑った。

「まさか。貴族や官僚の方々が、ご令嬢の肖像画を送ってきたんですよ」

　もってきた額縁をまとめてテーブルに置き、ライナスティはその一枚を取り上げた。

　それは貴婦人の肖像画だった。年の頃ころは二十代の半なかばほどか、一見して〝画家が気を利きかせた〟とわかるほど、絵画の彼女は明らかに美化されている。

　フェリオは眉まゆをひそめた。

「なんでそんなものが、俺の部屋に運び込まれるんだ？」

「もちろん、フェリオ様への贈おくり物ものだからでしょう」

　ディアメルが呟つぶやいて、わずかに肩を竦すくめた。

　フェリオは戸と惑まどった。自分にそんな雅みやびな趣味はない。贈り物なら、武具や手入れに使う道具のほうがよほど嬉うれしいし、兵士への恩おん賞しように流用できる財貨や食糧の方がずっと役に立つ。

「俺は絵なんか貰もらっても……」

　ライナスティとディアメルが互いの顔を見合わせた。

「これだから、うちの王子は──」

　ディアメルが苦笑混じりに呟き、ライナスティはからかうように首を振った。

「鈍にぶいなぁ。フェリオ様、こいつはね。〝うちの娘と見合いしてくれ〟、ってことですよ」

「見合いって……あぁ、そういうことか」

　げんなりとして、フェリオは溜ため息いきを吐ついた。寝起きの頭も冴さえてきたところで、ようやく事情が飲み込めた。つまりこの絵を見たフェリオは、このうちの誰だれかを「美人だ」と思い、妃きさきに迎えるべきである──そんな貴族達の打算の産物らしい。

　ざっと見積もって三十枚ほどにもなる額がく縁ぶちの山に、フェリオは呆あきれ返った。

「……これ、全部か？」

　ライナスティが頷うなずく。

「こういう決断は早いですよね。うちの貴族の方々は。ブラドー様の所にもけっこう来ているようですよ。ただ、今回の内乱ではフェリオ様への評価がずいぶんあがりましたから……くわえてブラドー様はあの通り、病弱な方ですから、もし世よ継つぎが生まれる前に亡なくなられでもしたら……と、これは俺おれが言ってるんじゃないですよ？　あくまで貴族連中の思おも惑わくですからね」

　フェリオの険けわしい眼まな差ざしを受けて、ライナスティが慌あわてて言いい訳わけを付け加えた。フェリオは別に、ライナスティに対して怒ったわけではない。目の前の絵画の数に、貴族達の〝兄〟に対する思惑が透すけて見えた気がして、少し不快だっただけである。

　ディアメルがライナスティの後を引き取る。

「それに失礼ながら、フェリオ様には母方の家がないも同然ですから。いずれの派は閥ばつにも属しておられませんし、中小の貴族や官僚も気軽に取り入りやすいという点も、この数に影響しているはずです。もしフェリオ様が王にならずとも、王弟の家を実質的に牛ぎゆう耳じれるとなれば家格が跳ね上がります。だめでもともと、あわよくば玉たまの輿こし、というところでしょうか」

　言いにくいはずのことをずばずばと言うディアメルに対しては、さすがにフェリオも苦笑するしかなかった。

「なるほど、よくわかった。とりあえず、全部断ろう」

　あっさり一いつ蹴しゆうした後で、フェリオは大きく欠伸あくびをした。まだ少し、眠りが足りない。

　その態度を受けて、ライナスティが眼めを見開いた。

「そんなもったいな……もとい、失礼な。よりどりみどりですし、どの子も美人ですよ。まぁ……絵だから五割ぐらい差し引いて考える必要はありそうですが──あ、でもこの娘こなんかお勧すすめです。前に遠目に見たことがありますが、実際、なかなかの器き量りようで……」

　一枚の絵を持ち上げるライナスティに対し、フェリオは首を横に振る。

「家柄や外見がどうこうじゃない。結婚する相手くらいじっくり選びたいし、俺はまだ十六だ。こういう話は、あと十年くらい先でもいいだろ」

「いやいや、そんなことを言っていると婚こん期きを逃します。そういうところでは別に団長を見習わなくても……いててっ！」

　未み婚こんの騎士団長、ウィスタル・ベヘタシオンを引き合いに出したところで、ライナスティはディアメルに耳をつねられた。

「おまえが言うな。人の心配よりも自分の心配をしろ、この万年独ひとり者もの」

「それを言ったらディアメルだって……うわたたたたっ！　ちぎれる！　ちぎれるって！　ごめんなさい失言でした！」

　いつものやり取りをはじめた騎士達から目を逸そらし、フェリオは窓の側へと視線を回した。

　朝早くから、空は澄み渡っている。もう夏が近い。今日あたりは暑くなりそうだった。

「あの、おはようござ──うわ、なんですか？　この絵の山……」

　扉とびらを開け放したままの廊下から入ってきたのは、来訪者ビジターのリセリナだった。

　後ろ手に扉を閉めつつ、テーブルに積まれた絵画を見て、眼めを丸くする。

　今朝の彼女は、飾り気のない短衣シヤツにスカートの軽装だった。流れるような黒髪と白い肌はだが映はえているせいで、やけに鮮あざやかな印象を醸かもしている。夏用にディアメルが見立てたものらしいが、侍じ女じよの服装ではなく、貴族の服装でもない。彼女の曖あい昧まいな立場を示すような格好だった。

　彼女の片手には、フェリオのためのティーセット一式が揃そろっていた。今の彼女は、フェリオ付きの従者であり護衛役でもある。フェリオはゆっくりと過ごすように言ったが、彼女は体を動かしていた方が落ち着く性しよう分ぶんらしい。

「フェリオ様のお見合い用の肖像画です。すごい数でしょう」

　ディアメルが気を利きかせて、絵のうちの一枚をリセリナに見せた。

　リセリナは黒い眸ひとみをしばたたかせた。

「わぁ……綺き麗れい。お見合い用ってことは、フェリオさん、この中から奥さんを選ぶんですか？」

　いかにも他意のない、無む邪じや気きな声だった。

　フェリオは首を横に振る。

「いや。せっかく送ってきた諸しよ侯こうには申し訳ないけど、そのつもりはない。兄上が結婚してから考える」

　さして興味もないままに応こたえて、フェリオは執しつ務む用ようの机に座った。リセリナがその前にカップを置き、慣れた手つきで紅茶を注ぐ。ここ数日で、すっかり従者の振る舞いが身についてきた。

「はい、どうぞ」

「ありがとう、リセリナ。それにしてもまいったな。これからタートムとの戦いになりそうな状況だっていうのに、こんな──俺おれの所に肖像画なんか送ってくる手間があったら、徴ちよう兵へいと訓練を進めておいて欲しい」

　フェリオの漏もらした本ほん音ねに、リセリナがくすくすと笑った。

「フェリオさんて、変わってますよね。男の人だったら、こういうのって嬉うれしいものじゃないんですか？」

「俺はまだ頭の中が子供なんだよ、きっと。それ以前に、考えなきゃいけないことが山ほどある。いっぺんにいろんなことを考えるのは苦にが手てだ」

　軽く流しておいて、フェリオはライナスティを見た。

「絵のことより、ベルナルフォン卿きようの方はどうなった？　ラシアン卿は確か、昨夜のうちに結論がまとまるようなことを言っていたけど……」

　ライナスティが頷うなずいた。

「はい。ずいぶん遅おそくまで、ごねる貴族をやっつけていたようですよ。今朝は満足げなご様子でしたから、出しゆつ世せの件は問題なさそうです。軍ぐん閥ばつの責任者たる軍ぐん務む卿きようが不在ですから、臨時の人事になりますが、今日中には辞令が出せるんじゃないですかね」

　その答えに、フェリオはひとまず安あん堵どした。これで案件の一つが解決したことになる。

　現在のアルセイフは、戦後処理の真っ最中だった。

　レージクに味方した諸しよ侯こうへ対しては、特に重い役割を果たしたクラウス・サンクレットを除き、基本的にはあまり重い処しよ罰ばつを与えないことが決定している。甘あまいといえば甘いが、それはこれ以上の混乱を避け、早急に体制を固めるためのやむを得ない措そ置ちでもあった。

　なにより、レージクに従った者達は、「臣しん下かとして王おう命めいに従っただけ」とも言える。これを下手へたに処罰すると、「王命に従ったことが罪である」という、おかしなことになりかねない。ラシアンもフェリオも、ここは鷹おう揚ように許したほうが、今後の政局を安定させる上で利が大きいと判断した。

　そうなると今度は〝王命に逆らった〟フェリオ達の立場が微妙なことになるが、こちらには勝者としての理がある。

　敗者を嬲なぶらず、勝者として驕おごらず──

　それがラシアンの出した提案で、フェリオもそれを支持した。

　一時的な税の加算などは検討されているが、ひとまず〝処罰〟の形で明確に罰せられるのはサンクレット家だけ、と決まっている。その内容は、おそらく領地の一部没ぼつ収しゆうなどになるだろう。

　戦功のあった者達への恩おん賞しようも次々と定められ、臨時で集められた民兵達の中には、もう故郷に戻った者も多い。

　立ち上がったばかりの新政府の内部をみれば──

　ラシアン・ロームは外がい務む卿きようの任へ本格的に復帰し、療養中のダスティアに代わって息子むすこのアゴールが政せい務む卿きようを代行し、軍務卿の座は現在、空席のままである。

　ラシアンとアゴールの二人は、毅き然ぜんとして恩賞を辞じ退たいした。

　今回のことは私し心しんによる反乱ではなく、あくまで国の将来を憂うれい、臣下としての責務を果たしただけ──彼らはそう言って、恩賞をまったく望まなかったのである。

　このことによって、権力者としての彼らは、〝私欲で反乱を起こした〟と人に言われぬよう、ある意味で予防線を張ったことになる。

　事実、政府運営に関することでは、ラシアンやアゴールにはほとんど私心がない。

　彼らはこの国そのものを愛し、そして官僚として正しい施し政せいを為なすことを是ぜとしている。そんな彼らの存在を、フェリオは改めてありがたく思った。

　この二家に関してはそれで話が済んだが、他に協力した中小の貴族に関しては、経済面での見返りを約束し、官僚達がその内容を詰めている最中である。

　兵士の訓練と統とう率そつなどの面で、特に戦功の大きかったベルナルフォン・レスターホークには、領地の加増を前提としつつ、新たな役職も与えられた。

〝軍ぐん務む審しん議ぎ官かん〟という、新設の職である。

　この職は軍ぐん務む卿きようの補佐的な立場で、軍備の増強策に関する強い権限を持つ。

　これまで僻へき地ちの貧乏貴族だった彼にとっては大躍進だが、この出しゆつ世せは決して、名誉や地位を上げるための〝恩おん賞しよう〟ではない。むしろ切せつ実じつなまでに、現実の成果を期待される実務職だった。

　近く予想されるタートムの侵しん攻こうに対し、いかにして国内の兵力を整えるか──

　ベルナルフォンに与えられた地位は、そのことを諸しよ侯こうと議論し、実行するためのものである。

　その人事が提案されたのは内乱終結の直後だったが、異例の大だい抜ばつ擢てきだっただけに、いざ確定するのは今日となった。

　この間は、あっという間の日々だった。

　レージクが死に、内乱が終わり、新政府が動き始めている。一度は王都を離れた遠方の貴族も、これから続々と伺し候こうしてくることだろう。

　その彼らを説とき伏ふせ、タートムに対する防御態勢を整えるためには、時間はいくらあっても足りなかった。

　フェリオは執しつ務む机づくえの上で、厨ちゆう房ぼうに作らせた軽い朝食をとりながら、ライナスティからの朝の報告に耳を傾けた。

　国内のこと、国外のこと、各貴族の動向──

　軍備増強の一いつ環かんとして、王宮騎士団の増員と、騎士団そのものの増設も検討されている。現在は王宮騎士団、近衛このえ騎士団ともに百名程度だが、これをそれぞれ五百人ほどに増やし、他にも二つ三つと精せい鋭えいの集団を常設したいというのが、ベルナルフォンの意向だった。

　よく訓練された兵士は、他の兵士も強くする。現に先の内乱でも、ウィスタルが育てた王宮騎士団の面々は、先陣を切って凄すさまじい働きぶりを見せた。

　そうした精鋭集団を短期で増やすことは難しい。この増員計画は、それなりに気の長い話である。

　それらの報告が終わる頃ころに、フェリオの朝食もちょうど終わった。

「……よし。とにかく内政のことは、申し訳ないけれどラシアン卿とアゴール卿に任せよう。軍備のことはベルナルフォン卿とウィスタルにやってもらうとして……俺おれの仕事はまず、兄上の説せつ得とくか」

　フェリオは二杯目の紅茶を飲み干し、席を立った。

　昨夜も遅おそくまで、兄のブラドーと話し合いをしていた。その決着がまだついていない。

「絵画はどうせ見ないから、奥に積んでおいてくれ。一週間ぐらいしたら見た振りをして返却しよう」

　ライナスティが目許を歪ゆがめ、情けない声を返す。

「……もったいないなぁ。せめて何人か、唾つばつけときゃいいのに……」

「フェリオ様がそういう性格でないことはわかりきっていたことだろう。だいたい私も、こいつらに関しては、娘を政略の道具に使うという根こん性じようが気に食わない。そんなこすい奴やつに、フェリオ様の義父が務まるものか」

　辛しん辣らつなことを言ってから、ディアメルは絵の山を奥へ運び始めた。

　フェリオは彼らに後を任せると、リセリナを伴ともない、ブラドーの部屋へと向かった。

　廊下ですれ違う官僚達は、フェリオを見つけると一いち様ように立ち止まった。

　誰だれもが深ふか々ぶかと一礼をして、フェリオとリセリナが通りすぎるのを待つ。

　それは内乱の前まではなかったことである。

　彼らの視線には、新しい主あるじを品定めするような好奇心が感じられた。

　フェリオは若じやつ干かんの居心地の悪さを感じていたが、礼を尽くされたことを咎とがめるのも大人おとなげない。内心では困こん惑わくしつつ、立たち居い振ふる舞まいだけは、できるだけ堂々と通した。

「……状況が変わったせいだっていうのはわかるけど、いきなり態度が変わるのは、やっぱりあんまりいい感じはしないな」

　傍かたわらを歩くリセリナに、フェリオはそっと耳打ちした。

　リセリナは困ったような微笑を見せる。

「仕方ないと思います。だってフェリオさんは、ひょっとしたら次の王様に……」

「それこそ冗じよう談だんじゃない」

　フェリオはぶるりと身を震わせた。悪い冗談にもならない。

　好奇の視線は、フェリオだけでなく、リセリナにも向けられていた。

　リセリナは体てい裁さい上、フォルナム神殿からフェリオについてきたことになっている。

　王都での開戦の直前、彼女は使者として、レージク側の衛兵達の前に立った。その折に見せた〝奇き跡せき〟と、彼女が言った〝神の御ご加か護ご〟という言葉が、今にして官僚達の間にも広がりつつある。

　戦場で戦うリセリナを、直じかに見た兵士も少なくない。

　その口から、〝フェリオ王子の傍そばには、女め神がみの従者が従っている〟と、そんな噂うわさが流された。さらに彼女の美び貌ぼうが、その噂の流れに拍はく車しやをかけている。

　好奇心が憶おく測そくを呼び、ある筋からは〝彼女はフェリオ王子の妾めかけに違いない〟と言われ、常識的な筋からは〝フォルナム神殿からつけられた護衛だ〟といわれ、中には〝天から来た本物の使し徒とだ〟と主張する者さえいた。

　最後の主張は、リセリナの〝力〟を間近で見た者達だけに共通する認識である。

　飛んできた矢を摑つかみ、斬きりこまれた刃やいばを手だけで防ぎ、返す手しゆ刀とうで鎧よろいをも切り裂く──見た者でなければ、さすがに信じない。

　これで容よう姿しが醜みにくければ、魔女や悪魔と罵ののしられたかもしれないが、戦闘から離れた彼女は優やさしく穏おだやかで、人当たりの柔やわらかなただの少女である。

〝来訪者ビジター〟のことを知らぬ者達にとっては、天から遣つかわされた従者というのがもっとも納なつ得とくのいく解釈に違いなかった。

　そんな好奇の視線にさらされても、リセリナには動じる気配がなかった。

　二日ほど前に、フェリオがそのことを問うと、彼女は〝慣れてますから〟と言って、少し寂さびしげに笑ったものである。

　元の世界でも、彼女はやや特異な立場にいたらしい。

　無ぶ遠えん慮りよにその詳しよう細さいを問うのは、まだなんとなく悪い気がした。
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　フェリオとリセリナが第三王子ブラドーの部屋に着くと、そこにはすでに先客がいた。

　扉とびらを越して部屋の外にまで、野の太ぶとい声が漏もれている。

「王子！　私は貴方あなたを支持してもよいと言っているのです。何をためらう必要がありますか！　フェリオ王子にしても、貴方が王位を継ぐべきだとおっしゃっているそうではありませんか。我がグレナデン家は、ブラドー様が王位を継がれるとあらば、僭せん越えつながら──」

「マグナス卿きよう、申し訳ないけれど、僕はまだ決心がついていないし、フェリオともまだ話しあう必要を感じている。支援の話は、僕とフェリオの間で話がついてからにしてもらえないか」

　熱い説せつ得とくの声を、兄の穏やかな言葉が遮さえぎった。

　フェリオとリセリナは、扉の前で顔を見合わせる。

「フェリオさん──？」

　中に居るのが何者か、リセリナにはわかっていないらしかった。フェリオは声を潜ひそめて応こたえる。

「マグナス・グレナデン卿だ。ほら、この間の戦いの時に、伏兵でもってラシアン卿の本陣に奇襲をかけた──」

　あぁ、と、リセリナが頷うなずいた。

　兄と話をしている貴族は、マグナス・グレナデン──軍ぐん閥ばつの貴族で、先だっての内乱の折にはレージクに協力し、ラシアンやアゴールを窮きゆう地ちに追い詰めた男だった。

　いわば敵の切り札だった男が、内乱が終わるや早々、ブラドーを口く説どいているらしい。

　渋しぶるブラドーに、マグナスは溜ため息いきを吐つく。

「まだそのような──わかりました。もちろん待ちますとも。ですが、我がグレナデン家としては、別に家のためにこんなことを申し上げているわけではありませんぞ。そもそも我々がレージク様に味方したのも、王位継けい承しよう権けんの正式な順を重視したためで……」

　立ち聞きするつもりはなかったが、ちょうどその時、前からやってくるウィスタルと視線が合った。

「これはこれは、フェリオ様、リセリナ様。ブラドー様に御用ですか？」

　ウィスタルのやたらとよく響く声が、廊下に響き渡った。

　間まの悪さに、フェリオはつい額を押える。室内でばたばたと音がした。マグナスが席を立ったのだ。

「……ブ、ブラドー様、続きは、またいずれ……」

　焦あせりを含んだ声で、マグナスが呟つぶやくのが聞こえた。

「あぁ、マグナス卿きようの忠誠を疑うつもりはないよ。だから今日のところは結論を急がないで欲しい。それじゃ──」

　ブラドーの声に押されるようにして、すぐに扉とびらが開いた。

　部屋の前にいたフェリオ達は、そこで彼──マグナス・グレナデン当人と鉢はち合あわせてしまう。

　でっぷりと太った老人は、扉の前にいたフェリオと眼めが合うや、その眉まゆを険けわしくしかめた。

「──これはフェリオ王子──立ち聞きとは、お人が悪い──」

　困こん惑わくを隠かくさずに言う。声をかけたウィスタルの側は、〝しまった〟と言わんばかりに苦笑していた。

　相手は年長者でもあり、フェリオは素直に頭こうべを垂れた。

「失礼いたしました。ですが、立ち聞きはしておりません。たった今、ここに来たところ、向こうからウィスタルが来て、そして兄上の部屋からマグナス卿が出ていらしたのです」

「ふむ……そうでしたか。失礼を」

　マグナス・グレナデンはいかめしい顔をやや歪ゆがませて一礼し、そそくさと退たい散さんしていった。その眼つきはやや胡う乱ろんで、フェリオに対する敵意がにじんでいる。

　無理もない。フェリオがレージクを倒してしまったために、ラシアンに奇襲をかけた彼の家の立場は、今ではサンクレット家に次いで悪い。

　続いて、部屋からはブラドーも顔を出した。

「フェリオ、それにウィスタル卿も来ていたのか。そんなところに立っていないで入るといい。リセリナ嬢もどうぞ」

　瓜うり実ざね顔がおに気弱げな微笑を見せて、ブラドーは三人を気安く招きいれた。ウィスタルもどうやら、ブラドーに用があったらしい。

　ブラドーはリセリナのことを、フェリオの護衛であり、神殿の神しん官かんだと思っている。主従関係でないことも承しよう知ちしており、彼女を外に立たせておくようなことはしない。

　ウィスタルが小声に問う。

「フェリオ様、私も同席しても……？」

「構わない。むしろいてくれると助かる」

　剣の師であり、育ての親でもあるウィスタルに耳打ちしてから、フェリオはリセリナと共に椅子へ腰を下ろした。

　ブラドーにまず問いかける。

「兄上、今のマグナス卿きようは……」

「あの人はあの人で、保身に必死らしいよ」

　ブラドーは溜ため息いき混じりに言った。

「なにせ、ラシアン卿とアゴール卿と君と……不幸な流れだったとはいえ、これから政府の中ちゆう枢すうに立つ人間達に剣を向けたわけだからね。ラシアン卿はそういうことを根に持つ性格じゃないけど、あれでグレナデン家の発言力がかなり低下したことは事実だし、今から僕を担かついで、少しでも家の安全を図りたいらしい」

　淡たん々たんと告げるブラドーの声は冷さめていた。マグナス・グレナデンとブラドーの間に、これまで縁えんはほとんどなかったはずである。そんな相手が下心丸だしで近づいてきたわけだが、ブラドーとしては彼に同情するつもりもないらしかった。

「やはり、そういうお話は多いのでしょうな」

　ウィスタルが同情を込めて呟つぶやくのへ、ブラドーは苦にがい笑みを見せた。

「あぁ、あの人に限ったことじゃない。軍ぐん閥ばつの人達はだいたい、責任だけはサンクレット家に押しつけて、もう僕に取り入ろうとしている」

　そしてブラドーはフェリオの正面に座りながら、じっと視線を合わせてきた。

「……僕が王になったら、軍閥の貴族達はここぞとばかりに僕に恩を売りはじめるだろう。押し売りに近い形でね。そうなったら、ラシアン卿達と彼らは今より対立を深める危険だってある。だから、王位は君が……」

　フェリオは眉まゆをひそめた。

　ブラドーとはここ数日、議論が平行線を辿たどっている。

　フェリオは卓テーブルに身を乗りだした。

「兄上、昨晩も申し上げましたが、王位継けい承しよう権けんの順番を正しくお考えください。次が兄上、その後が私です。ここでその例を覆くつがえすことは、更さらなる混乱を呼びます。私は兄上を差し置いて王になるつもりはありません」

　フェリオは強く言い放った。ブラドーの命令であれば、ある程度のことは従う心積もりができている。だが、ことこのことに関して、譲ゆずるつもりはない。

　ブラドーもしつこい。

「だけどね、フェリオ。今回の乱を治めた功労者は君だし、ラシアン卿やアゴール卿だって、きっと内心では君を王にしたいと思って……」

「いいえ。ラシアン卿きようとアゴール卿は、私達兄弟の話し合いの結果に従うとおっしゃっています」

「フェリオ、それは建たて前まえだよ。彼らが君を堂々と担かつぐと、そのために乱を起こしたのかと諸しよ侯こうの反感を買うから……」

「ラシアン卿達がどう出ようと、私が継けい承しよう順じゆんを無視して王になったりしたら、諸侯は反感をもちます。王位欲しさに乱を起こしたのかと思われたら、今後の施し政せいにしこりを残すはずです」

　ブラドーは困った顔をした。

　同時にフェリオも困り果てる。

　ここ数日、兄弟で揃そろって王位を譲ゆずり合っているのだ。

　どちらの言い分もたんなる我わが儘ままなどではなく、それなりに正当性がある。

　ブラドーはフェリオの才さい覚かくを高く買い、「体の弱い自分よりも王に向いている」と言い、さらには軍ぐん閥ばつの貴族を敗者として従わせるためにも、フェリオが王になるべきだとしている。

　軍閥の貴族達は今、確かにフェリオやラシアンに対し負おい目めを持っている。その点を政治的な駆かけ引ひきに使おうというのだ。

　フェリオは逆に、王位継承権の順番を守り、自分は身を引いて兄を支えるべきだと思っている。
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　自分が王になれば、軍ぐん閥ばつだけで政府を掌しよう握あくしようとしたレージクと同じく、一部の勝者だけが重ちよう用ようされる政府という印象をもたれかねない。対タートムの政策で国が一丸とならなければならない時に、内部で分裂するようでは困るのだ。

　ブラドーもフェリオも、それぞれの考えを持っている。そして、どちらが正しいかといえば──どちらも完全に正しくはないし、さほど間違ってもいない。

　そもそも将来、国がどう動くかもわからない。わからないことに対してあれこれと言っているのだから、結論がなかなかでないのは当然のことだった。

　ラシアンとアゴールからは、話し合いの期限を言い渡されていた。

　乱の直前に亡なくなった正せい妃ひと皇太子妃、皇太子の息むすこ達の葬そう儀ぎが、近く予定されている。崖がけ下したに転落して行方ゆくえ不明扱いとなっていた軍ぐん務む卿きようや第二妃、第三妃の葬儀も、その時に合わせて執とり行われる予定となっていた。

　フェリオはその期日までに、兄を説せつ得とくしなければならない。新しい王の即そく位い式しきを延ばせるのも、せいぜいそのあたりまでである。

　脇わきでやり取りを聞いていたウィスタルが、ふむ、と低く唸うなった。

「ブラドー様。失礼ながら、私もフェリオ様と同意見です。亡き陛へい下かが定めた王位継けい承しようの順を守るべきであると考えます。残念ながらレージク様に関しては、王にふさわしい思想をお持ちではありませんでしたが……ブラドー様であれば、私もフェリオ様も、臣しん下かとしてお仕えすることに否いなやはありません」

「貴方あなたまでそんなことを……」

　ブラドーは首を横に振る。

「ウィスタル卿、父に対する貴方の忠誠心がいかに厚いものだったか、僕は知っているつもりだ。だからこそ、貴方にはフェリオを説得して欲しい。この国を護まもる人材として、これからふさわしいのは僕かフェリオか──考えるまでもないだろう。これは僻ひがみなんかじゃないよ。厳げん然ぜんたる事実だ」

　ブラドーの声はあくまで真しん摯しだった。彼は本気で、フェリオのほうが王にふさわしいと信じている。

　もともと権力に執しゆう着ちやくのない兄だったが、フェリオも引き下がるつもりはない。

「兄上、お願いです。だいたい私はまだ十六歳ですよ。この歳としで王なんて、務まるわけが……」

「ダスティア卿達は、二歳の子供を王に据すえようとしていたよ──あ、いや。君の力をその程度だと言っているわけじゃない。つまり、周囲の官僚だっているんだから、年齢のことを理由に辞退する必要はないってことだ。第一、君は一軍を指揮してレージク兄様の暴走を止めたじゃないか。あれだけのことができて、王が務まらないわけがない」

　ブラドーの語気は、この青年のものとしては強い。フェリオとウィスタル、二人がかりでも、自論を曲げようとはしなかった。

　ウィスタルの顔色も苦にがい。

　意外に頑がん固こな兄の一面を思い知らされつつ、フェリオは改めて長期戦を覚かく悟ごした。

　ちょうどその時、廊下に足音が立った。

　ノックの後で、控えめに少年の声が響く。

「あー……えぇと、ブラドー様、騎士団の者です。失礼ですが、こちらにフェリオ王子が……」

　口くち籠ごもりながら紡つむがれた声は、フェリオの知る人間である。

　フェリオはすぐに立ち上がり、自ら扉とびらを開けた。

「エンジュじゃないか。どうしたんだ？」

　そこに立っていたのは、ほんのしばらく前まで、ラシアンの領地でただの狩人かりうどをしていた少年だった。

　エンジュ・シェパードは、乱の後、新たな王宮騎士の候補として、宿舎に寝ね泊とまりしていた。その弓の腕を、フェリオやウィスタルが見込んでのことである。

　王宮騎士団は、その人員の多くが平民の出しゆつ自じだけに、採用自体は珍しいことではない。だが、〝剣〟ではなく〝弓〟でその資格が認められたのは珍しい例だった。

　とうのエンジュは返事に窮きゆうし、まだ迷っている様子だった。だから今はまだ、身内というより客分の扱いとなっている。

　どこか俗ぞく世せを離れたような雰囲気を醸かもす彼は、居心地が悪そうに顔をしかめながら、ブラドーと、そして同席するウィスタルに向けて一礼した。

　ブラドーは穏おだやかな微笑を向けていた。礼儀作法の乱れには寛かん容ような兄である。

「兄上、少し失礼します。ウィスタル、こっちはいいから、兄上の説せつ得とくを頼む」

　そう断っておいて、フェリオは一度、廊下に出た。リセリナもついてくる。

　二人を前にして、エンジュは少し眉まゆをひそめた。

「いいのか？　今、話し中だったんじゃ……」

「いいんだ、長くなるから。それよりどうした？　騎士団の宿舎からわざわざ来たんだろう」

「あぁ、それが……」

　ずっと田舎いなかで独ひとり暮らしをしていた彼の言葉遣づかいは、まだ貴族に対するものにはなっていない。だがフェリオは、むしろそのことを好ましく思っていた。

　なんとなく──エンジュは、自分を〝王族〟ではなく、純粋に〝フェリオ個人〟として見てくれているような気がした。もしそうだとしたら、それはフェリオにとって嬉うれしいことでもある。

　フェリオを訪ねてきたエンジュは、心持ち声を潜ひそめた。

「王子の知り合いだって人が、城門のところに来ているんだ。だけど証しよう拠こがないから、とりあえず王子に名前だけでも知らせてくれって……衛兵達は追い返そうとしたんだけど、しつこいみたいで、それで騎士団の宿舎のほうに連絡がきた」

　そこでたまたま暇ひまそうにしていたエンジュが、フェリオへの伝令を頼まれたらしい。

　フェリオは首を傾かしげた。客の予定などは特にない。

「知り合い？　誰だれだろう」

「二十代の女と、その弟みたいな子供の旅人だってさ。名前は確か──クゥナとか、あとエリオットとか……」

　エンジュの口からその名を聞かされるや、フェリオはリセリナと、その場で顔を見合わせた。
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　ベルナルフォン・レスターホークの家は、代々、軍ぐん閥ばつに属している。

　貴族としては末席に近い貧びん乏ぼう貴族ながら、今は内乱での功を認められ、近く軍ぐん務む審しん議ぎ官かんなる役職を得る予定となっていた。

　その主な役目は、タートムに対する防衛力を整えることにある。

　重責を任されて、怖おじ気けづくような性格ではない。ベルナルフォンは、その任を受ける覚かく悟ごもすでに固めていた。

　しかし、怖じ気づいてはいないが──方ほう策さくにはいくらか、迷いがある。

　権力を得るまでは、〝自分に実権があれば、ああしてこうして……〟と考えたこともあったが、実際にその座を目の前にしてみると、〝まず何をしたらいいのか〟、それがなかなか難しい。

　考えあぐねた末に、ベルナルフォンは所用といって王都を抜け、とある街まちへと出向いていた。

　街の名はマゼットという。王都から馬車で数時間、一日で往復し、用を足せる距離だった。

　そしてベルナルフォンは、片手に花束を抱え、街の中心部に建つ施せ療りよう院いんの門を潜くぐった。

　供ともの兵には、馬車の近くで待たい機きを命じておく。

　初夏の緑が眩まぶしい庭には、純白のシーツが大量に干され、風になびいていた。

　マゼットの施療院は、規模も大きく評判がいい。名医の診察を求めて、わざわざ遠くから人が訪れるほどである。

　ベルナルフォンは受付で友人の名を告げ、ある一室に案内された。

　部屋の前には、護衛と見張りを兼ねた数人の衛兵が立っていた。

　患かん者じやや施療師の邪じや魔まにならぬよう、彼らは壁かべ際ぎわで縮ちぢこまっている。

「これは、ベルナルフォン卿きよう！　ご面会ですか」

　中年の衛兵が、目ざとくベルナルフォンの来訪に気づいた。こんな時、眼がん帯たいつきの彼の風ふう貌ぼうは便利でもある。苛か烈れつな印象とあいまって、一度見た者はまず忘れない。

「あぁ、フェリオ様とラシアン卿からも許可を貰もらっている。警備ご苦労。失礼する」

　ベルナルフォンは堂々と病室の扉とびらを開けた。

　それと同時に彼が眼めにしたのは、寝台ベツドに身を起こして控えめに唇を開けた娘と、彼女の口元にスプーンを運ぼうとする親友の姿だった。

　寝台の娘が慌あわてて口を閉ざし、恥はずかしげにうつむく。

　振りかえった親友も細い眼めをしばたたかせた。

「……ベル？　どうしてここに──」

　友人とその妹の仲の良さに呆あきれて、ベルナルフォンは含み笑いを漏もらした。持っていた花束を無む造ぞう作さに肩に担かつぎ、やれやれと首を振る。

「どうやら邪じや魔まをしたようだ。出直したほうがいいか？」

「そうですね。できればそうしてください」

　すげなく言って、その友人、クラウス・サンクレットは妹に向き直る。

　妹のニナは、頰ほおを染めたまま兄のクラウスを睨にらんだ。

「兄様、せっかくおいでいただいたのに、そういうわけには──」

「ニナがそう言うなら仕方ありません。なんの用ですか？　ベル」

　親友のとぼけた言葉と声に、ベルナルフォンは安あん堵どした。

　たった今のふざけたやり取りは、以前のクラウスならではのものである。彼が自分を取り戻せたことが、ベルナルフォンには何より嬉うれしかった。

　もちろん性格上、口では別のことを言う。

「まったく、ニナが生きていたと知った途と端たんにこれか。呆あきれた奴やつだな」
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「なんとでも言ってください」

　クラウスは軽い声で呟つぶやき、その直後に顔色を改めた。

「──何を言われても、言いい訳わけはしません」

　それはどこか、達たつ観かんしたような声だった。

　ベルナルフォンとクラウスとは、乱の終結後に一度、会ったきりだった。

　彼は何も言わず、ベルナルフォンも何も言わなかった。ただ、クラウスは疲れたように大きく吐と息いきをつき、ベルナルフォンはそれに頷うなずいて見せた。

　互いに落ち着くまで、しばらく時間を置くつもりだったが──クラウスにとっては、ニナの生存が何よりの薬となったらしい。

　今のクラウスは、内乱前の彼に近い。レージクの件に荷か担たんした責任は感じているはずだが、精神的には落ち着いている。

　同席していた施せ療りよう師し見習いの少女に花束を預け、ベルナルフォンはニナの寝台ベツドに歩み寄った。

「ニナ、久しぶりだ。しかし驚いた──本当に、無事でなによりだった」

　ベルナルフォンはクラウスとの縁えんを通じて、ニナとも親しくしていた。ニナの方でも、ベルナルフォンのことを兄の親友とよく承しよう知ちしている。

「はい。ありがとうございます。ベルナルフォン様は、ご活躍だったそうですね？」

「そんなでもない。兄君ぎみのほうがよほど〝ご活躍〟だった。こいつが敵側にいたせいで、こっちは危あやうく負けるところだったからな」

「──申し訳ありません。兄が──」

　ベルナルフォンの冗じよう談だんを真まに受けて、ニナは声を沈ませた。ベルナルフォンは慌あわてずににやりと笑う。

「いいや。おかげで貴族や兵士達の眼めも醒さめただろうよ。一歩間違えればとんでもないことになっていたのは確かだが、平和呆ぼけした連中にはいい薬になったはずだ。治と乱の境は紙一重。治を当たり前のものだと思っていると、乱への対たい処しよが遅おくれる。死んだ兵達のことは気の毒に思うが、諸しよ侯こうにそのことを思い知らせることができたのは、大きな収穫だった。これで連中も、タートムの侵しん攻こうに対する警戒心を新たにできるだろう」

　そしてベルナルフォンは、クラウスに向き直る。

「相談事がある。少しいいか」

　改まっての声に、クラウスはゆっくりと頷いた。

「ニナ、少し出てきます。施療師さん、後をよろしく」

　順調に回復の進むニナに見送られて、二人は病室を出た。

　廊下を抜けて、新緑の美しい中庭に出る。

　人から盗ぬすみ聞きされる心配のない木こ陰かげで立ち止まると、ベルナルフォンはクラウスと肩を並べた。

「──ベル。本当に、すみませんでした」

　クラウスがそっと呟つぶやいた。

　ニナの前では、彼女を心配させまいと強気に振る舞っていたクラウスだった。だが二人きりになると、彼が持つ罪の意識は自然と表に出てくる。

　ベルナルフォンは鼻で嗤わらった。

「俺おれよりロセッティに感謝しろ。俺には打だ算さんもあったが、あいつは心しん底そこ、おまえのことだけを案じて危険な賭かけに出たんだ。あんな奴やつ、滅めつ多たにいないぞ」

「──そう思います」

　クラウスは素直に頷うなずいた。

　商人のロセッティは今、クラウスのいないサンクレット交こう易えきを切り盛りしている。他の商人達も一丸となって、クラウスの〝帰る場所〟を守っているのだ。

　ベルナルフォンは吐と息いきをついた。

「しかし、本当に驚いた。まさかニナが生きていたとはな。こっちもフェリオ様に一いつ杯ぱい食わされたよ」

「え──？　ベルも知らなかったのですか!?」

　その問いに、ベルナルフォンは苦笑して頷いた。

「あぁ、情けないことに知らなかった。だが、事情を聞いて納なつ得とくはした。相当に危ないところだったらしいな」

　ニナの怪け我がは深しん刻こくだったと聞く。腕や脚の骨折もさることながら、頭を強く打っており、意識を取り戻さずにそのまま死に至る公こう算さんが強かったらしい。助かったのは奇き跡せきとしか言いようがない。

　フェリオがこのことを黙っていたのは、ニナの回復する見込みが薄かったせいもある。

「フェリオ様もずいぶん悩んだらしい。このことをお前に知らせるかどうか──だが、知らせた後でニナが死んだら、お前を余よ計けいに哀かなしませることになると心配されたようでな。それに妹が生きていると敵に知らされて、おまえ、のこのこと城を出たか？」

　しばらく考えて、クラウスは首を横に振った。

「──いえ。おそらくは、罠わなだと疑ったはずです」

「だろうな。それにもう一点──フェリオ様が危き惧ぐされていたのは、暗殺者の存在だ」

　ベルナルフォンは殊こと更さらに声を潜ひそめた。

「ニナが生きていることをおまえに知らせようとすれば、当然、レージクの耳にもその情報が入っていたはずだ。そうなったら、レージクはおまえの恨うらみを煽あおって味方にし続けるために、彼女に改めて暗殺者を差し向けていただろう。あの時点でレージクの陣じん営えいを支えていたのはおまえだったからな。もしそれでニナが殺されても──あの時のおまえだったら、妹はとっくに死んでいて、フェリオ様達の言は自分を罠にかけるための虚きよ偽ぎだったと、そう判断していたはずだ」

　ベルナルフォンは事実だけを淡たん々たんと告げた。

　クラウスがぶるりと肩を震わせる。

「フェリオ様がもっとも危き惧ぐしていたのも、そのことだったらしい。あの方かたに感謝しろ、クラウス。ニナが今、生きているのは、紛まぎれもなくフェリオ様と、実際に助けたリセリナという従者のおかげだ」

「……わかっていますよ、ベル」

　クラウスは真ま顔がおで呟つぶやいた。

「大きな借りです。いずれ利子をつけてお返ししなければ、商売の道にも人の道にも外れます」

「──よし。それがわかっているなら話は早い。少し手伝ってもらおうか」

　ベルナルフォンは、クラウスに向けてにやりと笑いかけた。クラウスはいぶかしげに眉まゆをひそめる。

「私は謹きん慎しん中ちゆうの身ですが──」

「正面に立てとは言わん。実は今回の内乱による功で、俺おれは多少、軍部での発言力をもらった。だが、軍ぐん閥ばつの連中が俺如ごときに、〝はいそうですか〟と従うはずもない。そこでサンクレット家の後こう嗣したるおまえから、一筆もらいたい」

　クラウスが思し案あんげに眼めを細めた。

「どのような一筆を？」

「〝俺に従え〟──とか、そんな無む茶ちやは言わんよ。協力してくれるならば、相そう応おうの見返りは約束する、と──サンクレット家の名みよう代だいたるおまえが、それを保証しろ」

　依頼にしては強い語気で、ベルナルフォンはそう告げた。クラウスは考え込んで腕を組む。

「なるほど。要するに、貴方あなたの借金の連帯保証人になれ、と、そういうことですか？」

「そう受け取ってもらっても構わん」

　クラウスの比ひ喩ゆは的まとを射ていた。

　ベルナルフォンは、軍閥の貴族達をまとめたい。そのためにこれから餌えさをちらつかせるわけだが、肝かん心じんの餌を疑われては、食いつく者はほとんどいないだろう。

　ベルナルフォン一人の言では、いかにも軽いのだ。諸しよ侯こうを説せつ得とくする材料として、軍務を司つかさどる筆ひつ頭とうの名門、サンクレット家の保証が欲しい。

　当然、その約束が果たされなければ、非難はクラウスにも及ぶ。その意味で、保証人という表現は正しい。

「俺に協力するほうが利益になって筋も通る、奴やつらにそう思わせたい。クラウス、一役買え。謹慎中で動けないなら、手紙で諸侯を説得して欲しい。俺とおまえがすでに敵同士ではなく、俺の背後におまえがいると匂におわせる。どうだ？」

　半なかば強制するように、ベルナルフォンはそう言った。

　小さな溜ため息いきと共に、クラウスが肩を落とした。仕し草ぐさとは裏うら腹はらに、その眼めには強い光が宿りつつある。

「──一分ほど、考えさせてください」

　珍しいことではない。大事なことを決める前には、クラウスは必ず一いつ拍ぱく置く。

　迷っているわけではなく、その短い間に、状況を整理して策の有効性を考察するのだ。

　今、クラウスの頭の中では、さまざまな分析と模も索さくが一度に行われている。

　その間、ベルナルフォンは隻せき眼がんを空へ向けた。

　青々と澄んだそこには、雲一つ見えない。

　ベルナルフォンは、眼がん帯たいで覆おおった側の眼を手で押さえた。

　その眼から視力が失われて、ずいぶんと時が経たつ。

　考え込むクラウスに決意を促うながすようにして、ベルナルフォンは呟つぶやいた。

「──俺おれは片眼をなくして、わかったことがある」

　クラウスが顔を上げる。

「片方の眼が見えなくなって初めて、人間には眼が二つあって、俺にはまだ片方が残っていることに気づいた。この眼が見えるうちに、俺にはやっておくべきことがある──これからそれをやるんだ。手伝え、クラウス。どう考えても、やはりおまえの力が要る」

　クラウスが力の抜けた顔で微笑ほほえんだ。

「……貴方あなたに命令されるのは、子供の時以来かもしれませんね──承うけたまわりました」

　期待通りの返事に、ベルナルフォンは大きく頷うなずきを返した。

　返事さえもらえれば、クラウスは義理堅がたい。必ず軍ぐん閥ばつの諸しよ侯こうを説せつ得とくしてくれる。

　そしてクラウスは、申し訳なげに呟いた。

「私も謹きん慎しん中ちゆうの身でなければ、実務の面で手伝いたかったのですが……」

「おとなしくニナの看かん病びようでもしていることだ。さっきのあれは、さすがにどうかと思うがな」

　手ずから食事をさせていたことである。ニナは両腕が使えないだけに、仕方ないといえば仕方ないが、本来ならば看護の者にやらせるべきことだった。

　皮ひ肉にくのつもりで言ったが、クラウスは心しん底そこから嬉うれしそうに微笑んだ。

「別にいいでしょう。あの子も口では恥はずかしがっていますが、本ほん音ねでは喜んでいるようですし、それに食事中も傍そばにいてやれます」

　妹が可愛かわいくて仕方ないらしい。

　ベルナルフォンは呆あきれ返って冗じよう談だんを返した。

「おまえのような兄がいたら、ニナは結婚できんな。さっきのあれは、兄妹というよりまるで恋人同士だったぞ」

　クラウスの表情が、やや曇くもった。

「それは……いや、そんなふうに見えていましたか？　それはよくないな……あの子はこれから、王家に嫁よめ入いらせるつもりなのですが──」

　友人の言葉に、ベルナルフォンは眉まゆをひそめた。

「……おまえ、それは──」

「はい。できれば、フェリオ様かブラドー様に娶めとって頂いただければ、と──いえ、もちろん、私が権力の座を欲してのことではありません」

　クラウスは慌あわてて言いい訳わけをした。

「ニナはもともと、レージク様の妃きさきとなる予定でした。それがあんなことになり、私としては不ふ憫びんで──ブラドー様やフェリオ様ならば、きっとニナを幸せにしてくれるのではないかと……幸い、どちらにもまだ、決まった許婚いいなずけがおられません」

　ベルナルフォンは首を捻ひねった。

「いや……ブラドー様はともかく、フェリオ様はおそらく無理だぞ」

「え──？　というと、すでにお相手が？」

　クラウスが驚いたように問う。

　ベルナルフォンは頷うなずいた。

「驚けよ。あの神しん姫きの妹君ぎみの、ウルク様という司し祭さいと恋仲らしい。これがえらい美人の司祭でな。そこらの貴族の御令嬢どもでは太刀たち打うちさえできんだろうよ」

　ベルナルフォンは胸を張って請うけ合あった。

　ウルクという少女とは、まだ二言三言しか話をしたことはなかったが、その容よう姿しが並外れて美しいことには驚かされたものである。フェリオと並べば、さぞかし絵になるだろうと思った。

　クラウスが眉をひそめた。

「ほう──それが本当なら、驚きますが……その前に、貴方あなたの言う〝そこらの御令嬢〟には、うちのニナも含まれているわけですか？」

　あ、と息を詰めて、ベルナルフォンは失言に気づいた。クラウスの細い視線は、やや剣けん吞のんである。

「いや。待て。そう睨にらむな。言葉のあやというやつだ。ニナに魅み力りよくがないと言っているわけではなくて……」

　慌てふためいて、ベルナルフォンは視線を泳がせた。

　クラウスは妹のこととなると、文字通り眼めの色が変わる。彼にとっての彼女は、我が身よりも大切な存在なのだ。

　クラウスの眼は、見た目は穏おだやかなまま、しかし険けわしい気配を醸かもしながら、すっかり据すわっていた。

「ベル、そのウルク様という方かたには、私も一度、王都の教会でお会いしました。なるほど、家格では我がサンクレット家など神姫の足元にも及ばないでしょう。しかし、うちのニナを十把ぱ一絡からげに〝そこらの貴族の御令嬢〟と同列に扱う気なら、私には相そう応おうに話し合う準備が……」

「待て、クラウス。今のは失言だった。俺おれは、別に……」

（──ニナと結婚する奴やつは、これを義兄にするわけか……）

　ベルナルフォンは、心中でその〝誰だれか〟に同情しつつ、必死に言いい訳わけの弁べんを探す羽は目めとなった。
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　フェリオ・アルセイフは、ほんのしばらく前まで、フォルナム神殿に〝親しん善ぜん特とく使し〟として滞在していた。

　その時に世話役としてつけられた少年神しん官かんの名を、エリオット・レイヴンという。

　そしてクゥナ・リトアールは、フェリオが助けたリセリナを、最初に診みた施せ療りよう師しだった。

　二人はフェリオともリセリナとも、縁えんが深い。

　その二人が、唐とう突とつにアルセイフの城を訪れたと聞き、フェリオは急いで門に向かった。

　ブラドーとの話はまだ途中だったが、彼らがわざわざフォルナム神殿から出向いてきた用件と、身分を隠かくしているらしい理由が気にかかった。

　二人は、〝神殿の使者〟とは名乗っていないらしい。そう言って証しよう拠こを見せれば、おそらく衛兵達はすぐに通してくれたはずだが、どうも話を聞くと、ただの旅人を装よそおっている様子である。

　そこに何か事情があるらしいことを察して、フェリオの気は急せいた。

　フェリオは護衛のエンジュとリセリナを伴ともない、馬車で外がい城じよう壁へきの正門に駆けつけた。

　そこは城と街まちとを遮さえぎる門だけに、他の門と比しても造りは一ひと際きわに大きく豪ごう壮そうである。石を積み上げて為なしたアーチの周囲には、二十人以上の衛兵が詰めていた。

　その門の外側に備わった詰つめ所しよに、二人の客人は足止めされていた。

　馬車の窓からフェリオが顔を覗のぞかせるなり、そこから声が飛ぶ。

「フェリオ様！」

　やや甲かん高だかい声で名を呼んだのは、紛まぎれもなくエリオット・レイヴン本人だった。声変わりも迎えていない少年は、安あん堵どしたような、それでいてまだ何処どこかに不安を残した曖あい昧まいな表情で、フェリオを迎えた。

　そのすぐ脇わきには施療師クゥナの姿もある。フェリオと視線が合うなり目許を歪ゆがめ、彼女は深ふか々ぶかと一礼をした。柔にゆう和わな微笑は以前の彼女と変わらないが、こちらもなにやら、判然としない憂うれいを漂わせている。

　二人とも旅装で、一見すると神殿の関係者には見えなかった。あまり似てはいないが、年齢的にはまるで姉と弟のようでもある。

　フェリオは馬車から飛び降り、リセリナとエンジュがそのすぐ後に続いた。

　内乱時の英雄ともいえるフェリオとリセリナが突然現れたことで、衛兵達の間には少なからず動揺が走った。

　王族が直接に、こうして客人を出迎えることはあり得ない。会うにしても、大たい抵ていは通行の許可をまず出して、その後に城内で会うことになる。

　衛兵達の緊張をよそに、フェリオは二人に駆け寄った。

　せっかくの再会にも関かかわらず、クゥナとエリオットの顔色はよくない。フェリオはそのことをいぶかしく思った。

　その後から降りたリセリナの姿を見て、クゥナが小さく頷うなずいた。特に驚く様子はない。

　彼女がフェリオの元にいることは、北方民族の柱はしら守もり達からか、あるいはフォルナムに預けたウルクからでも聞いていたに違いない。

　クゥナはすぐに清せい楚そな声で挨あい拶さつを述のべはじめた。

「フェリオ様、ご無事でなによりでした。内乱のことを聞き、私達もひどく不安に思っておりましたが──」

　彼女は年長者で、しかも王族ではなく神殿に仕える身である。フェリオも口調を改めた。

「はい、ご心配をおかけしました。でも……どうしたんですか、クゥナさん。それにエリオットまで……フォルナム神殿で、何か──」

　施せ療りよう師しのクゥナは、そっと口元に指を添そえた。

〝ここでの話はまずい〟と態度で示されて、フェリオは面めん食くらう。

「えぇと……？」

「フェリオ様。お忙いそがしいところにお邪じや魔まして申し訳ありません。もしよろしければ、ゆっくりとお話のできるところへうかがいたいのですが──」

　クゥナが消え入りそうな声で言う。その後をエリオットが補足した。

「その──きっと、ややこしい話になります」

「──わかった。馬車に乗ってくれ」

　衛兵達に客人のことを黙っているよう指示し、フェリオはエリオットとクゥナを馬車に乗せた。

　馬車の中でも、二人は当たりさわりのない世間話しかしなかった。

　内乱のこと、フェリオの活躍が城下の人々の口にものぼっていること、そして、ウルクのこと──

「ウルクは元気か？　彼女にはずいぶん心配をかけて、申し訳なかったけど……落ち着いたら、またこの城に来てもらいたいな」

　エリオットに向けてフェリオがそう言うと、二人は一瞬、ぴくりと肩を震わせて固まった。

　顔色をじっとうかがうようなその視線に、フェリオはたじろいだ。護衛として控えるリセリナとエンジュもやや困こん惑わくするほど、二人の様子はおかしい。

「……なにか、変なこと言ったか？」

　フェリオがエリオットにそう問うと、彼は慌あわてて首を横に振った。

「いえ──そうですね。ウルク様も、そうなればお喜びになると思います」

　エリオットの言葉には、ほとんど感情が籠こもっていなかった。御ぎよ者しやの耳を憚はばかるようにして、しきりに外を気にしている。

　馬車はフェリオの指示で、王宮騎士団の宿舎に着いた。

　知り合いとはいえ、不意の客を王宮まであげるには手続きが要る。騎士団宿舎の応接室なら、官僚の眼めも耳もなく気楽に話せる環境である。

　そして応接室に通すなり、フェリオは二人をじっと見つめた。

　二人の表情はいずれも硬かたい。

　神殿で何か変事があったことは、もう疑いようがなかった。それも、この二人が身分を隠かくして訪れ、フェリオに直接の取次ぎを願うほどの異常事態である。

「さて──何があったんだ、エリオット？」

　若じやつ干かん、声を険けわしくして問う。

　少年神しん官かんは、しばらくの沈黙を置いて、苦しい声を絞しぼり出した。

「──フォルナム神殿は今、大変なことになっています」

　一同は、沈黙をもってエリオットに話の続きを促うながした。

「──順序立てて説明いたします。フェリオ様による内乱鎮ちん圧あつの報が入って、すぐのことでした。ジラーハから、新たな神殿騎士団が来たのです」

　フェリオは眉まゆをひそめた。

「表向きは、国内での動乱に対する警戒のためだそうですが、実際には──コウ司し教きようをはじめとする、神殿の高位の神官を力ずくで黙らせるための軍勢でした。フェリオ様はすでにお聞き及びだそうですが、北方民族との関係がその原因らしく……これは私も、この使者の任を受けたつい先日に、初めて知ったことなのですが……」

　エリオットの声はやや震えていた。

　王都への出撃の直前──ラシアンの屋敷でシルヴァーナが言っていたことを、フェリオは思いだした。

　彼女は神殿騎士が動いている可能性を懸け念ねんし、カシナート司教の動きを警戒していた。その不安が的中したらしい。

　しかし神殿の自治権がある以上、アルセイフとしては、そこに干かん渉しようはしにくい。

　エリオットは言葉を続けた。

「そのことに対する心労で、レミギウス司教がお倒れになりました。今は療養中でして、しばらくは絶対安静の状態です」

　脇わきのリセリナが息を飲んだ。フェリオも絶句する。温おん厚こうで優やさしかったレミギウス司教がそんなことになっていたとは、まさに初耳だった。

　情報はまるで入ってきていない。ラシアンさえもまだ知らないだろう。

　驚くフェリオ達に向けて、クゥナが眼めを伏せる。

「ご存知なかったのも無理はありません。フォルナム神殿は現在、神殿騎士団の面々によって封ふう鎖さされています。中の人々が外に出ることも、外の者が中に入ることもできない状態です。情報は完全に遮しや断だんされています。私はたまたま、神殿の外の施せ療りよう院いんに出ていたのですが……そこへエリオットが独ひとりで来たのです。彼は神しん官かん達の手を借りながら、たった独りで神殿から抜け出してきたと……私もそれで初めて事情を知り、驚きました」

　フェリオはエリオットを見つめた。

　十三歳の幼い少年にとっては、不安の連続だったに違いない。今まで神殿からほとんど出たことのない身で、フォルナムから王都セイラムまでの旅をしてきた彼は、さすがに疲れているように見えた。

　それでもエリオットは、気き丈じように声を絞しぼる。

「フェリオ様。どうか、この書状をご覧らんください」

　彼は背に負っていた革かわ袋ぶくろから、同じ革でできた小さな筒つつを差し出した。重要な手紙を保護するための筒である。

　フェリオはそれを開けた。

　初めは、レミギウスか神殿の関係者から託された手紙かと思った。

　しかし宛あて名なには、何故なぜかエヴァ司し祭さいの名がある。

　エリオットとクゥナを見ると、二人は揃そろって頷うなずいた。読んでもいいらしい。

　フェリオは羊よう皮ひ紙しの手紙を広げた。

　女らしい細い字が、紙面にすらすらと躍おどっている。





〝親愛なるエヴァ司祭




　司祭がこの手紙を御覧になる頃ころ、私はもう神殿を出た後かと思います。

　突然のことで申し訳ありません。驚かれたことと思います。

　私としても、こんな情勢の中で神殿を去ることを、心苦しく感じます。

　カシナート司し教きようより、明日にはウィータ神殿に帰るよう言い渡されましたが、

　どうしても、その前にフェリオ様にお会いして、伝えたいことがあります。

　身勝手をお許しくださいなどとは申しません。責せめられて当然のことです。

　私は、王都に行きます。

　ごめんなさい──〟






　──末まつ尾びの署名サインは、〝ウルク・ティグレー〟とあった。

　フェリオは頰ほおを引きつらせた。

　脇わきから覗のぞき込むリセリナは、驚いたように眼めを丸くしている。

　エンジュは手紙の内容よりも、むしろフェリオの様子が気にかかるようで、その視線はフェリオの横顔を観察していた。彼はまだ、ウルクと会ったことがない。

「……なんだ、これは──」

　辛かろうじて、フェリオはそう呟つぶやいた。

　エリオットは、幼さの残る眼めでじっとフェリオを見ていた。

「──なんだ、これは！　どういうことだ、エリオット！」

　フェリオは我知らず、声を高くしていた。

「これは一体、誰の手紙なんだ!?」

　フェリオのその声に、リセリナが眼をしばたたかせ、エリオットとクゥナは互いに目め配くばせをしあった。

「では、やはり──」

「あぁ。これはウルクの字じゃない」

　フェリオは即そく座ざにそう断じた。

「ウルクとは、子供の時からずっと文通をしていたんだ。季節の便りぐらいだったけれど……これはウルクの字とはまるで違う。似ても似つかないどころか、似せる気さえない、まったくの別物だ」

　フェリオは心音の速さを自覚しながら、どうにかそう告げた。

　エリオットが小さく控えめに頷うなずく。

「客人として滞在中のエヴァ司し祭さいも、そのようにおっしゃっていました。ただ、もし万が一、フェリオ様の元にウルク様がおいででしたらと……」

「来ていない」

　フェリオはぎりりと歯を食いしばった。

　様子の激変に、クゥナがやや怯おびえたように、びくりと肩を震わせた。

「ウルクは、ここには来ていない。こんな手紙が残されていたってことは……」

　声はどうしても険けわしくなった。リセリナも不安げに口元を覆おおっている。

　エリオットが顔を伏せた。

「──はい。ウルク様は現在、行方ゆくえ不明です。そもそもどうやって神殿を出られたのか……現在のフォルナムは神殿騎士によって封ふう鎖さされています。使者の役を承うけたまわった私は、こっそりと抜け道を教えられて、どうにか一人で出られましたが──ウィータ神殿出身のウルク様がそんな道を知っていたはずはありません。それよりなにより、この書置きもどう扱ったものか……一体どういうことなのか、さっぱりです。とにかくウルク様にもしものことがあったら、大変なことになります。神しん姫きの妹であるウルク様が、万が一、この地で……」

　エリオットはそこで口を噤つぐんだ。さすがに最悪の可能性を口にすることは憚はばかられたらしい。

　喋しやべり疲れたらしいエリオットの肩を、隣のクゥナが優やさしく撫なでた。

「──そういうわけなのです、フェリオ様。今の状況では、カシナート司し教きようの間者スパイがどこに潜ひそんでいるか、皆かい目もくわかりません。下手へたをするとこの城内にも──ですから私たちも、神殿の者であることを隠かくして、フェリオ様にお取次ぎを願った次し第だいです。ご無礼をいたしました」

　クゥナの謝罪の言葉は、フェリオの耳にほとんど入っていなかった。

　フェリオの脳のう裏りにはただ、ウルクの姿だけが浮かんでいた。

　歳としのわりに大人おとなびていて可か憐れんな彼女は、フェリオにとっては一番の親友である。

　彼女がもし、この国に来ていなかったら──フェリオはきっと今いま頃ごろ、生きてはいなかったに違いない。それほど何度も助けられた。

「ウルクは……どこにいるんだ？」

　答えがないことを知りつつ、フェリオは問う。

　案あんの定じよう、エリオットもクゥナも沈黙を守った。ウルクの行方ゆくえを彼らが把は握あくしていたら、そもそも自分のところに来るはずがない。

　神殿の動どう向こうも気にかかる。そしてレミギウスの容よう態だいや、北方民族のことも心配ではある。

　だが今のフェリオは、ウルクのことだけで思し考こうが一いつ杯ぱいになっていた。

　彼女の身だけは、たとえ我が身を差し置いても守らなければいけない──フェリオは、そう心に決めている。

「あ、あの──」

　リセリナが、おずおずと口を挟はさんだ。

「その──その手紙の字──私、知っています」

　リセリナは掌てのひらで胸を押さえ、掠かすれそうな声を絞しぼった。

　フェリオはすぐさま彼女に向き直る。眸ひとみを震わせたリセリナは、すぐにフェリオから視線を逸そらした。

「それ──〝イリス〟の字です──たぶん」

　息を詰めて、来訪者ビジターの少女はその名を口にした。

　それまで傍かたわらに控えていたエンジュの表情が、その瞬間、きっと強こわ張ばった。







[image: 十九．神域ニ集ウ者]
















　この世界は、なかなかにおもしろいではないか──

　来訪者ビジターの一人たるかぼちゃ頭、パンプキンは、屋根の上で独ひとり月を眺めていた。

　眼めの穴を通して、被かぶり物ものの下にまで届く月の光は、ひどく冷さめた青色である。月そのものもごつごつとして歪いびつで、パンプキンの知る世界の月とはまるで違う。

　そうした細部の違いはあるものの、この世界では言葉も通じるし、動植物も似ている。違う部分もあるにはあるのだが、あまりにも類るい似じ点てんが多すぎる。

（ムスカ教授は、あり得ぬと言ったが──ここは平行世界か、さもなくば──）

　パンプキンは思し案あんを巡らせつつ、ふっと被り物の下で嗤わらった。

　どうでもいいことだ。

　どうでもいいことなのだ。

　そう自分に何度も言い聞かせる。

　彼にとっては、今だけが大事だった。

　バニッシュあたりと違って、元の世界に帰りを待つ者もいない。ムスカと違って、かつて犯した罪の意識に脅おびえることもない。イリスと違って、誰だれかを特に恨うらんでいるわけでもない。シアのように何も知らぬ子供ではないし、カトルほどは自意識を失っていない。
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　──我は中ちゆう途と半はん端ぱな男である。

　パンプキンは、寝そべった屋根の上に、細い両手足を広げた。長衣ローブの裾すそが広がって、夜風がその上を撫なでていく。

　我が名は〝かぼちゃ〟

　ハロウィンの大王にして、死者達を招く迎え火のランタン。

　その起源はケルトにある。

　その頃ころのランタンは、普通のランタンでしかなかった。かぼちゃをくり抜いたものが使われるようになったのは、ハロウィンの風習そのものが異国に伝わった後のことである。

　実に中途半端なことなのだ。

　古来よりの作法にのっとるわけでもなく、姿すがた形かたちをかぼちゃに変えて、死者を招く迎え火を気取る──滑こつ稽けいな滑稽な、道どう化けである。

「おぉ、おぉ──」

　パンプキンは月に唸うなる。

「──月よ、我が頭上に浮かぶ月よ。汝なんじが注ぐ光は日の光を返したもの。汝は自ら光ることはない。ただ、今はこの星の裏側に在ある陽光を反射して光るばかり──もし輝ける太陽なくば、汝の姿は暗黒に吞のまれ、その存在は永久に隠かくれ続けたことであろうに──」

「──いつものことだけど、一応、聞いとくわ。頭、大丈夫？」

　天窓の向こうから、少女の声がした。

　パンプキンは謳うたう。

「うむ、少しも問題はない。夜を迎えれば、自然と気が昂たかぶるもの。我はそんな我が性質を自覚している。多少の妄もう言げんは聞き流すことを勧すすめよう」

「そうさせてもらうわ」

　その少女、イリスは呆あきれたように呟つぶやきながら、パンプキンを睨にらんだ。短く切り揃そろえた黒髪は洗い立てらしく、月光を受けて艶つややかな光を放っている。

「とりあえずそろそろ入りなさい。そんなとこで謳われても困るの。隠かくれ家がってことになってるんだし、騒いだらご近所に迷めい惑わくでしょ」

　パンプキンの寝ていた屋根は、この辺りでは頭一つ抜けて高い。周囲から見られる危険は少なかったが、風の具合によっては声が聞こえてしまう。

「ふむ。失礼した。夜風の心地好さに心が騒いだものでな」

「心が騒ぐたびに謳われたんじゃ、たまったもんじゃないわ」

「他に趣味らしい趣味ももたぬ身。ご容よう赦しや願おうか」

　パンプキンはくりくりと頭を振って、天窓の枠わくに頭をぶつけつつ、室内に戻った。

　被かぶり物ものの穴から覗のぞく彼の視界には、誰だれもいなかった。

　他の仲間達は別室にいるが、ムスカだけは外出している。

　彼はカシナートに依頼して、騎士の案内をつけてもらい、その上で街まちの図書館へ入いり浸びたっていた。神しん域いきの街の図書館は、学生と神しん官かん、そして神官の紹介状を持参した者のみが使える施設で、一般人は入れない。

　知識を集める時間を惜しみ、ここ数日のムスカは図書館の中で寝ね泊とまりしていた。狩人かりうどのエンジュが知らなかった学術的なことなども、その興味の対象らしい。

「学がつ究きゆうの賢けん者じや殿どのは今夜も不在かね？」

「ちょうどいいわね。教授に帰って来られたら面めん倒どうだから」

　イリスの声は素そっ気けない。パンプキンは片手をかぼちゃの額にあて、大おお仰ぎように天井を仰あおいだ。

「おぉ、嘆なげかわしいことだ。大切な仲間に対して、そのような──」

「教授はいい人すぎるのよ。私なんかから見ると」

　イリスはあっさりと返して、隣室に続く扉とびらを開けた。

「酷ひどいことする時にあの人がいると、止められちゃうから」

　部屋の中には二人の少女がいた。

　空色の髪を汗に乱し、椅子に縛しばり付けられ、肩を激しく上下させる娘──

　それを見つめる、黒髪の小さな子供。

「シア。手を抜いちゃだめじゃない」

　イリスは小さな子供のほうに声をかけた。呼ばれたシアは、泣きそうな顔で振りかえる。彼女の本来の髪は輝くような金色だった。念を押して変装のためにと、今は黒に染めている。

「イ、イリス……このお姉ちゃん──」

　シアは声を震わせていた。イリスはにっこりと、凄せい惨さんな笑みを返す。

「続けなさい、シア。きっちり処理しておかないと、カシナート司し教きように怒られちゃうわよ」

　その声に反応して、椅子に縛られた娘がゆっくりと顔を上げた。

　疲労の色が濃こい眼まな差ざしは震え、ほとんど焦しよう点てんが合わない様子だった。こめかみには電極が張りつき、その線の先はシアの腕輪までつながっている。

　激しい息いき遣づかいと共に、少女は丸みを帯びた胸を上下させる。そのたびに、椅子と縄なわが軋きしんで耳みみ障ざわりな音を立てていた。

　壁かべ際ぎわから青年が声をよこした。

「──シアが手を抜いてるのか、意外に精神力が強いのか。微妙なところです」

　澄んだ声で呟つぶやき、その青年、バニッシュはイリスを見つめた。

「お嬢様。私は別に、反対するつもりはないのですが──やはり、このことはムスカ教授に知らせたほうが……」

　イリスはそっぽを向く。

「あの人はリセリナの味方よ。それにこの国に同情しすぎ。あの人の意見を聞いていたら、カシナート司し教きようとの間に溝みぞができるだけ」

　その言に、パンプキンは思わず吹き出しそうになった。ムスカがお人好しであることは事実だが、良識のある人間として珍しいタイプではない。それに引き換え、このイリスという娘の歪ゆがみ方は、パンプキンにとっては滑こつ稽けいなほど珍しく感じられた。

　彼女と同じ顔をしたもう一人のほうなどは、むしろムスカのような良識派の人間である。生い立ちで人はこうも変わるものらしい。

「──パンプキン、何かおかしい？」

「おぉ、おぉ。イリスよ。その娘、何か言っておるぞ」

　向けられそうになった矛ほこ先さきを逸そらして、パンプキンは椅子の少女を指差した。

　少女の唇は、ごく小さく動いている。

「……はぁ…………はぁっ……あ……あなた……たち……なんかに……う……」

　震える唇の端から唾だ液えきをこぼしながらも、彼女は呻うめくように声を絞しぼった。

　イリスが眼めをしばたたかせた。

「──驚いた。三日目でまだ喋しやべれるの？　すごい精神力……」

　パンプキンも少なからず感心した。

　その少女はウルクという名らしい。

　全身に汗をかいているせいで、薄い夏物の衣ころもは彼女の肌はだにべったりと張りついていた。その体の線を見る限りでは、もう子供とは言えない年とし頃ごろである。

　確かに精神的に成熟した〝大人おとな〟であれば、シアの施ほどこす特殊な精神侵しん食しよくにも、ある程度は耐えられるかもしれない。

　しかし、子供と大人の境にいるような少女が、シアの責せめにこうも耐えていることは、瞠どう目もくに値あたいした。

「ふむ。高こう貴きな身分の娘は、ただの小こ娘むすめとは違うということかね？」

「それ、嫌いや味みのつもり？」

　イリスが睨にらむ。パンプキンはおどけて両手を大おお仰ぎように振った。

　イリスは椅子の娘に歩み寄ると、その細い顎あごを指先に摑つかんで上を向かせた。

　焦しよう点てんを失った娘の眼には、涙が浮いていた。頰ほおは上じよう気きし、走り疲れたかのような根の深い疲労を感じさせる。

「何か言い残したいこと、ある？」

　イリスが笑いかける。

　ウルクの唇が震えた。

「……フェリオさまに……なにか、したら……う……はあっ……ふうっ……」

　荒い吐と息いきの中で、辛かろうじてそう言葉を紡つむぐ。しかしそれきり、ウルクの声は途と切ぎれてしまった。

　体には誰だれも触れていないが、もっと敏びん感かんな〝意識〟に、シアが触れている。パンプキンは体感したことはないが、この過か程ていは拷ごう問もんとしても極めて効果的らしい。

「……〝何かしたら、許さない〟とでも言いたいの？　でも、たんに許さないだけじゃ、何もできないのよね」

　イリスはそっけなく背を向けた。

「シア、あと一日あげる。ちゃんと処理しておきなさい。変に手て加か減げんすると、長く苦しませるだけよ」

　イリスはにっこりと微笑ほほえむ。

　シアがびくりと竦すくみ上がった。

「で、でも──」

「貴方あなたは上官の命令に従っていればいいの。そう教えられなかった？　それとも、改めて教え直してあげた方がいいかしら」

　イリスに脅おどされたシアは、仕方なく作業に戻る。彼女が腕輪から延ばした電極に意識を注ぐと、ウルクの身がびくんと大きく跳ねた。

　たちまちその呼吸が激しくなる。

　パンプキンは、黙ってその光景を見守った。

　実戦の場ばかりを渡り歩いてきたパンプキンは、こうした裏方の作業に立ち会った経験があまりない。

　無抵抗の相手をなぶって何が楽しいのか、そう思う。一ひと思おもいに殺してやることが戦士の礼だろうとも思ったが、そればかりでは策が成り立たないことも同時にわかっていた。

　イリスは彼女なりに、こうすることへの意味を見出しているのだろう。

　かぼちゃの中の頭で、パンプキンは思し案あんを巡らせた。

「……パンプキン、私はそろそろ休ませてもらうわ。バニッシュとも適当なところで見張りを交代してあげて」

「うむ。心得た」

　イリスが背を向け、部屋を出ようとした。

　パンプキンはその背に声を投げる。

「イリス。おぉ。イリスよ。果たして汝なんじが策は功を奏するのか？」

　イリスは顔だけを振りかえらせた。

「何よ、唐とう突とつに。策ってどういうこと？」

「それ。手紙を書いていたではないか。ここにいる娘に代わって、切なく想おもい人びとを慕したう置き手紙を──あれは汝なりの策ではないのか？」

　あぁ、とイリスは頷うなずいた。

「そうね。この子から聞きだしたところじゃ、リセリナは上手うまく王子様に取り入って、いつも傍そばに張りついているみたいだし……あれをリセリナが見たら、きっとこっちに来るでしょうね。そうしたら、こっちから出向く手間が省はぶけるわ。でも、もしあの子があれを見なくて、こっちにも来なくても、その時は私達のほうから押し掛けるだけ──あんなもの、策なんて言えない。強しいて言えば小さな〝罠わな〟ではあるけれど」

「ふむ──もし、あの手紙をあの娘が見れば、我らがここにいることを知るだろう。しかしリセリナと同時に、アルセイフの王族もこのことを知るのではないか？　それで本当によかったのかね？」

　イリスは微笑ほほえんだ。常じよう人じんが眼めにすれば、悪お寒かんを覚えるほどに冷たい笑みだった。

「……テストなのよ、これは」

　イリスは短い黒髪に指を通し、パンプキンに背を向けた。

「カシナート司し教きようや神殿の連中が、本当に私達をかばってくれるのかどうか──それを判別するためのテスト。ここでアルセイフがごねて、その影響でカシナート司教が私達のことを改めてどうこう考えるようなら、彼らと手を組むのはやめるわ」

　パンプキンは首を傾かしげた。大きな頭は大おお仰ぎように傾いて、壁にまで当たる。

「ふむ。イリスよ、一つ問おう。それは果たして、試す価値のあることかね？」

「……言いたいことははっきりいって」

　やや厳きびしいその声に、パンプキンは肩を竦すくめる。

「いやいやいやいや、試すまでもあるまいと思ったのだ。彼らは我らの知識を必要としている。それも切せつ実じつに、である。なるほど、その知識に価値がなくば、彼らは我々を罪人として、この国に引き渡すかもしれぬ。だが我らに知識がある以上、そうなることはない──と、私は思うのだが、これは認識違いかね？」

　イリスは背を向けたまま、答えまでにしばらく間を置いた。

「……試しておきたいのよ、それでも」

　その答えを最後に、イリスは部屋を出た。

　残されたパンプキンは、壁かべ際ぎわに佇たたずむバニッシュと視線を交わす。

「──ふむ。女とは難なん儀ぎなものだな。しなくてもいい確認のために、渡らずともいい橋を渡ろうとする」

　バニッシュが眼を閉ざしながら応じる。

「口が過ぎる、パンプキン。お嬢様は繊せん細さいな方かただ。訳わけのわからぬ世界に放りこまれて、ただでさえ神経質になっている。仕方のないことだ」

　たしなめたバニッシュは、それきり口を閉ざす。自我を失いつつあるカトルほどではないが、元から無口な男である。

　次いでパンプキンは、部屋の中央で呻うめく娘と、彼女の前で処置を続けるシアとを交互に見つめた。

　イリスがその娘を嫌う理由に、パンプキンはうすうす感づいていた。

　彼女は〝強い〟同性が嫌いなのだ。

　自分より強い娘を見るたびに、自分の弱さを自覚させられる──プライドの高い彼女には、それが我が慢まんならないらしい。だから痛めつけて、自分の優位を確認しようとする。

　リセリナしかり、このウルクという娘しかり──

「……はてさて、難なん儀ぎなものだ。我らが上官殿は──」

　嗤わらうように呟つぶやいて、パンプキンは被かぶり物ものをくるくると回した。

　狭せまい部屋には、心を責せめられる娘の悲痛な喘あえぎ声が、切せつなく響き続けていた。
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　神しん姫きの妹、ウルク・ティグレーの不可解な失しつ踪そうは、神殿の関係者達にも大きな困こん惑わくをもたらした。

　中でも衝しよう撃げきが大きかったのは、幼い頃ころからのウルクを知る司し祭さい、エヴァ・ラコナーである。

　彼女は王都で小さな教会を守っていたが、そこでフェリオを巡るある騒そう動どうに巻き込まれた。その後、フォルナム神殿に保護される形で引き取られ、今は客分として遇ぐうされている。

　彼女が巻き込まれた騒動の内容については、公式な発表がないままだったが、エヴァはその時にウルクと再会し、フェリオ王子とも出会ったらしい。

　よく肥こえたその老女を目の前にして──神殿に忍しのび込んだ柱はしら守もりのシルヴァーナは、彼女の話をじっくりと聞いていた。

「あれはウルク様の字ではありませんでした。それは確かですわ」

　温和な顔に不安の色を湛たたえて、エヴァ司祭はそう証言した。

　フォルナム神殿の奥まった一室には、二人以外にも数人の神しん官かんが同席していた。そのうちの二人は、蛇へびの頭を持つ人々──シャジールの民である。

　彼らのまとめ役でもあるコウ司し教きようは、今も神殿騎士達によって捕らえられたままだった。

　その原因が北方民族への援助にあるとなれば、シルヴァーナとしては心苦しいところである。

　同席するもう一人の神官は、神じん師しレミギウスの孫娘、メイヤーだった。

　失踪前のウルクと最後に言葉を交わしたのが彼女である。就しゆう寝しんの挨あい拶さつだけだったらしいが、「特に思いつめた様子もなく、ウルク様は〝また明日〟とおっしゃっていましたのに……」と、こちらも失踪に関しては納なつ得とくしていない。

　神官の装しよう束ぞくに身を包んだシルヴァーナは、同席した彼女らに向けて低く呟いた。

「ウルク様はさらわれた──そう考えるのが自然ということですね？」

　エヴァ司祭とメイヤーが頷うなずいた。

　シルヴァーナは思し案あんする。確かにウルクは、理性で感情を押さえることができる少女に見えた。今のこの時期に神殿を抜け出して、独ひとりでフェリオに会いにいくなど、あり得ないように思う。

「エヴァ司し祭さいにあてられたその置き手紙というのは──？」

「フェリオ様と面めん識しきのある神しん官かんにもたせて、王都へ向かわせました。万が一、ということもありますので、確認のために──」

　メイヤーが応こたえた。

「……まずいな」

　シルヴァーナはつい地を出して、舌した打うちを漏もらした。非礼に気づき、すぐに軽く頭を下げる。

「失礼。いえ、フェリオ王子のご気き性しようを考えると、すぐにもこちらに駆けつけてきそうな気がしたものですから」

「それは、その通りだと思いますが……そのことに何か問題が？」

　メイヤーが不思議そうに問う。

　外界と隔かく絶ぜつした神殿育ちの神官には、わからない事情かもしれない。

　シルヴァーナは言葉の選び方に注意しつつ、思うことを彼女に告げる。

「現在、アルセイフは政権を固めている最中、まさに大事な時期です。この時期にフェリオ王子が政府から離れることは、アルセイフにとっていいことではないかもしれません」

　メイヤーがきょとんとして、その賢かしこそうな眼めをしばたたかせた。

「今のフェリオ様は、そんなに重い地位を得られているのですか？」

「いいえ。これから、重い地位を得るのです。今、政権から離れることは、自らその地位を放ほう棄きすることになりかねません。それと懸け念ねんはもう一つ──」

　シルヴァーナは、やや憂ゆう鬱うつな心持ちとなって溜ため息いきを漏らした。

「フェリオ王子がここへ来て、彼と神殿騎士達が万が一、衝しよう突とつしたら──アルセイフとジラーハの関係は、どうなると思われますか？」

　メイヤーの顔が、さあっと青ざめた。

　ウルクに関することだから、フェリオにも伝えなければならない──その意識が先に立ち、そこまでは考えが及ばなかったものらしい。

　フォルナムの神官達の純じゆん朴ぼくさを思えば、無理もない話ではある。

「あるいは私の考えすぎかもしれません。ですが、ウィータ神殿がタートムとの結びつきを強めようとしていることは事実です。彼らのあらゆる行動は、タートムの援えん護ごをして、アルセイフを窮きゆう地ちに追いこむことを目的としている──その前提で考えたほうがいいでしょう。フェリオ王子が正面から来ることは、新たな火ひ種だねになる可能性もあります。カシナート司し教きようがどう出るか、現状ではまだ予測できませんが……」

　シルヴァーナは苦にが々にがしい思いを込めて呟つぶやいた。

　タートムはアルセイフを混乱させるために、暗殺者まで使った。傀かい儡らいとして据すえるはずだったレージクが敗北した今、彼かの国は本格的な侵しん攻こうに向けて、兵を動かしているはずである。

　今回のウルクの失しつ踪そうは、その動きと関連している可能性もあった。

　可能性ばかりで、まだ全すべては霧きりの中だが、それがカシナートの手によって明らかにされてからでは遅おそいのだ。霧の中に隠かくれた敵の目もく算さんを読み、それを封ふうじていかなければ、対抗することは難しい。

　状況が見えないままに動けば、カシナートの思おもう壺つぼにはまりかねない。

　青ざめるだけのメイヤーとは対照的に、エヴァ司し祭さいが首を横に振った。

「シルヴァーナ様。確かに、フェリオ様に危険が及ぶことはあるかもしれません。ウルク様をさらったのも、タートムの者か、あるいはそれこそカシナート司し教きようの手の者かもしれません──ですが、仮かりにそうだとしても、私はフェリオ様にここへ来ていただくべきだと思うのです」

　エヴァ司祭は申し訳なげに言った。

「これは私の自分勝手な──政治とか、そうしたこととは無関係な望みです。だって、ウルク様はフェリオ様のために動いていらしたのですから。そのウルク様に何かがあったら、フェリオ様がそれを助けたいと願うのは、人として当然の情でしょう？　人の情を失ったところにある政治など、所しよ詮せんはまやかしですわ。それも政治の一つの形ではあるのでしょう。でも私は……フェリオ様もウルク様も、そうしたまやかしとは縁えんの遠い方々だと思っております」

　エヴァの言葉は毅き然ぜんとしていた。シルヴァーナはわずかに眉まゆをひそめる。

「お気持ちはわかりますが……」

「私の気持ちがわかっていただけたのなら、フェリオ様の気持ちもわかっていただけるはずですわ。あの方かたはきっと今いま頃ごろ、大急ぎでこちらに向かっているはずです。フェリオ様はそういう方です。そういう方に真実を隠かくしておいて、もしその間に、ウルク様に何かあったとしたら……フェリオ様は間違いなくご自身を責せめることでしょう。それこそ、私達が思うより強く深く──だからこそ、フェリオ様が〝できるだけのことをできるように〟、私達は積極的に協力すべきだと思うのです。ウルク様のためにも、フェリオ様のためにも──」

　エヴァ司祭の言葉には、自らの信念と、そしてウルクやフェリオに対する思いやりが満ちていた。

　政治的にはともかくとして、彼女の言にも確かに一面の理がある。フェリオとウルクの関係を知る者としては、当然の願いでもあった。

　やや間を置いて、シルヴァーナは頷うなずいた。

「……わかりました。では、我々も及ばずながら、協力させていただきます」

　事実、もう知らせてしまった後である。それを今からとやかく言っても仕方がないと、シルヴァーナは思し考こうを切り替えた。

「問題は、フォルナム神殿としての方針です。アルセイフとウィータ神殿が対立するとなった場合──我々、柱はしら守もり……つまり北方民族は、アルセイフに味方することになるでしょう。貴方あなたがたはどうするのですか？」

　シルヴァーナは、その場にいるシャジールの民二人に問いかけた。

　蛇へび顔がおの二人は神妙な顔つきで頷うなずく。

「コウ司し教きようのお言葉です。〝我々、シャジールの民は争わず、戦わない。しかし、命を賭としても義は護まもる〟と──」

　青年のような若い声で、シャジールの司し祭さいはそう確約した。

「それは──我々、〝北方民族〟に味方し続けるという意味にとっていいのですか」

　シルヴァーナの問いに、司祭達は改めて頷いた。

　その傍かたわらで戸と惑まどいを見せるメイヤーに、シルヴァーナは視線を向ける。

「では、〝フォルナム神殿〟はどうします？」

　メイヤーは声を震わせた。

「あ、あの……お爺じい様さまが病びよう床しようですから……まだ、高位の神しん官かん達の間でも意見が割れています。それに、ウィータ神殿とアルセイフが対立するという確証もなくて──」

「今いま頃ごろになって、何を吞のん気きな……」

　シルヴァーナは半なかば呆ぼう然ぜんとしたが、これがフォルナム神殿の実態だった。

　平和が長すぎたせいで、神官達の政治感覚がほとんど失われているのだ。他国と国境を接するアルセイフには、まだラシアン・ロームのような政治家もいたが、この神殿にあれだけの人材はいない。

　神じん師しレミギウスも倒れている今、このままでは、カシナートに対抗するどころではなかった。

　メイヤーがすがるような声を絞しぼった。

「あ、あのっ──シルヴァーナ様……私達は、一体、どうしたらよいのでしょうか？」

　彼女は迷いを隠かくしもせず、その両手を祈いのりの形に組んでシルヴァーナを見つめた。

「どうか、教えてください。私には、どうすればこの神殿を護れるのか、もう……わからないのです。戦うことへの怖おそれもありますが、何より、戦うべきなのか否いなか、それさえ……」

　シルヴァーナは、メイヤーの眼めをじっと見つめ返した。

　まだ若い神官の彼女は、心もとないほどに優やさしく善良な眸ひとみをしていた。

　意思が弱いわけではない。政治に関する経験が絶対的に足りないのだ。この難局を乗り切れるだけの力はないし、それが可能になるだけの地位もない。ただ、祖父が神師であり、彼の秘書的な立場でもあることから、多少の人望と発言力はある。

　そのことを踏まえた上で、シルヴァーナは助言を紡つむいだ。

「メイヤー様。私から言えることは、そう多くありません。要は、アルセイフとジラーハの、どちらを選ぶかということです。保身を図るなら傍ぼう観かんを決めこむのも一策でしょう。ただしその場合、アルセイフが他国によって蹂じゆう躙りんされる様さまも、貴方がたは傍観しなければならなくなります。その覚かく悟ごが──その呪じゆ詛そを背負う覚悟が、ありますか？」

　メイヤーが、くっと息を詰める。

　シルヴァーナはさらに言葉を重ねた。

「長年、貴方あなたがたの自治権を尊重し、良き友人として他国から貴方がたを護まもってきたアルセイフと──悪あく辣らつな手段でこの国に混乱をもたらし、力ずくで制せい圧あつを狙ねらう連中と、そのどちらを選ぶか。友を護りたいなら立てばいい。暴力が怖こわいなら屈くつすればいい。どちらにしても、そのあとに果たしてどんな時代が来るか、私にもわかりません。道を選ぶのは、貴方がた自身の責任です」

　やや突き放すような語調にはなったが、シルヴァーナは真しん摯しに現実を告げた。

　メイヤーは思いつめた様子で、震える唇から言葉を返す。

「シルヴァーナ様──私達は、戦う術すべを知りません。そんな私達が……」

「剣をとって戦うばかりが、戦いではありません。貴方がたにしかできない戦い方があるはずです。事実、シャジールの方々は、ずっと剣を手にすることなく、〝彼らにしかできない〟戦い方で、人の世を護ってきたのですから。そんな彼らの傍そばに長くいて、貴方がたは何も感じないのですか？」

　シルヴァーナの言葉に、メイヤーが首を傾かしげる。シャジールの司し祭さいが、やや寂さびしげな眼めをして微笑ほほえんだ。

「メイヤー様。今回、我々が北方民族の味方をするのは、たんに友好関係を重視してのことだけではありません。無む論ろん、彼らへの友情もありますが……主な理由は、カシナート司し教きようの目的と、我々の思想とが食い違っているためです。我々は常に〝人の知識〟を制限してきました」

　初めて聞いたことだったらしく、メイヤーは眼をしばたたかせた。

　シャジールの民──彼らは間違いなく、人にとって友好的な存在である。そして友好的であるがゆえに、〝ある責せき務む〟を自らの種族に課している。

　司祭は訥とつ々とつと呟つぶやいた。

「知識というのは素晴らしいものです。ですが、ある線を越えた時──それは時に世界を壊こわしはじめます。知識を御ぎよすることができればいい。しかし残念ながら、今の〝人〟に、その力はありません。ですから我々は、〝信仰〟を防ぼう波は堤ていとして、常にその線を守り続けてきました。使ってはならない力の波が、人の世に広がらぬように──いわば我々は、有史以来、人の欲望と戦ってきたのです」

　声質は優やさしいが、そこには揺るがない決意が内包されていた。

　もう一人のシャジールの司祭が、その言葉の後を引き取る。

「カシナート司教は今、その越えてはならぬ線を越えようとされています。おそらくは西方のラトロアも、錬金術アルケミーという手段を用いて、線を越えつつある──我々は微力ながら、それらを阻そ止ししなければなりません。これはカシナート司教一人を止めればいいということでもないのです。ラトロアのこともありますし、予想外だった来訪者ビジターの存在も──我々の〝戦い〟は、おそらく今後も、困難なものになることでしょう」

　シャジールの司し祭さいは淡たん々たんと告げた。

　メイヤーが首を傾かしげたまま、ささやかな問いを発した。

「──そうまでして隠かくさなければならない知識というのは、一体なんですか？」

　シャジールの司祭は、そこで少し困った顔をした。

「それはたくさんありすぎて、具体的には申し上げられません。貴方あなた達がまだ知らない、さまざまなことです」

　──司祭はごまかしたが、シルヴァーナはその一部を知っている。

　自分達は一度──遠い遠い過去に、それらの知識を得たらしい。結果、世界には夜でも光が満ち、人は空を道として移動し、自らの手で〝生命〟を造り出すまでに至ったらしい。

　そしてそれゆえに、多くの悲劇を起こしたとも聞く。

　件くだんの来訪者ビジター達は、その悲劇の延長線上から来たのだ。

　ごく一部の者達しか知らないその真実は、シルヴァーナが自ら導きだし、そしてシャジールの民にぶつけた問いでもあった。

　そこに気づいたシルヴァーナを、シャジールの民は〝仲間〟として認めてくれた。

　それ以来、彼女は彼らを心から信頼している。

　それこそ、同じ人間達以上に──

　シルヴァーナは、戸と惑まどうメイヤーの細い肩にそっと手を置いた。

「貴方はいずれ、この神殿でも高位の神しん官かんになられるはずです。疑問はその時に解けるかもしれないし、解けないかもしれない。どちらにせよ──今、考えるべきは、アルセイフを狙ねらうタートムと、このフォルナムを狙うウィータ神殿に対し、どう対応するかです。貴方達の結論を出すべき時が近づいている。その時までには、ウルク様の無事を確認しておきたいものです」

　シルヴァーナはその言葉を残して、居並ぶ面々に一礼を送った。

　エヴァ司祭も、そしてシャジールの司祭達も頷うなずく。

「お気をつけて、シルヴァーナ様。コウ司し教きようの監かん禁きん場所については、我々が探っておきます」

「えぇ、お願いします。こちらも手が足りない状況です」

　北方民族から派は遣けんされた柱はしら守もりの多くは、カシナートの探たん索さくを逃れて諸方に身を隠している。シルヴァーナにしても、神殿の制せい圧あつやウルクの失しつ踪そうといった変事がなければ、わざわざここまで忍しのび込んだりはしなかった。

　深しん更こうを迎えた神殿から抜け出すべく、シルヴァーナは神官の部屋を出た。

　足音を消して暗い廊下を進み、庭を抜けると、そこには古びた倉庫が五つほども並んでいた。

　シルヴァーナは迷わず、そのうちの一つに足を踏み入れる。その先に抜け道があるのだ。

　フォルナム神殿から神しん域いきの街まちへと抜け出る地下道の存在は、内部でも極ごく秘ひ事項である。先だって、フェリオへの使者が神殿を抜け出した際にも、そこが用いられたらしい。

　シルヴァーナはそこの鍵かぎを持つ、数少ない人間の一人だった。

　外は月明かりで見渡せるが、さすがに倉庫の中は漆しつ黒こくの闇やみである。シルヴァーナはそこで初めてランタンをつけ、内部を照らした。

　真っ暗な倉庫の壁には、風を通すための小さな穴があった。腕一本がようやく入るほどの狭せまさで、鉄てつ格子ごうしがはまっている。

　その奥に隠かくれた鍵を回した後で、シルヴァーナは倉庫の隅すみに置かれた酒さか樽だるへと歩み寄った。

　空っぽの樽をどかすと、石造りの床ゆかが一段、凹へこんでいた。隠かくし扉とびらの仕掛けである。

　その床をずらすと闇に続く梯はし子ごが現れた。

　この道は神殿を囲む堀ほりの下を通り、街まちにある柱はしら守もりの隠かくれ家がまで通じているのだ。

　梯子の内側から床を元に戻し、慣れた手つきで鍵をかけ直してから、シルヴァーナはその道を降りていった。

　堀の真下を通る道だけに、湿気がこもり、かび臭くさい空気が淀よどんでいる。あまり長くはいたくない場所だった。

　暗く狭い道を進みながら、シルヴァーナは思し案あんした。

　エヴァ司し祭さい達の話によれば、使者が王都へ向かったのは五日前らしい。

　往復するだけならば、今日か明日あたりには戻ってきてもおかしくない。無む論ろん、フェリオが即そく座ざに動くという保証はないが、あの王子の性格を鑑かんがみれば、ウルクの危き難なんを知って二日も三日ものんびりできるはずがない。

〝弁べん解かいの言葉もない──な〟

　フェリオが激げつ昂こうする様子を想像し、シルヴァーナは歩きながら眉まゆをひそめた。フードに隠れたその顔を、ランタンの灯ひが淡く照らす。

　フェリオを説せつ得とくし、ウルクを神殿に連れ帰ったのはシルヴァーナである。戦乱を控えたあの場では、それが当然の措そ置ちだったとはいえ、責任は痛感した。もしウルクが〝内ない偵てい〟などをしようとしてカシナートに見つかったのならば──シルヴァーナはそう考えて、ぶるりと肩を震わせた。

　ウルクは神しん姫きの妹である。彼女に対しては、カシナートもそうそうおかしな真似まねはできないはずだが、手紙の件が気にかかった。

　シルヴァーナはその手紙を直じかに見てはいないし、それはエヴァ司祭によって〝偽にせ物もの〟だと看かん破ぱされている。

　その手紙を残した者の意い図と──それが読めない。

　本気で騙だますにしては手口が粗そ末まつである。

　偽物だと発覚することを承しよう知ちの上での品だったとしたら──解釈が難しい。まず手紙の真しん偽ぎが問題となるし、その真偽に応じて、さまざまな推すい論ろんの成り立つ余よ地ちが生まれる。

　誘ゆう[image: 拐]かいなのか失しつ踪そうなのか。誘[image: 拐]だとして、その目的は？　そして、噓うそだとすぐにわかるような置き手紙を、わざわざ残した理由は──

　頭を悩ませているのは、シルヴァーナだけではない。

〝連中の狙ねらいは、こちらをただ混乱させることか──？〟

　シルヴァーナは一いつ旦たん、そう結論づけた。事実、シルヴァーナはもちろんとして、神殿の関係者達も、手紙のせいでひどく困こん惑わくしている。

　あの不ふ可か解かいな置き手紙の存在が、この事態をよりややこしくしているのだ。

　その手紙が〝来訪者ビジター〟によって書かれたもので、リセリナへの遠回しな罠わなであることなど、彼女の想像の範はん疇ちゆうを超えていた。

　それどころかシルヴァーナは、来訪者ビジターとカシナートが合流した事実さえ、まだ知らないままである。

　ウルクを神殿に届けた後、彼女は国境付近を調査しながら、神殿騎士達の動きを探っていた。しかし神殿騎士の増ぞう援えんは隊商キヤラバンに偽ぎ装そうしていたため、シルヴァーナは彼らを見逃してしまい、そのまま今に至っている。

　ウルク失踪に関する情報も、やっと今夜から集め始める状態で、出で遅おくれた感は否いなめない。

　狭せまい隠かくし通路を足早に抜けて、シルヴァーナは街まちへと戻った。

　出た先は、フォルナム神殿が街側で管理する教会の地下室である。

　地下室を出たシルヴァーナは、そのまま教会の礼れい拝はい堂どうを通って街に抜けようとした。

　その礼拝堂で──夜にも関かかわらず、一人の娘が祈いのりを捧ささげていた。

　フォルナムの象徴である、木を象かたどった偶ぐう像ぞうの前で膝ひざをつき、顔を俯うつむけて一心に祈っている。

　不ふ審しんには思ったが、娘は神しん官かんの服を着ていた。教会の者だろうと思い、シルヴァーナは何食わぬ顔で、その脇わきを通り過ぎようとした。

　金髪を結ゆい上げた娘が、不意に澄んだ声を発する。

「お待ちください」

　聞き覚えのない声だった。

「……何か？」

　シルヴァーナは若じやつ干かんの警戒を声に含ませ、ゆっくりと問いかけた。

　呼び止められるのは、あまり嬉うれしくなかった。

　この教会の全すべての神官と面めん識しきがあるわけでもない。柱はしら守もりたるシルヴァーナの存在を知るのは、ごく一部の者だけである。仮かりに騒がれでもしたら、少し厄やつ介かいなことになりかねない。

　金髪の娘が、ゆっくりと立ち上がった。

「貴方あなたのために、祈りを捧げていたというのに……無視はないでしょう？」

　振りかえった彼女の顔を見て、シルヴァーナは驚きに大きく眼めを見開き──次の瞬間には、彼女から逃げる方向へと走り出した。

「リカルド殿！」

　女が声を張る。一瞬前の、娘らしい澄んだ声ではない。今の彼女は、戦場で指揮をとる者に変へん貌ぼうしていた。

「わかってますよ、団長さん」

　軽けい薄はくな男の声と共に、礼れい拝はい堂どうの出口を数人の神殿騎士が塞ふさいだ。

　そのうちの一人は、フォルナム神殿騎士団の副団長、リカルド・バーゼスである。彼は長髪をかき上げながら、見み下くだすようにしてシルヴァーナを見た。

　シルヴァーナは舌した打うち混じりに周囲を見回す。

　礼拝堂についた扉とびらの全すべてが、騎士達によって塞がれていた。逃げ場は見当たらない。

　待ち伏せを受けたことへの衝しよう撃げきは、すぐに消し飛んだ。今は目の前の状況に対たい処しよしなければならない。

「柱はしら守もりの方ですね。年齢と顔立ちからして……貴方は、〝シルヴァーナ〟という方でしょうか」

　祈いのりを捧ささげていた娘──レーヴェ・グレイスナイフが、神しん官かんの衣ころもを剝はぎ取った。その下に現れたのは、胸当てと無ぶ骨こつな手てつ甲こうを装備した戦士の体である。

　顔立ちは美しい娘のそれながら、その肢し体たいは不ふ釣つり合あいなほどに締まっていた。

　シルヴァーナは彼女を知っていた。面めん識しきはなかったが、遠目に見たことがある。

　南方で〝獅し子しの聖せい女じよ〟と恐れられた娘。

　女の身ながら、若くして〝神殿騎士団〟の一つを率ひきいる団長職にまで出しゆつ世せした司し祭さい。

　神殿では生ける英雄の一人でもある彼女は、にっこりとシルヴァーナに笑いかけた。

「お返事は？」

「人違いですわ。私はただの神官の……」

　すっとぼけようとしたシルヴァーナに向けて、レーヴェは凄せい惨さんな笑みを向けた。

「リカルド殿。どうですか？」

　騎士のリカルドはにたにたと笑い、シルヴァーナの細身を上から下まで、舐なめるように見つめた。

「北方民族にしておくには惜おしい、この神秘的ともいえる美しい容よう姿し。それに輝く銀髪と、涼すずやかな声こわ音ね──」

　軽やかというよりは軽薄な声で誉ほめられ、シルヴァーナは背筋に寒さむ気けを覚えた。陳ちん腐ぷな誉め言葉に、よくここまでの嫌らしさを込められる──そんな具合に、悪い意味で感心してしまう。

「人違いはあり得ませんね。この娘は柱守の一人にしてコウ司し教きようの腹ふく心しん。この神しん域いきにあって錬金術師アルケミストを名乗る不ふ埒らちな異教の徒──〝玄げん鳥ちよう使つかい〟のシルヴァーナに、間違いはありません」

　リカルドが剣を構えて一歩を踏みだす。

　レーヴェも両手をそっと上げ、戦う姿勢に入った。

　シルヴァーナは冷ひや汗あせを浮かべつつ、それでも堂々と立つ。

　出口を塞ふさぐ騎士は、正面の出口に四人、奥に続く扉とびら側に二人──そして目の前にレーヴェがいる。礼れい拝はい堂どうには天窓もあったが、さすがに高すぎて届かない。

「──まいったな。私も有名になったものだ。少しばかり、派は手でに動きすぎたか」

　開き直ったシルヴァーナは、不ふ敵てきに笑ってみせた。

　誰だれかが、神殿騎士達に、この通路のことを漏もらしたのだ。心当たりはなかったが、自然に見つけられる場所とは言い難い。

　その誰かに内心で呪じゆ詛その言葉を投げつつ、シルヴァーナは羽は織おっていた上着の内側に手を差し入れた。

　そこにあるべきものが納まっているのを確認した上で、咄とつ嗟さに策を練ねる。

「この人数を相手に、抵抗する気ですか？」

　レーヴェが呆あきれたように問う。

　シルヴァーナは彼女に微笑を返した。

「無学な騎士どもに、一つ、いいことを教えてやろうか」

　上着の内側──その左右に仕込んだ、いくつかの小さな薬くすり瓶びんを指が摑つかむ。

「──〝錬金術師アルケミスト〟を舐なめると、痛い目を見るぞ」

　低く言い放つや、シルヴァーナは両手に摑んだ薬瓶を出口の側へ投げつけた。

　床ゆかで割れた瓶から薬品が散り、互いに触れ合って猛烈な化学反応を起こす。

　初めから仕込まれていたかのように、白く巨大な煙が噴ふき出し、周囲の騎士達を包んだ。

　途と端たんに彼らは咳せき込こみながら、煙から逃れようとする。

　シルヴァーナはその隙すきを逃さずに、煙の中へと走りこんだ。すぐ背後からレーヴェが追いすがるが、先に煙に飛びこんだのはシルヴァーナである。

　目を閉じ、呼吸を止め、シルヴァーナはあらかじめ確認しておいた出口へと駆ける。催さい涙るいの効果を含む煙にまかれて、騎士達は咄とつ嗟さに反応ができない。

　彼らの気配を察しては短剣ダガーで切りつけつつ、いくらかの手て応ごたえと返り血を得る。

　そしてシルヴァーナは、素早くその包囲を突破した。

　すべてはほんの数秒の出来事である。

　礼拝堂を走り出るや、シルヴァーナは背後を振りかえらずに走りだした。

「待ちなさい！」

　声を張り追ってきたのは、レーヴェ一人だった。煙に突入する際、彼女も目を閉じ、呼吸を止めたらしい。催涙の薬はもう残っていないが、シルヴァーナは別の薬瓶を摑んだ。

「祝福だ。受け取れ」

　石いし畳だたみに投げつけると、瓶は小こ気き味みよく破裂音を響かせた。

　ひろがったのはただの液体である。その上を走り抜けようとしたレーヴェは、ぬるりと足を滑すべらせ、そのまま転ぶ羽は目めとなった。

　油よりもよく滑る、特殊な調合をした潤じゆん滑かつ液えきが、レーヴェのブーツに絡からみつく。

「な──！　貴様!?」

　レーヴェの悔くやしげな声に、シルヴァーナはくすりと微笑ほほえみを向け、そのまま先へと走り抜けようとした。

　しかし──

　教会の門前に、一人の男が立っていた。

　その脇わきを抜ければもう街路だが、彼は最後の一線を守るようにして立ちはだかっている。

　巨漢である。夜に漆しつ黒こくの外套ローブを羽は織おり、濡ぬれるような光こう沢たくの黒髪を綺き麗れいに撫なでつけ、整った髭ひげを指先で撫でていた。

　──ベリエ・バーミリオン。

　フォルナム神殿騎士団、団長。

　よりにもよって最悪の男が目の前にいることに気づき、シルヴァーナは戸と惑まどった。

　走る足は緩ゆるめない。レーヴェやリカルドへの対たい処しよはただの時間稼かせぎであり、ここで止まれば再び包囲されるだけだった。

　門前のベリエは、シルヴァーナを迎えるようにしてにたりと笑う。

「レーヴェも相手が一人と油断したか。らしくない話だ。ま、戦士相手の戦いとは勝手が違いそうだからな」

　悠ゆう々ゆうと呟つぶやいて、剣を構える。

　シルヴァーナは走り込みながら短剣ダガーを投げた。ベリエの構えを一瞬でも乱し、その隙すきに脇を抜けようとしたのだ。

　しかしベリエは構えを乱すどころか、力強く一歩前へと踏みだした。

　投げうたれた短剣ダガーを、少しも臆おくさずに胸当てで受け止める。神しん鋼こうの防具は、細い刃をいともたやすく跳ね返した。

　進路を塞ふさがれたシルヴァーナは、ベリエが振るう凶きよう剣けんの領域に、真っ向から突っ込む羽は目めになる。

　ベリエが大剣を横向きに薙なぐ。

　シルヴァーナは新たに抜いた短剣ダガーで、その刃を受け流しつつ、深く深く身を沈めた。

　剣が戻ってくる前に大きく跳ねて、ベリエの脇腹を蹴りつける。少しはよろけるかと思ったが、騎士の体は巌いわおのように揺るがない。

　それどころか、狙ねらいすましたかのようにシルヴァーナの軸じく足あしを払い、彼女の側が逆に転ばされる。

　シルヴァーナは横に転げながらも跳ね起きる。

　見上げる彼女の視界で、ベリエは愉快そうに目を細めていた。

「小こ娘むすめにしてはいい動きだ。北方民族ってのはみんなそうなのかね？」

　シルヴァーナは応こたえない。北方民族の身体能力は、確かに平地の民より優すぐれている。だが自分などは女の身でもあり、なにより実戦経験の面で、レーヴェやベリエに遠く及ばなかった。

「相手が悪かったな。さっきの薬品を俺おれに使えば、まだ話は違ったんだろうが──奥の手は、最後まで隠かくしておくもんだ」

　言葉と同時に剣先が動く。

　シルヴァーナの頭上めがけて剣が振り下ろされるが、すんでのところで転げて避ける。

　しかし──転げた先には、もうレーヴェが来ていた。

　足元が滑すべるためにその身を低くして、なおかつ彼女は片方の[image: 拳]こぶしを石いし畳だたみに突き立てて、そこに待ち構えていた。石畳に穴が穿うがたれ、その力で体を固定している。信じ難い構えである。

「譲ゆずってやるよ、レーヴェ」

　ベリエが嗤わらった。斬ざん撃げきは、シルヴァーナを彼女の側へ追いやるためのものだった。

　シルヴァーナは背筋を粟あわ立だてつつ、必死に態勢を整えようとした。レーヴェの側も万全の姿勢とは言い難いはずだが、しかし女騎士は、その口元に薄い笑みを見せている。

　石畳をも穿つその[image: 拳]の片方は、すでに大きく引きしぼられていた。

　裂れつ帛ぱくの気き合あいと共に、人の目には捉とらえきれぬ早さで[image: 拳]が疾はしる。

　その攻撃範囲は決して広くないが、威力は剣撃に劣おとるものではない。

[image: ]

　シルヴァーナは咄とつ嗟さに短剣ダガーを合わせた。しかし刃はあっさりと弾はじかれ、身をひねったすぐ脇わきを、レーヴェの籠こ手てがかすめて抜ける。

　焼けるような感覚が脳のう髄ずいまで走り、シルヴァーナは痛みに呻うめく。ただの一撃で、白い脇わき腹ばらがざっくりと裂さけた。

　わざと外したのは明らかだった。まともに当たっていれば、シルヴァーナは内臓破裂で致ち命めい傷しようを負っていたはずである。

　嬲なぶる気か、尋じん問もんしたいことがあるのか──それはわからない。

　しかしその一瞬の猶ゆう予よが、シルヴァーナに反撃の機会をつくった。

　懐ふところに差し入れた指先には、小さな箱。

　貴き重ちような〝火の輝石セレナイト〟を加工して作った、彼女なりの〝錬金術アルケミー〟の成果。

〝奥の手は、最後まで隠かくしておけ〟と、ベリエは言った。シルヴァーナも同意見である。

「──灼やかれろ」

　低く呟つぶやくと、シルヴァーナは眼めを閉じて袖そでで覆おおい、安全装置のピンを引き抜いた。

　小箱の内部で化学反応が起き、蓋ふたが外れる。

　次の瞬間──雷かみなりの如ごとき閃せん光こうが周囲に広がり、そして騎士達の絶ぜつ叫きようが重なった。
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　アルセイフの次期国王は、正式な継けい承しよう順じゆんの通り、第三王子のブラドーに決まった。

　その結果に落らく胆たんする者、安あん堵どする者とさまざまではあったが、ほとんどの貴族はこれを順当な結果と認識し、ひとまずここに政府の方針が固まった。

　同時に政府内の人事も次々と刷さつ新しんされ、内乱後の新しい体制がやっと組み上がりつつある。

　そんな重要な時期に──

　フェリオ・アルセイフは、わずかな供ともを引き連れ、フォルナム神殿を訪れようとしていた。

　リセリナももちろん、その供に加わった。彼女の他ほかには、来訪者ビジターの存在を知るエンジュ、フォルナム神殿に戻る神しん官かんエリオットと施せ療りよう師しクゥナ、それに護衛として、十人ほどの王宮騎士がついた。その中には、ライナスティとディアメルも加わっている。

　一国の王子が旅をするのにふさわしい人数ではないが、フェリオはより迅じん速そくに動くためにと、他の供を許さなかった。

　王が確定して、まだ二日後のことである。

　王都セイラムとフォルナム神殿の間は馬車で二日の行こう程てい──つまり、王を兄に確定させるや否いなや、フェリオは王都を出たのだった。

　表向きは、王が定まったことを同どう盟めい者しやであるフォルナムに知らせる特とく使しとして、彼はその旅路についていた。

　しかし実のところは、来訪者ビジターの調査と──行方ゆくえをくらませたウルクの捜そう索さくが、主な目的である。

　リセリナにとっては、この世界に迷めい惑わくな知人達を止めるための旅でもあった。なにより、ウルクの手紙をイリスが偽ぎ造ぞうしていた、その理由や背景が気にかかる。

　旅の間のフェリオは、リセリナから見てもずっと落ち着かない様子だった。

　王都を脱する直前などは、あの穏おだやかなフェリオから、鬼き気き迫るものを感じたほどである。

　エリオット達から、〝ウルクが行方ゆくえ不明であること〟を聞かされるや、フェリオは半なかば脅きよう迫はくするようにして、兄に王位継けい承しようを承しよう諾だくさせた。

　気きの毒どくだったのはブラドーである。

「兄上があくまで拒きよ否ひするというなら、私は勝手に出ていくまでです。ウルクのことをほうっておけません。この剣にかけて、私は彼女を護まもります」

　刃先を向けられはしなかったものの、実際に白はく刃じんまで抜かれてこう凄すごまれれば、ほとんどの者は何も言えない。

　こうした時のフェリオの気き迫はくは、理り屈くつを抜きに人を萎い縮しゆくさせる。

　その後、危険だからと止めるラシアンやアゴールを振り切り、軍備のことを騎士団長ウィスタルやベルナルフォンに託たくして、フェリオは王都を飛び出してきた。

　あのラシアンやアゴールを相手に一歩も退ひかず、毅き然ぜんとして我わが儘ままを通したその態度が、リセリナにはやけに眩まぶしく見えた。

　王族としては、決して誉ほめられた行動ではないだろう。だが彼は、自分にとって〝大事なもの〟は何なのか、それがわかっている。

　ウルクが失しつ踪そうしてから、今日で五日になる。

　エリオットが王都へ手紙を届けるまでに二日。フェリオが城を出るまでに丸一日。そして城から神殿までの旅路に二日──

　旅路の二日間で、フェリオは同行した者達から頻ひん繁ぱんになだめられ、ようやく平常心を取り戻しつつあるように見えた。

　とはいえ、それも表面上のことだけである。内なる怒りと不安は、かえって膨ぼう張ちようしているに違いない。

　その証しよう拠こに、旅路でのフェリオはひどく無口になっていた。

　リセリナとしては……少しだけ、ウルクがうらやましい。こうも身を案じてくれる異性がいることは、女として幸せなことだろうと思った。

　同時に──もしイリスが、フェリオの大切なウルクに手を出したとすれば、許せないことである。

　旅路の馬車は、夜遅おそくにフォルナム神殿を囲む神しん域いきの街まちに入った。強行軍の結果である。

　朝を待たなければ、さすがに神殿には入れない。しかしそこを目指す前に、フェリオ達には寄るべき場所があった。

　三台の馬車は人の少ない石いし畳だたみの道を進み、やがてある場所に止まる。

　そこは柱はしら守もりの錬金術師アルケミスト、シルヴァーナの住処すみかがある区画だった。

　護衛の騎士とエリオット達を車内で待たせ、フェリオはそこで馬車を降りる。リセリナとエンジュが護衛役としてそれに従った。

　シルヴァーナがそこにいるという保証はない。だがリセリナとしても、もし可能なら神殿に入る前に彼女と会い、状況を確認したかった。

　ウルクが行方ゆくえ不明になった経緯いきさつについても、あるいは自分達の知らない事実を把は握あくしているかもしれない。

　闇やみと同じ色の黒髪をなびかせて、リセリナはフェリオの後をついていった。

　三人とも平常着のままである。仮かりに街の誰だれかに見み咎とがめられても、フェリオが王族とは気づかれないだろう。

　三人は何食わぬ顔で、目当ての部屋へと脚あしを急がせた。

　裏うら路ろ地じの先、寂さびれた集合住宅の二階、最も奥まった一室──

　昼でも薄暗い廊下を経て、リセリナ達はその部屋の前に立った。

　初めてフェリオと出会った夜──

　憶おぼえてはいなかったが、リセリナは神殿騎士に追われ、フェリオとその場所に匿かくまわれたらしい。

　朝に目覚めてから、リセリナはこの世界が〝自分の知らない場所〟であることを知った。

　その時のことを思いだし、リセリナはあれからの運命の変へん転てんを思う。

　扉とびらをノックしたが、中からの返事はなかった。

　ドアの取とっ手てを摑つかもうとしたフェリオが、ふとその動きを止めた。

　ランタンで照らされた木の取っ手に──黒く血が染しみている。

　リセリナは眉まゆをひそめた。雑ざつ多たな匂においにまぎれて、血の匂いは嗅かぎわけられない。しかし、まだ乾ききっていない血の跡である。

「フェリオさん、私が先に──」

　リセリナが取っ手に手を伸ばしたが、フェリオはそれを制するようにして先に扉を開けた。

　鍵かぎは開いていた。

「……シルヴァーナ。いるのか？」

　部屋の様子は、以前に訪れた時と変わらなかった。明かりはついていない。ランタンで照らした先には、やや雑然と積まれた本や、錬金術アルケミーに関かかわると思おぼしきフラスコなどの実験用具があった。

　三人は慎しん重ちように足を踏みいれる。

　部屋の奥で──かすかに、衣きぬずれの音がした。

　その方向にランタンを向けたリセリナは、咄とつ嗟さに息を詰めた。

　銀髪の娘が、ぐったりと座り込み、本棚に背を預けている。

「きゃ……」

　思わず声をあげそうになり、リセリナは自らの口を手で塞ふさいだ。

　フェリオも絶句の後に声を張る。

「シルヴァーナ!?　どうしたんだ、その怪け我がは！」

　そこにいたのは、この部屋の主ぬし、錬金術師アルケミストのシルヴァーナその人だった。

　まぶたを閉じ、肩をゆっくりと上下させ──彼女は、血に染まった脇わき腹ばらを布で押さえている。

　ランタンを手に、リセリナは駆け寄った。

「……ん……誰だれだ……？」

　銀髪の娘が、小さく身じろぎする。その顔色は蒼そう白はくだった。

　あたりには血が溜たまりはじめていた。

　シルヴァーナが薄く笑みを見せる。

「──やぁ。フェリオとリセリナか。いずれ来るとは思っていたけれど……早かったな──」

　彼女の声がか細いことに、リセリナは怯おびえた。

　フェリオがエンジュに向き直る。

「エンジュ！　すぐに馬車に戻って、クゥナさんを呼んできてくれ！」

　事態を察して頷うなずいたエンジュが、すぐに部屋の外へと走りだす。

　シルヴァーナは力なく笑った。銀の髪は乱れて肌はだに張りつき、消耗の酷ひどさをうかがわせる。

「すまない……まったく、情けない話……だな。ウルク様のことは任せろなどと、偉えらそうなことを言っておいて、私はこのざまだ──」

　シルヴァーナの手をどけて、リセリナは布をずらし、その傷を確認した。

　白く細い脇腹に、ざっくりと大きな傷が一つ──痛いた々いたしい。

　内臓への損そん傷しようはないが、出血が多かった。傷としてはまだ新しく、ほんの数時間前にできたものらしい。

　傷口を布で押さえ直すと、すぐに生なま温ぬるい血の感かん触しよくが指先を覆おおった。

「……シルヴァーナ、何があったんだ？」

　フェリオが問うと、シルヴァーナは溜ため息いきを返した。

「……少し、へまをした。神殿騎士に待ち伏せを食ってな。どうにか逃げきったけれど、さすがに無傷とはいかなかった。少し休んでいたところだ」

　シルヴァーナはなおも言葉をつなごうとして、軽く咳せき込こんだ。

　リセリナはフェリオに向けて、首を振ってみせた。あまり喋しやべらせないほうがいい。

　フェリオも察したらしく、視線を逸そらした。

　シルヴァーナが、どこかぼうっとしがちな眼めでフェリオを見た。

「……ウルク様のことを、探しにきたんだろう？」

「シルヴァーナさん、今は喋しやべっちゃ……」

　リセリナの制止を無視して、シルヴァーナが呟つぶやく。

「我々もその所在は摑つかんでいない──だが、神殿騎士が私を襲った手口からして──奴やつらが一枚嚙かんでいる可能性が高……」

「もういい、シルヴァーナ。後で聞くから喋るな。すぐに施せ療りよう師しが来る」

　あえぐように呟くシルヴァーナを、フェリオがたしなめた。

　後は彼も何も言わない。何か言えば、シルヴァーナを無理に喋らせることになる。

　シルヴァーナの傷を広げぬように押さえながら、リセリナはひたすら、施療師クゥナの到着を待った。
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　初夏から盛夏へ向けて、アンゼ高原は一年でもっとも過ごしやすい季節を迎える。

　切り立った岩場の隙すき間まには、わずかながらも鮮あざやかな草花が茂り、穏おだやかな風にその葉を揺らしていた。

　そこは、ソリダーテ大陸を南北に渡って遮さえぎる、セブラズ山地の北部に位置する。

　特に険けん阻そなことで知られる一帯である。

　セブラズ山地の南側は、山脈というべき地形だが、この北側は大小さまざまな尾根が広い範囲で幾いく重えにも重なり、ある詩人などは、そのでこぼことした様子を〝嵐あらしの海面〟にもたとえた。

　高地だけに気温は概おおむね低く、また一年の半分近くを深い霧きりが覆おおうため、植物もあまり育たない。

　下界に比して枯れた土地だが、そんな土地にも、ひっそりと棲すむ者達がいる。

　彼らは山の各地に小さな集落をつくり、過か酷こくな環境で虫達が寄より添そい合うようにして、細々と日々を送っていた。

　その日の早朝。

　集落の娘であるユキノは、岩いわ棚だなで独ひとり、立ち働いていた。

　そのすぐ脇わきには、相あい棒ぼうの玄げん鳥ちようがおとなしく寝そべっている。人よりも数倍大きなその巨体に、ユキノは今、真新しい装具をつけている最中だった。

　玄鳥のフウガは今年で四歳になる。生まれてからずっとユキノが育ててきたために、フウガはユキノのことを親だとでも思っているはずだった。そしてユキノにとっても、彼は子供のような存在である。

　卵が孵かえる頃ころから育てはじめて、いまやもうほとんど成鳥といっていい。性格からはまだ甘あまえ癖ぐせが抜けず、暇ひまがあるとユキノにその巨体を寄せてくる。もう一年もすれば、少しは稚ち気きも抜けてくるだろう。

　岩場から見える眼下には、緩ゆるやかな斜面の隙間を縫ぬうようにして、仲間達の天幕テントがぽつぽつと並んでいた。

　この山地に暮らす彼女達は、下界の人々から〝北方民族〟と呼ばれている。彼女達自身は、過去において自分達のことを〝ヤタの民〟と呼こ称しようしていたが、その名は下界にあまり知られていない。あえて喧けん伝でんする必要もないまま時が移ろい、今ではすっかり〝北方民族〟としか呼ばれなくなった。

　寝そべった玄鳥が、眠たげに瞬まばたきをした。その黒い目玉は、ユキノの手の平よりも大きい。

　大きな甘えん坊の黒く美しい羽を撫なでながら、ユキノはくすりと笑う。

「フウガ、寝すぎで少し太ったんじゃないのか？　ベルトがずいぶんきついぞ」

　フウガは、カァ、と、控えめに一声鳴く。

　真新しい装具は、先だっての祭で得た品だった。祭事で仲間達と飛行技術を競きそい、その動きを長老に称たたえられたのだ。

　北方民族にとって、玄げん鳥ちようは家族のような存在である。〝空〟を制する彼らがいればこそ、険けん阻そな山地も楽に移動できるし、タートムからも身を守ることができる。

　そしてユキノにとって、フウガは紛まぎれもなく〝家族〟だった。

　四年前──

　ユキノがそれまで暮らしていた集落は、タートムの兵に襲われて壊かい滅めつした。手引きをしたのは、シズヤという名の裏切者だった。

　雛ひな鳥どりだったフウガは、生まれたばかりでまだ飛べなかった。その彼を抱えて、ユキノは必死に逃げ延のびたのだ。

　その後、仲間の集落に保護されて、今のユキノとフウガが在ある。

　装具を付け終えると、フウガは身を起こした。〝早さつ速そく乗れ〟とでも言いたげなその様子に、ユキノは笑顔を向ける。

「後でな。朝食を済ませてくるから、しばらく仲間と遊んでいろ」

　笛を合図に、フウガは岩場から飛び立ち、仲間達の傍そばへと飛んで行った。

　ユキノも、銀色の髪に指を通しながら腰を上げる。

　岩場の間を兎うさぎのように跳ね、集落のほうへ戻ると同時に、天幕テントの内側から一人の老人が顔を出した。

「おぉ、ユキノ、ちょうどよかった。ちょっと入れ」

　気難しい顔のまま、ぶっきらぼうにユキノを手招きする。

　集落でもっとも大きなその天幕は、長老の家だった。

　天幕とはいえ、二十人近くが寝ね泊とまりしている上に、内部には仕切りによって複数の部屋もある。北方民族の住む大掛かりな天幕は、機能が整っていることでは評判が高く、古くから隊商キヤラバンが使う移動用の天幕なども、これを真似まねたものだと言われていた。

　老人に招かれるまま、ユキノはその天幕に入った。

　ひんやりとした外の空気とは裏うら腹はらに、中は暖かい。夏でも冬でも、できるだけ適温に保たれるよう工夫がされている。

　山羊やぎの毛を用いた壁に沿って、ユキノは天幕の奥へと導かれた。

　そして老人は、長老の部屋に続くカーテンをめくる。

「長老、ちょうどユキノが表にいた。連れてきたぞ」

　老人はやや掠かすれた声でそう言って、ユキノの細い肩を押した。

　押されるままに、ユキノは部屋に入る。

　明かりとりの天窓からは、朝の柔やわらかい光が差し込みつつあった。その光の下で、長老はにこにこと微笑ほほえんでいた。

「おう、おう。よう来た」

　優やさしげな声でもごもごと呟つぶやき、長老は視線で、座るようにと示した。

　細くしなやかな体を折りたたむようにして、ユキノは平たいクッションの上に腰を下ろす。

「長老。何か用か？」

「うん。用だ」

　背の曲がった長老は、浅く頷うなずいた。ユキノを連れてきた老人も、入り口の近くに座り込む。

「実は、柱はしら守もりの、交代要員の件なんだが──」

　長老が小さく呟くや、ユキノは咄とつ嗟さに身を乗り出していた。

「柱守の──長老、それじゃ！」

「待ぁて、待て。そう興奮するな」

　穏おだやかに窘たしなめられて、ユキノはすぐに身を引かせた。

「あ──すまない。でも、希望を出しても、あと三年くらいは待たされると思っていたから」

「うん。確かにおまえの歳としで大丈夫なのかと、他の連中は心配している。実はわしも、あまり乗り気じゃあないんだが……」

　ユキノは整った顔を歪ゆがめた。

「そういわずに頼む。私はどうしても、外の世界を見てみたいんだ」

　長老は眼めを細める。

「集落の暮らしには溶け込んでいるように見えるが──山での暮らしは、嫌いかな？」

　ユキノは即座に、首を横に振った。

「ここでの暮らしが嫌いなわけじゃない。みんな、親切にしてくれるし──でも私は、フォルナム神殿ていう場所に興味がある。高価なはずの輝石セレナイトを、ただ同然で私達に融ゆう通ずうしてくれる連中が、どういう奴やつらなのか──この眼で確かめたい。それに──」

「それに、錬金術アルケミーにも興味がある、か──やれやれ。若い連中は元気でいい」

　長老は肩を揺らして笑った。ユキノは勢い込む。

「長老、私が学びたいのは、錬金術アルケミーでも薬学の方面だ。フォルナムには施せ療りよう院いんもあるし、学ぶための条件も揃そろって……」

　言い募つのるユキノを、長老が片手で制した。

「わかっとるよ。おまえの言いたいことは──おまえが下界の医療技術を学びたいなら、そいつは悪い話じゃない。それに、おまえくらいの年齢なら、密みつ偵ていとしても便利なことは確かでな。頭も切れることだし、本人の熱烈な希望もあるわけだし──」

　長老が、入り口の老人と視線を合わせて頷き合った。

　ユキノは顔を輝かせる。

　長老は懐ふところから、筒つつ状じように丸めた手紙を取りだした。

「ほれ、推すい薦せん状じようを書いておいた。次の輸送班が来た時に連れて行って貰もらえ。それまでに、親しい者と別れを済ませておくことだ」

　長老は、その深みを帯びた眼まな差ざしでユキノをじっと見つめた。

　しばらくの間を置いて、ユキノは一回だけ、大きく頷うなずいた。

「ありがとう。感謝する」

　長老は微笑ほほえんだ。

「アルセイフにはウィスタルもいる。もし会いたければ、向こうの連中に頼んで、機会を設けてもらってもいいが──」

　ユキノは、その言葉には断だん固ことして首を横に振った。

「その必要はない。母が生きていれば会いたがったかもしれないけれど、私は別に──こっちも向こうも、会っても気まずいだけだろう。お互いのことを、まるで知らないんだから」

　長老は白い眉まゆを少しだけ歪ゆがめた。

「そうかねぇ──ウィスタルの坊ぼう主ずは、喜ぶと思うんだが……まぁ、好きにするといい。それはそれとして、名を与えねばならんな」

　長老の申し出に、ユキノは首を傾かしげた。

「名……？」

「うむ。〝ユキノ〟という名は、いかにも北方民族のものじゃろう。柱はしら守もりとして、そして密みつ偵ていとして働くならば、下界の流りゆう儀ぎに合わせた響きの名が必要じゃ。昨晩のうちに考えておいた」

　長老は子供のように、にまっと笑った。

「〝シルヴァーナ〟──お前の新しい名は、〝シルヴァーナ〟じゃ」

「……シル……ヴァーナ？」

　ユキノは、その単語を繰り返した。長老は節ふしくれだった指を伸ばして、ユキノの銀髪に触れる。

「うん。おまえの、その美しい銀色の髪にちなんでみた。どうかね？」

「ぱっとしない名だな。それに安あん直ちよくだ」

　即そく座ざに正直すぎる感想を口にすると、長老は大笑した。

「こいつは手て厳きびしい。嫌なら考え直してもいいぞ」

「いや。ぱっとしないところが、かえって密偵らしくていいと思う。それに、金を求める錬金術師アルケミストの名が銀シルバーていうのも気に入った。その名前を使わせてもらいたい」

　ユキノは微笑を交えてそう告げた。

　正直なところ、名などどうでもよかった。柱守になれる、フォルナム神殿へ行ける──それよりなにより、下界の街まちに出られることが、彼女にとっては第一だったのだ。

　下界には知識が溢あふれている。戦いにまつわるもの、商売にまつわるもの、情勢にまつわるもの、そして医学にまつわるもの──

　これからの時代に仲間達を守り、北方民族が北方民族として生きていくためには、それらの知識を得なければならない。

　ユキノは、自らその役目を果たす一人になりたかった。それは自分を育ててくれた仲間達への恩返しでもある。

　親愛の情をこめて、ユキノは長老に軽く抱きついた。

「──ありがとう、長老」

　長老は頷うなずき、孫を相手にするようにして、ユキノの頭を撫なでた。

「おまえがいなくなると、寂さびしくなるなぁ。だが、若者が旅に出るのは自然なことだ。外の世界を知って来い、ユキノ。そして、いつか疲れたら、ここに戻ってくればいい」

　耳元で囁ささやく長老の声は優やさしかった。

「わしがその時まで待っていられるかどうかはわからんが、きっと誰だれかが待っている。我らは皆、家族だ。そのことを忘れるな」

　ユキノは──シルヴァーナは、深ふか々ぶかと頷いた。




　歳月は流れ、そして今──
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　フェリオの見守る前で、施せ療りよう師しクゥナは手早く傷の処置を終えた。

「この部屋に消毒の薬や包帯があって助かりました」

　微笑ほほえんで言うクゥナを見て、フェリオもようやく安あん堵どする。縫ほう合ごうも終わり、麻ま酔すいの効いたシルヴァーナは眠っていた。

　神殿騎士に殺されかけた彼女は、相手の眼めを出し抜いてどうにか隠かくれ家がに戻ったものの、そこで動けなくなってしまったらしい。逃げる過か程ていで、傷口が大きく開いたのだろうとクゥナは言っていた。

　治療を終え、落ち着いて眠るシルヴァーナを見つめつつ、フェリオは大きく吐と息いきをついた。

　神殿側の状況は想像以上に切せつ迫ぱくしているらしい。

「それにしても……これだけの怪け我がをしたなら、すぐに施療院へ行けばいいのに」

　フェリオが呆あきれかけて呟つぶやくと、クゥナが首を横に振った。

「施療院にも、神殿騎士の見張りがついているはずです。私がエリオットと抜け出した時にも、すでに何人かいました。私は休暇ということで出られましたが、シルヴァーナ様が顔を出したら、おそらく命がないと思います」

　応こたえる声は冴さえない。フェリオは改めて、シルヴァーナを見つめた。

　街まちの至るところに神殿騎士がいる危険な状況下で、彼女はウルクのために動き回っていたことになる。

　柱はしら守もりの多くは、カシナート司し教きようの探たん索さくから逃れて、街を出ているらしい。今のシルヴァーナはほとんど独ひとりといっていいだろう。

　フェリオはクゥナに向き直った。

「……クゥナさん。すみませんが、彼女のことをお願いできませんか。傷が癒いえるまで、落ち着いて療養できる場所に置いてやりたいんですが──」

　しばらく躊ちゆう躇ちよして、クゥナは頷うなずいた。

「それは構いませんが、この神しん域いきの街は神殿騎士の勢力下です。マゼットの街の施せ療りよう院いんまでいけば、私の友人もいますし、安全だと思いますが……馬車をお借りできますか？」

　フェリオは頷いた。この隠かくれ家がはまだ騎士達に見つかっていない様子だが、シルヴァーナをここに置いておくのは危険である。

　マゼットには数日前にも訪れたばかりだった。ニナ・サンクレットが入院している施療院には、クラウスを監かん視し、護衛する目的で、衛兵達も滞在している。

　フェリオは考えた末すえに、その場の面々を見回した。

　リセリナとエンジュ、それに騎士のライナスティとディアメル、神しん官かんのエリオットが、それぞれフェリオを見ていた。

　彼らは、フェリオが決める今後の方針を待っていた。フェリオは決めたことをゆっくりと告げる。

「俺おれは明日の朝、フォルナム神殿に入る。護衛の騎士のうち五人には、クゥナさんとシルヴァーナを護衛して、マゼットへ向かってもらう。残りは一いつ緒しよに来てくれ。今日は予定通り、サンクレット交こう易えきの世話になろう」

　王都を出る間ま際ぎわに、フェリオは商人のロセッティから紹介状を貰もらった。

　神域の街にも宿は多くあるが、王族を泊められる上に警備体制の整った場所はそうそうない。本来ならば神殿の外にある教会の世話になりたいところだが、今は神殿騎士の存在が怖こわかった。

　シルヴァーナが担たん架かで運び出される間、フェリオはリセリナとエンジュに耳打ちをした。

「……この街のどこかに、来訪者ビジターがいるかもしれない。二人とも特に注意してくれ」

　二人とも頷いたが、エンジュの表情には躊躇ためらいがあった。

　彼としては微妙なところだろう。

　彼がフェリオと行動を共にしているのは、来訪者ビジターに〝会う〟ためである。だが、会った後でどうしたらいいのかまでは、まだ決めかねているのだ。

　リセリナがシルヴァーナに付いていき、エンジュはフェリオの隣に立った。

「王子。俺は……なんなら、別行動でもいい。俺はひょっとしたら、王子の邪じや魔まをするかもしれない」

　聞くだけで迷いが伝わってくる口調だった。

　正直な告白に、フェリオは眼めを細める。

「エンジュ。君は彼らに会って、どうしたいんだ？」

「……わからない。でも、きっと〝止とめたい〟んだと思う。少なくとも、神殿騎士の悪事には荷か担たんして欲しくない」

「同感だ」

　フェリオが応じると、エンジュは少し驚いたように、眼をしばたたかせた。

「……王子は、あの人達を捕まえたら、処しよ刑けいするんだろう？」

「パンプキンて奴やつは許せない。父上と兄上を殺した……けど、実はそんなに恨うらんではいない」

　フェリオは嘆たん息そくで応じた。

「父上とも兄上とも、あんまり話したことがなかったから──エンジュ、こんなこと、他ほかの連中には言うなよ。誤解されると困る」

　周囲に聞こえぬよう、フェリオは声をしぼった。

「あいつと会ったら、俺おれは剣を向けて戦う。でも、戦わずに済むなら、それでもいいと思っている」

「……親の仇かたきを許すっていうのか？」

「許さないよ」

　フェリオは即答した。

「許さない。でも──許さないだけだ」

　フェリオの言に、エンジュが首を傾かしげる。

　わかりにくい感覚かもしれない。しかしフェリオの中では、内乱という変化を経て、結論の出たことだった。

　フェリオはエンジュから眼を逸そらした。

「……許さないからって、即そく、相手を殺すつもりはない。それじゃただの人殺しだ。あいつを殺せば父上が生き返るっていうなら、それもいいかもしれない。でも、そんなことをしても父上も兄上も生き返らない。薄情なようだけど、俺は父上とも兄上とも縁えんが薄かったから、相手を殺さなきゃ気が済まないほど、深く恨んでいるわけでもない──」

　エンジュが驚いた様子でフェリオを見る。

　王族における家族の縁がそこまで薄いなど、エンジュには理解し難いことかもしれない。

　年に数度、挨あい拶さつを交わすだけの王と、フェリオを見み下くだして口もきこうとしなかった皇太子──そんな二人の死に、フェリオはあまり深い恨みをもつことができずにいた。

　目の前で殺された直後には怒りも強かったが、内乱を経へて、日が経たつにつれて、その感情も薄くなってきている。

「だけど、もし──来訪者ビジター達がウルクの失しつ踪そうに絡からんでいて、ウルクの身に何かあったとしたら」

　フェリオは低く呟つぶやいた。

「……その時は、俺おれは来訪者ビジターを許さない。許さないだけじゃなくて、多分──追いかけて、剣を突きつけて、思い知らせてやる。理り屈くつじゃないのかもな。こういうのは」

　声に籠こもった険けわしさを、押さえることはできなかった。

　内乱の時、クラウスに対しては偉えらそうに説せつ教きようをしたが、もしウルクに何かがあったら、フェリオも彼のようになるかもしれない。親しい人間の理り不ふ尽じんな死は、それだけで人を変えてしまう。

　今の自分にとって、ウルクがそれだけ大きな存在であることを、フェリオは自覚していた。

　エンジュは何も言わない。彼はまだ、ウルクと会ったことがないのだ。

　黙ってしまったエンジュに、フェリオは改めて問いかける。

「仕官の話は……やめておくか？」

　王宮騎士団への入団の件である。来訪者ビジターのためならフェリオの敵に回りかねないというエンジュに、この役目は向かないだろう。それは仕方がない。

　フェリオとしては、エンジュの腕も性格も気に入っている。玄げん鳥ちようの眼めを射い抜ぬいたあの腕前は卓たく抜ばつしていたし、立場はまるで違うのに、どこか近いものを感じるのだ。

　エンジュの側でも、フェリオを嫌っていないことはわかる。馬ウマが合わなければ、彼は仕官の話など蹴っ飛ばして、もう別行動をとっているはずだった。

　エンジュは口を開きかけて、しかし何も言えずに押し黙った。

　たっぷりと数呼吸の間を置いてから、ようやく小声で呟く。

「……来訪者ビジターの連中と──もう一度、会ってから決めたい。王子もリセリナもいい人だって思う。でも、来訪者ビジターのあの人達も……悪い連中とは思えない。だから、まだ──迷ってる」

　フェリオは頷うなずいた。

　自分がエンジュに親近感を持つ理由が、もう一つわかった。

　彼は迷っている。何が正しくて、何が間違いなのか──それを考え続ける姿が、なんとなく他人とは思えないのだった。
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　若き司し教きよう、カシナート・クーガにとって、信仰とは道具だった。

　彼は神を信じない。その存在はもちろんとして、奇き跡せきなども信じない。

　だが自分が信じないからといって、人の信じるものを否定する気はない。信じたい者は信じればいい。カシナートとしては、彼らを利用するだけである。

　補ほ佐さ役やくの司し祭さいヴェルジネは、さきほどから落ち着いた声で報告を続けていた。

「……逃亡した柱はしら守もりの名はシルヴァーナ。ある程度、名が知れた娘です。アルセイフの王族に肩入れしているとの報告もあります。彼女の怪あやしげな技により、ベリエ司し祭さいとレーヴェ司祭は、それぞれ眼めに軽傷を負いました。視力の完全回復までには数日かかりそうです。他の騎士にも手傷を負った者はいますが、軽傷ばかりでした」

　ヴェルジネの声は淡たん々たんとしていた。

「シルヴァーナ……ですか」

　カシナートはその名を呟つぶやいた。

　初めて聞く名ではない。それは神しん官かんから聞き出した名の一つと合がつ致ちする。

　来訪者ビジターの少女──もっとも歳としの幼い〝シア〟という娘のおかげで、尋じん問もんはおそろしく簡単に進んだ。話した神官は、自分が尋問で口を滑すべらせたことさえ気づかずに、今も普通に日々を送っている。

　フォルナム神殿にある〝抜け道〟のことも、その尋問によって聞き出し得た。

　来訪者ビジターの思わぬ技能を、カシナートは心強くも思い、同時に警戒も新たにした。

　──下手へたをすれば、自分も〝聞き出される側〟にまわりかねない。自分が考える来訪者ビジターの利用法について、今のところは知られて困ることはない。だが今後、状況が変化してくれば、その扱いも変わる。

　その時に内心を見み透すかされるのは、あまりおもしろくなかった。

　手て駒ごまとして使うには、強力ながら難しい相手でもある。

　カシナートは葡萄ぶどう酒しゆのグラスを傾けた。空からになると、すかさずヴェルジネが新しいものを注ぐ。

「ヴェルジネ──」

「はい」

　カシナートは彼女の名を呼びながら、その手を引っ張って、自分の背後に置いた。

　ヴェルジネは逆らわないが、不ふ審しんげに眉まゆをひそめる。

「動かないように。窓の外に、客人が見えています」

　カシナートは声を鋭するどくして呟いた。

　神殿の窓の外──そこに、何者かの気配を感じた。

　カシナートは神官ながら、軍ぐん閥ばつの名家の出しゆつ自じであり、さらに神しん姫きの近衛このえを務めていた。筋もよかったのか、その剣けん腕わんは並の騎士より上である。

　その剣士としての感覚が、外の気配を察さつ知ちさせた。

「……さすがね。司し教きよう様」

　女の声が返ってきた直後に、窓がするりと開いた。

　そこにいたのは、夜と同じ色の衣ころもに身を包んだ、明らかに間諜スパイとわかる格好の娘だった。細く怜れい悧りな眼まな差ざしが、カシナートを値ね踏ぶみするように見ている。

「……何者ですか」

　カシナートは、彼女から殺さつ気きも敵意も感じなかった。初めは〝名無し〟の連絡かと思ったほどである。

　油断せずに剣の柄つかを握りながら、見慣れぬ客を凝ぎよう視しした。

「敵ではありません。私はタートムに仕える者です。こんな夜分に、失礼をいたしました」

「タートムの……？」

「はい。シズヤと申します」

　女はそう名乗ると、カシナートを蕩とろかすような微笑を浮かべた。

　カシナートは、決して見み惚ほれたりはしない。警戒感をより強くして、その女を睨にらんだ。

　正規の使者ならば、ウィータ神殿を通すはずだった。こうした非公式の使者相手には、暗殺も警戒しなければならない。

「タートムの使者の方かたならば、証しよう拠こをお見せ願いましょう」

「あぁ。これですか？」

　シズヤと名乗った使者は、懐ふところから小さな革かわ袋ぶくろを取りだした。中に入っていたのは、無色透とう明めいな火の輝石セレナイトに、タートムの刻こく印いんを彫ほりつけた品である。

　カシナートは頷うなずく。距離は保ったままである。

「ご用件は？」

「緊急の伝令です。タートムのカルバイ様より──」

　シズヤが恭うやうやしく書状を差しだした。

　受け取ったカシナートは、ようやく警戒を薄める。カルバイは、タートムにおける参さん謀ぼう格かくの貴族である。文書のやりとりをしたことも幾度かあり、手紙の字はまさしく彼のものだった。

　読み進めるうちに、カシナートの頰ほおに微笑が浮いてくる。

「……なるほど。事態はそこまで進んでいましたか」

　カシナートは書状をシズヤに返す。〝読み終えたら使者に渡して破は棄きさせるように〟と、綴つづられていたのだ。

　手紙の中身は確かに、外へ漏もれてはならない内容だった。

　タートムは近日中に、アルセイフへ侵しん攻こうする──

　それに合わせて、神殿騎士団でフォルナム神殿を制せい圧あつして欲しいとする要よう請せいだった。

　アルセイフに内側と外側から、同時に混乱を与えようというのである。

　フォルナム神殿は、ウィータ神殿の方針に逆らって北方民族に協力した。それを理由に制せい裁さいを加えることも、今なら可能である。

　来訪者ビジターの不ふ可か思し議ぎな尋じん問もんのおかげで、カシナートの元には予想以上の〝証拠〟や〝機密〟が集まっていた。

　その使い方を思し案あんしていたところへ、タートムのこの誘さそいである。

　カシナートはもともと、タートムへの支援を目的としてフォルナムへやってきた。〝北方民族への支援〟を打ちきらせることができれば上々と考えていたが──アルセイフが混乱し、来訪者ビジターを手元に置き、タートムからの侵しん攻こうも決定した今の状況下ならば、神殿の自治権接収という強きよう硬こうな策も悪くない。フォルナムの産出する大地の輝石セレナイト、この利権をウィータ神殿が管理できれば、どれだけの兵を養えるか知れない。

　この要よう請せいには、一考以上の価値があった。たとえ批判を浴びても、可能ならば意義のあることである。

　タートムは輝石セレナイトだけでなく、アルセイフの肥ひ沃よくな領土も求めている。侵攻はどのみち、あと数年以内には起きていたことだった。多少の前倒しは、状況を考えるとむしろ都つ合ごうがいい。

〝カルバイ卿きようは、やる気か──〟

　カシナートは独ひとり頷うなずき、使者に視線を向けた。

「この場で返事をしないといけませんか？」

　シズヤは微笑ほほえむ。

「いえ。お返事は結構です。カルバイ卿は、〝動くにせよ動かないにせよ、カシナート司し教きようの現場の判断にお任せしたい〟と仰おおせでした」

　動いても動かなくてもいい。もし動く場合には、侵攻に対する支援になるよう動いてもらえれば助かる──カルバイの要求はその程度のことである。

　裏を返せば、タートムの参さん謀ぼうはカシナートの判断を信用しているのだ。

　個人的な親交はないが、ラトロアに備える同どう盟めい者しやとして、互いの利害が一致している。

　カシナートはシズヤという使者に労ねぎらいの言葉を向けた。

「ご苦労でした。カルバイ卿に、よろしくお伝えください」

「はい。それで、私は──？」

　手紙には、〝使者役の娘は部下として使ってもらって構わない〟とも書かれていた。

　カシナートは微笑を向ける。

「手伝いは不要です。こちらのことは、こちらで処理いたします」

　声こわ音ねは穏おだやかながら、それは有う無むを言わせぬ口調だった。実際、駒こまは足りている。信が置けるか否いなかもわからぬ間者スパイを、わざわざ使うつもりはなかった。

　シズヤは小首を傾かしげてみせる。

「よろしいのですか？　自分で言うのも変な話ですが、私は便利だと思いますが──」

「お心遣づかいだけで充分です」

　シズヤがくすりと嗤わらった。人をぞっとさせる笑みだったが、カシナートはそうした笑みを浮かべる者達に慣れている。

「では……〝暗殺〟が御入用になりましたら、またうかがいます。別料金になりますが、誠心誠意、尽くさせていただきますわ」

　女は片かた眼めを瞑つぶって見せて、とん、と軽く床ゆかを蹴った。

　次の瞬間には、もう窓の外に消えている。ただの間諜スパイではない。身のこなしは確かに暗殺者のそれだった。

　背後に控えていたヴェルジネが、開け放たれたままの窓を閉めた。

「カシナート様。今の娘のこと、〝名無し〟達に調べさせますか？」

　有能な秘書は控えめに問いかけた。

　カシナートは首を横に振る。

「調べるだけ無む駄だでしょう。返かえり討うちにされて、手て駒ごまを減らされるだけです。あの女は──あるいは〝死の神霊アービタ・スピリット〟の力を得た暗殺者かもしれません」

　ヴェルジネがかすかに首を傾かしげた。

「それは、ラトロアの……？」

「えぇ。カルバイ卿きようが子こ飼がいにしている暗殺者は、かつてラトロアに侵入し、そこで神霊スピリツトの力を得てきたと──そんな噂うわさを、名無し達から聞きました。あの娘がそれかもしれません」

　カシナートはそのことを確信していた。

　あのシズヤという女は、カシナートにわざと自身の存在を気づかせた節ふしがある。カシナートはある瞬間まで、彼女が部屋の傍そばにいることに気づかなかった。

　どの程度まで気配を発したら、カシナートが気づくか──シズヤはそのことを試したのだろう。

　あれだけの手練てだれが、そうそういるはずもない。癖くせの強そうな娘だったが、カルバイにとっては頼りになる駒なのだろう。

　カシナートが協力を断った時、彼女は自信たっぷりに微笑した。

〝じゃあ、お手並み拝見──〟

　あの不ふ敵てきな微笑には、そう言われた気がした。

　ヴェルジネが頭こうべを垂れて、諸方への連絡のために部屋を出た。

　独ひとりになったカシナートは、頭の中で駒の整理をはじめる。

　イリスに任せたウルクのことも、明日には片かたがつくだろう。アルセイフの王子であるフェリオも、王都を出て神殿に向かっているらしい。その傍には、イリス達が追う来訪者ビジター──リセリナもいる。

　役者が揃そろいつつあるのを実感しつつ、カシナートはその筋書きの細部を、改めてじっくりと練ねり始めた。
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　その朝、神じん師しのレミギウス・バルトレーは、久ひさ々びさに快適な目覚めを迎えた。

　発ほつ作さによって、一時はどうなることかと思ったが、今朝に関しては発作前の体調とさほど変わらない。

〝そろそろ職務に復帰してもいい頃ころか……〟

　そんなことさえ考えた。

　目覚めてからしばらく、呆ぼう然ぜんと天井を眺めていると、孫娘のメイヤーが寝室を訪れた。

「レミギウス様。おはようございます」

　神じん師しと秘ひ書しよの関係を考こう慮りよして、神殿内では名前で呼ぶように言ってある。レミギウスは孫娘に微笑を向けた。

「おはようございます、メイヤー。今日はだいぶ、具合がいいようです」

「それはなによりです。でもまだ、もうしばらくはお休みくださいませ」

　メイヤーの声は優やさしい。レミギウスは寝台ベツドに半身を起こした。

「ときに、コウ司し教きようのほうは──」

「ご心配には及びません。司教の方かた々がたが交渉を続けておられます。カシナート司教とて、シャジールの民すべてを敵に回す気はないはずです」

「ウルク司し祭さいにも、ご心労をおかけしてしまいますね──」

　彼女はカシナート司教とフォルナム神殿の間に入って、折せつ衝しようを続けていると聞く。

　メイヤーがぴくりと肩を震わせたが、レミギウスは気づかない。

　病びよう床しようのレミギウスには、いくつか知らされていない事実があった。〝ウルク〟のことも、その一つである。

「メイヤー、そろそろ起きようかと思うのですが──」

「まだいけません。施せ療りよう師しの先生からも、あと一週間は安静にするよう、言われています。もうお歳としなのですから、ここは堪こらえていただきませんと」

　メイヤーが、やや語気を強くした。

　レミギウスは申し訳なく思う。今は神殿にとって大変な時期である。その時期に、神師たる自分が寝ていていいはずもない。かといって、心配してくれるメイヤーや他の神しん官かん達の厚こう意いも無むにはしたくない。

　レミギウスは頷うなずいておいた。

「──わかりました。では、何か動きがありましたら、知らせてください」

　メイヤーは一礼の後、すぐに朝食を準備させると言い残して部屋を出た。

　その後姿を見送ったレミギウスは、ふと疑ぎ念ねんに駆られる。

　今、少し話したばかりの、メイヤーの眸ひとみ──

　そこに宿った光に、常よりも強いものを感じた。

〝私が倒れたことで、神官としての自覚に変化があったか──？〟

　その程度に考えて、レミギウスは再び、眼めを閉じて体を休ませた。
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　祖父の寝室を後にしたメイヤーは、世話係の少年にレミギウスのことを頼むと、司し祭さい達の集つどう会議の場へと向かった。

　神殿の神しん官かん達は皆、穏おだやかな人格者ばかりである。

　レミギウスとコウ司し教きようなどはその筆ひつ頭とう格かくだったが、この二人が事実上、動きがとれずにいるため、今はそれぞれが発言を遠えん慮りよしあって、まともに方針が定まらなかった。

　しかし昨夜──シルヴァーナの来らい訪ほうを受けたことで、メイヤーと、そしてシャジールの民の意思は固まっている。

　別に剣をとる気はない。だが、ウィータ神殿側の横おう暴ぼうには抵抗するつもりである。

　会議の場には、三十人ほどの神官が集まっていた。司教格の高齢者が五人、残りは司祭ばかりである。メイヤーは神官の身ながら、レミギウスの病状を報告するために、出席を許されていた。また生活態度が模も範はん的てきで、なおかつ年長者を立てる彼女は、上位の神官達からも受けがいい。

　メイヤーという華はなを加えてもなお──早朝会議の席、その空気は重かった。

　常ならば、街まちの老人会とさほど変わらない雰ふん囲い気きなのだが、今は難題が続出している。自然と老人達の顔も険けわしくなり、発言はまばらだった。

　どうしたらいいのか、誰だれも決められずにいる。

　メイヤーは発言を控え、場の隅すみに座っていた。

　今はまだ、神殿が態度として示す方針を決める時期ではない。メイヤーの中で結論は出ているが、その思いを吐と露ろするには早すぎるし、状況はこれから動くはずだった。

　そして──メイヤーの予想より少し早く、その予よ兆ちようは訪れることとなる。

　衛兵と神官とが、連れ立って会議の間に駆け込んで来た。

「失礼いたします。たった今、王都セイラムより、フェリオ王子が御到着なさいました！」

　若い神官が息せき切って言い、衛兵が後を続ける。

「カシナート司教がまずお会いになるようです。こちらにお連れしたかったのですが、神殿騎士達に阻はばまれ──」

　衛兵の声は悔くやしげだった。現在、神殿の門はすべて、神殿騎士達によって封ふう鎖さされている。容よう易いには出ることも入ることも叶かなわない。

　予想よりも早い到着に、場は騒そう然ぜんとなった。エリオットが旅立ってまだ六日目──往復で四日かかる行こう程ていである。この早朝に訪れたということは、昨晩のうちには街に入っていたのだろう。フェリオは一日で決断をして、やってきたことになる。

　メイヤーは即そく座ざに席を立った。

「では、僭せん越えつながら私がお迎えに参ります。フェリオ様は、カシナート司し教きようの執しつ務む室しつに通されたのですね？」

　若い神しん官かんが頷うなずいた。

「はい、おそらく。私もお供ともいたします」

　カシナートの執務室とはいっても、たんに高位神官の執務室を、力ずくで接せつ収しゆうされただけのものである。

　老人達も幾人かが立ちあがり、合わせて十人ほどの団体となった。あまり大人数で押しかけると、騎士達を刺激してしまうとあって、残りはその場に待たい機きする。

　ぞろぞろと廊下に連なる列に、メイヤーは弱い魚が群むれるような連想を抱いた。それは自らを護まもるための知恵でもあり、決して恥はずべきことではない。

〝もしアルセイフが動けば──神殿騎士達も、動かざるを得ない〟

　メイヤーにはその確信があった。

　その時に、カシナートがどう動くかによって、神殿のこれからが決まる。

　歩き慣れた廊下に、一歩ずつ決意を刻きざむようにして、メイヤーは脚あしを急がせた。
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　フェリオ達一行は、フォルナム神殿の神官達に会う前に、まずカシナート司教の元へと通された。

　フォルナム神殿は、事実上、カシナートに制せい圧あつされつつある──そのエリオットの言を裏付ける対応である。

　久ひさ々びさに訪れた神殿において、神官達はすっかり息を潜ひそめていた。

　駐ちゆう留りゆうする神殿騎士の数は、約四百名──

　その全すべてがカシナートの戦力であり、さらには神殿の外にも、騎士達を駐留させているらしい。シルヴァーナの話では、神殿に入った兵は一部で、他は街まちに潜せん伏ぷくしているという。

　神殿外にいる騎士の数は定かでないが、百や二百ではないだろう。この神しん域いきの街まち近辺に、カシナートはおそらく千に近い兵力を保持している。

　その全てが、尋じん常じような金属では傷もつけられない〝神しん鋼こう〟による装備を持つ神殿騎士だとすれば、戦力としては驚きよう異い的てきだった。たとえ倍する兵力をもっても、退しりぞけることは容よう易いではないだろう。

　その戦力を背景にしたカシナートは、訪れた王族のフェリオに対しても、まったく臆おくするところがなかった。

「今回のことは、ウィータ神殿とフォルナム神殿の間で起きた、神殿を運営する上での問題です。神殿の自治権を尊そん重ちようするおつもりがあるのなら、干かん渉しようはご遠えん慮りよ願います」

　カシナート司し教きようのにべない回答に、フェリオは険けわしい視線を返した。

　予想通りの対応ではある。

　目の前にはカシナートの他ほかにも、その補ほ佐さ役やくであるヴェルジネ司し祭さいがいた。ウルクと同じ司祭職にある彼女は、その美び貌ぼうも際きわ立だっていたが──ウルクとは違って、その眸ひとみはまるで温かみを感じさせない。

　フェリオがカシナートを見たのは、これがまだ二度目だった。

　最初は、来訪者ビジターが御柱ピラーから出てきた時──彼は自ら剣を抜き、かぼちゃ頭と対たい峙じした。

　神しん官かんとは思えぬその剣技を不思議に思ったものだが、ウルクから聞いたところでは、彼は過去に神しん姫きの護衛もしていたらしい。つまりは神官であると同時に、騎士の修しゆ行ぎようも経ていることになる。

　事実、フェリオを見る眼まな差ざしには、剣を持つ者に特有の凄すごみがあった。

　フェリオは、その険しい眼めを真っ向から見返す。

「カシナート司教。私がここを訪れた理由は二つです。コウ司教逮たい捕ほをはじめとして、このフォルナム神殿で起きている騒そう動どうの〝真実〟を探り、フォルナムの同どう盟めい者しやとしてその力になること。そして次に、失しつ踪そうした友人であるウルク司祭の捜そう索さくです。干渉を控えろと言われて引き下がるほど、アルセイフとフォルナム、そして私とウルクの縁えんは、浅くありません」

　フェリオは斬きりかかるような声で反はん駁ばくした。

　カシナートの背後には神殿騎士達が。

　フェリオの背後には、護衛の王宮騎士達が。

　それぞれ控えて、目に見えぬ火花を散らしている。

　フェリオとカシナートの声はまだ落ち着いているが、険けん悪あくな状況であることは疑いない。互いに互いが敵であることを理解している。

　カシナートが太く息を吐いた。

「なるほど、アルセイフがフォルナム神殿の同盟者であることは事実でしょう。ですがそれ以前に──フォルナム神殿は古来よりウィータ神殿の傘さん下かにあり、その自治権もウィータ神殿が認めたがゆえに、護まもられてきたものであるということ──この前提をまず、よくご理解いただきたい」

　呟つぶやく声は低いが、一言ずつが力を持っていた。

「それにも関かかわらず、フォルナム神殿は、盟めい主しゆたるウィータ神殿にとって背はい任にんに近い行動をとりました。敵対する〝北方民族への支援〟がそれです。ウィータ神殿として、その裏切りに対する制せい裁さいと対たい処しよを行うことは、当然の権利であり義務です。他国であるアルセイフに口出しをされる謂いわれはありません」

　カシナートの声は厳きびしく、言葉には筋が通っていた。

　フェリオは歯は嚙がみする。

　フォルナム神殿は、アルセイフの〝国内〟にあるものの、アルセイフの〝支配下〟にはない。神殿の盟めい主しゆはあくまでウィータ神殿、そしてジラーハであり、いってみれば神殿と神しん域いきの街まちは、巨大な出しゆつ向こう機関のようなものである。

　その内部でのいざこざに介かい入にゆうする権利を、他国であるアルセイフは、ほとんど持っていない。フォルナム神殿からの介入要よう請せいでもあればともかく、事はウィータとフォルナム間での政争である。

「それから次に、ウルク司し祭さいの件ですが──」

　呟つぶやいたカシナートは、そこで眼めを伏せた。

　意味ありげなその態度に、フェリオは内心でびくりとする。

「──彼女の身み柄がらは、つい昨夜、私の部下が、無事に保護いたしました」

　カシナートの言葉に、フェリオは驚いて眼を見張った。

　もっとも気になっていたことである。手紙の筆ひつ跡せきが来訪者ビジターのものだったせいもあって、ウルクを隠かくしたのはカシナート達ではないかとさえ疑っていた。

「ウルクが見つかったのですか!?　怪け我がは！」

　フェリオは思わず、卓テーブルに身を乗りだした。

　カシナートはわざとらしく嘆たん息そくする。

「怪我は、ありませんが……」

「今、どこに！」

「我々としては、会われないほうが、よいかと思います」

　フェリオの勢いを受け流すようにゆったりと呟き、カシナートは傍かたわらのヴェルジネと視線を合わせた。

　こんなことを言われて、フェリオが引き下がれるはずはない。

「貴方あなたに止められる理由はない！　ウルクは俺おれの親友だ！」

　フェリオはそう声を荒げた。

　頭では落ち着くべきだとわかっていたが、どうしても感情が先走る。

　彼女が本当に無事だとしたら、その姿を確認し、そして何があったのかを聞き出さなければならない。もしフェリオのせいで何かに巻き込まれたなら、場合によっては詫わびる必要もあるだろう。

　だが、なにより──フェリオは、ウルクの無事な笑顔を見たかった。

　細こまかい理由などない。彼女が笑っていられれば、フェリオはそれで安心できる。フェリオにとってのウルクは、誰だれよりも大切な──誰よりも、幸せになって欲しい少女だった。

　カシナートが眼を伏せた。意外なことに、いかにも冷れい徹てつな彼が、心しん底そこから気きの毒どくそうな声で呟く。

「……貴方あなたとウルク司祭のことについて、噂うわさは聞いています。だからこそ、会わぬほうがいいとご忠告しているのですが……」

「ウルクに──何かあったのか？」

　フェリオはぎりりと[image: 拳]こぶしを握った。爪つめが肉に食い込み、骨が軋きしむ。

　脇わきにいた女司し祭さい、ヴェルジネが、眼めを閉じたまま涼すずしい声で呟つぶやいた。

「体は御無事です。誰だれかに何かをされた様子もありません。が──」

　そして彼女は、フェリオを絶句させる言葉を紡つむいだ。

「──ウルク司祭は、記憶を失っておられます」
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　ウルクは、そこにいた。

　窓辺の椅子に深く腰掛け、背筋を伸ばして、遠くの空を眺めていた。

　フェリオが扉とびらを開けるや、彼女はゆっくりと振りかえる。

　きらきらと朝日を反射する空色の髪が、フェリオの眼には眩まぶしく映った。

　逆光で、その表情はよく見えない。

　咄とつ嗟さにフェリオは、彼女に駆け寄ろうとした。

　それに合わせてウルクが椅子から立ち上がり、唇から澄んだ声を紡ぐ。

「あの──どなたですか？」

　フェリオの足が止まる。

　正面のウルクは──不思議そうに、そして少し不安そうに、フェリオを見ていた。

　フェリオの背後には、カシナートの執しつ務む室しつを出たところで合流した、メイヤーやエヴァ司祭もついてきていた。

　ウルクは彼女達の顔も順番に眺めて、それからカシナートへと視線を移す。

「カシナート司し教きよう、こちらの方かた々がたは？」

　その声は穏おだやかに落ち着き払っていた。再会の喜びも感じさせず、また恐怖や怯おびえも薄い。

　いたって平然とした──あまりに淡たん白ぱくな声だった。

　フェリオは呆ぼう然ぜんと立ち尽くす。

「ウルク──」

　その名を呼ぶ。返事はなく、ウルクはただ、小さく首を傾かしげただけだった。

　容よう姿しはまさにウルク本人である。しかしそれでもフェリオは、そこにいるのがウルクだと、にわかには信じられなかった。

　ウルクの疑問には、カシナートが控えめに応こたえる。

「ウルク司祭。こちらがアルセイフの王子、フェリオ様です。そしてこちらは、貴方あなたの知人だったエヴァ司祭と、この神殿の神しん官かんのメイヤー様と──」
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　他ほかにフェリオの護衛たる騎士達もその場にいたが、彼らは紹介されるほどの人物ではない。

　ウルクのフェリオを見る眼めは、その騎士達に向けられるものと大差がなかった。

「そうですか──失礼をいたしました。思いだせなくて、申し訳ありません」

　ウルクは困ったような微笑を見せて、フェリオに一礼をした。

　カシナートが、そっとフェリオの肩に手を置いた。

「──これで、おわかりいただけたかと思いますが……」

　カシナートの声は、嘲あざけるでも蔑さげすむでもなく、あくまで淡たん々たんとしていた。

「何があったのかは、我々も把は握あくしかねています。ウルク司し祭さいは昨夜、街まち外はずれを歩いていたところを、巡回中の騎士が保護いたしました。特に乱暴をされた様子はありませんが、あるいはどこかで頭を打たれたのか──ともかく、記憶のほとんどを失っておられます。昨夜から今朝にかけて、いろいろと記憶に関かかわる知識や、現在の状況をお教えしたのですが、やはり思いだせないそうです」

　カシナートは嘆たん息そく混じりに言った。

　フェリオは──

　反応ができない。

　何を言ったらいいのか、どうしたらいいのか──

　ウルクは微笑していた。無理をしているようにも、演技をしているようにも見えない。自然体でそこに立ち、初めて会う者へ向けるような眸ひとみで、フェリオを見ていた。

　もしウルクと再会がかなったら、言いたいことはたくさんあった。だが、その全すべては、今のウルクにはまるで通じそうにない。

　言葉を失って、フェリオはただ、再び彼女の名前を呼んだ。

「……ウルク」

　ウルクはまた、小さく頭を下げた。

　申し訳なげに──しかし至ってあっさりとした口調で、彼女は楚そ々そと呟つぶやく。

「お話は色々とうかがっております。王子のことと、それから、今の状況のことも合わせて──でも私は、失礼ながら貴方あなたのことを憶おぼえていません。ですから、貴方も──」

　ウルクは、フェリオを慰なぐさめるように微笑ほほえんだ。親しみの薄い、社交のための笑みである。

「貴方も、私のことはお忘れください。今の状況をうかがった限りでは、それがお互いのためだと思います。だって、私の所属するウィータ神殿と、貴方の国であるアルセイフとは、利害が一致しないのでしょう？」

　フェリオは絶句して、ただ立ち尽くした。

　背後でエヴァ司し祭さいが膝ひざをつく。

　メイヤーが慌あわてて彼女の肩を抱いたが、彼女達の嘆なげきの言葉さえも、フェリオの耳には聞こえていなかった。
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　フォルナム神殿の外側。

　神しん域いきの街まちの一角、巡礼者の使う小さな宿屋に、リセリナ達三人は部屋をとっていた。

　昨夜はサンクレット交こう易えきの支社に泊まったが、ここの方が神殿に近く、また身を隠かくしやすい。

　リセリナは黒髪に指を通しながら、警戒と好奇心とが半々に混ざった視線で、窓から街の様子を眺めていた。

　同室にいる他の二人は、狩人かりうどのエンジュと騎士のディアメルである。

　エンジュは部屋の隅すみで、弓と矢の手入れに余よ念ねんがない。

　ディアメルのほうは、今は寝台ベツドで仮か眠みんをとっている。

　リセリナ達三人がフェリオ達と別行動をとったのは、〝来訪者ビジター〟絡がらみの混乱を避けるためだった。

　エンジュの話では、来訪者ビジター達は神殿騎士のリカルドに保護されたらしい。そしてウルクのものと装よそおった手紙は、リセリナの見る限り、イリスの字と酷こく似じしていた。

　リセリナには、あの手紙が〝フォルナム神殿で待つ〟という、メッセージだったように思えてならない。

　リセリナは神殿関係者にも、そして来訪者ビジターにも面めんが割れている。エンジュはエンジュで、来訪者ビジター達と、そして神殿騎士のリカルド・バーゼスに顔を知られていた。

　この二人は、不用意には神殿に入りにくい。

　ディアメルは、世間知らずな子供二人のお守もり役やくである。

　今の彼らは人目を避け、フェリオ達からの連絡を待っていた。もしこのまま連絡がなければ、フェリオ達に何かがあったことになる。その場合には神殿に忍しのび込み、状況を探ることになるだろう。

　リセリナは外を眺めつつ、部屋に落ち着いてから五度目の溜ため息いきを吐ついた。

「──王子の身が心配なのか？」

　布で鏃やじりを磨みがきながら、エンジュが問いかけた。

　リセリナは一瞬、身を硬かたくして、すぐ首を横に振った。

「いえ、別に──」

「じゃあ、心配なのはウルクって人の身み柄がらか」

　視線も合わせないままに、エンジュが重ねて問う。

　これにもリセリナは、応こたえることができなかった。

　代わりにリセリナは、エンジュのほうに問い返す。

「エンジュさんは──どうなんですか？　イリスのことが、心配なんですよね？」

「心配──か。俺おれに心配されるほど、弱い子じゃないと思うけど」

　声には若じやつ干かんの自じ嘲ちようが込められていた。

　エンジュは淡たん々たんと答える。

「あの子にとっては、俺なんかなんの意味もないんだろうな。ムスカは少し、俺のことも心配してくれていそうだけど……正直、相手にもされていないのに、なんで俺はこんなことに首を突っ込んでいるんだろうって、少し思う」

　寝ているディアメルを起こさぬ気き遣づかいか、エンジュは声を潜ひそめて呟つぶやいた。

　リセリナもそれに応じて声を小さくする。

「……なんで、首を突っ込んでいるんですか？」

「……ほうっておけないんだろうな、やっぱり」

　エンジュの声に溜め息が混じった。

「イリスは、顔だけはリセリナと同じかもしれないけど──あの子にはなんだか、痛いた々いたしい部分があった。なんかさ、ほうっておきたくないんだ。俺に何かできるとは思わないけど、それでも──気になって仕方なかったから、結局、俺はこんなところまでついて来た」

　リセリナは頷うなずいた。

　イリスが抱えているもの──その全すべては、リセリナも知らない。彼女には彼女なりの人生があったはずだ。その彼女の背せ負おってきた何かを、エンジュは彼なりに感じ取ったのかもしれない。

「イリスのこと──好きなんですか？」

　リセリナは、なんとなく問いかけてみた。

　否定か肯定はすると思ったが、エンジュは口くち籠ごもる。

「……よくわからない。リセリナから前に聞いたこと以外、俺おれはあの子のことを、ほとんど何にも知らないから。それなのに、なんか気になるっていうか──それより、あんたのほうはどうなんだ？　俺には王子とあんたの関係のほうが、よくわからない」

「私と──フェリオさんの関係？」

　逆に問われて、リセリナは首を傾かしげた。

　問いの主ぬしであるエンジュは、しかしさして興味もなさそうだった。自分が問われて困ったことを、そのままリセリナに返したような気配である。

「関係……」

　リセリナはその言葉を改めて口にして、そこではたと困こん惑わくする。問われてみると、うまい答えが見つからなかった。

「──友達……かなぁ……？」

「主君と家け来らいの関係じゃないのは、見ててわかるけどな」

「そうですね……曖あい昧まいなままかもしれません。会ってから、ずっと──」

　リセリナはそう言いい訳わけした。

「私はこの世界の人間じゃありませんし、フェリオさんには迷めい惑わくをかけちゃいました。イリス達がこっちの世界に来たのはきっと、私のせいなんです。だから私が向こうの世界で死んでいたら、イリス達も来なくて、フェリオさんのお父さんやお兄さんも死なずに済んで……」

　話しながら、リセリナは自分の喉のどが掠かすれるのを感じた。

「済んで……済んで……それから……」

「なぁ──あんたのほうこそ、フェリオ王子のこと、好きなんだろ？」

　不意に口籠もったリセリナに、エンジュが気の抜けた声を投げた。

　リセリナはびくりと顔をあげる。

「そ、そんな──そんなこと、ないです──だって、フェリオさんは王子様で、ウルク様っていう恋人もいて、それに、私はただの──」

　慌あわてて拙つたない弁べん解かいを重ねた。エンジュは呆あきれた様子で振りかえり、手入れしていた矢を筒つつに仕し舞まう。

「王子の立場やら周囲がどうこうって話じゃない。あんた自身がどうなのかって、聞いたんだ。あと静かにしないと、ディアメルが起きる」

　女騎士が小さく呻うめいて寝返りをうった。

　リセリナは口元を押さえて、小声にエンジュへ話しかける。

「……変なこと、言わないでください。私とフェリオさんは、そんな関係じゃありません」

「知ってるよ。だけど、それはあんたが素直になってないからじゃないのか？」

　エンジュは事もなげに言った。

　その言葉に、リセリナはついかっとなる。

「素直にって……人のこと、勝手に決めつけないでください。そういうの、迷めい惑わくです」

「──まぁ、俺おれには関係ないから、別にいいんだけどさ」

　リセリナに比べて、エンジュの声はいかにも穏おだやかだった。からかうわけでも心配しているわけでもない。思っていることをそのまま口にしているだけの声である。

　その声になだめられてしまい、リセリナの怒りは長く続かない。

　エンジュは続けてぽつぽつと呟つぶやく。

「一応言っておくけど、あの王子、こういうことに関しちゃどうしようもない馬ば鹿かだぞ。自分を強く律りつしすぎて結局、何もしないタイプだ。女のほうから言わないと動かないと思う」

「だから、私は……！」

　リセリナはまた声を高くしようとした。エンジュが片手でそれを遮さえぎる。

「リセリナ。否定するのは簡単だけど、一度、よく考えておいたほうがいい」

　エンジュは弓矢を片付け、床ゆかにごろりと寝ね転ころがった。彼も仮か眠みんをとるつもりらしく、リセリナに背を向ける。

「……俺は、別に悪いことじゃないと思う。今やあんただって、神の使し徒ととか言われてる英雄みたいなもんだ。王都でも噂うわさになっているらしいし、貴族連中はともかく、俺は不ふ釣つり合あいだとは思わない。フェリオ王子だってそういうのを気にする人じゃないだろう」

　フェリオが血筋や家柄を気にしない性格であることは、リセリナも理解していた。だが、それとこれとはまた別の話である。

「でも──」

「とりあえず聞け。あんたが〝王族〟ってもんにどんな幻げん想そうを持とうと勝手だけど、王族だってただの人間だ。楽しいことがあれば笑うし、哀かなしければ泣くと思う。あんたはあの王子が〝王族だから〟って、必要以上に距離をとろうとしている気がする。だけど本ほん音ねでは気になるもんだから、完全に距離をとることはできていない」

　そう指摘するエンジュは、フェリオをほとんど王族としては扱っていなかった。フェリオもそこが気に入ったらしいが、エンジュのような性格の者は、さすがにあまりいないはずである。

　リセリナは反はん駁ばくしようとして、口を噤つぐんだ。

　──エンジュには、見み透すかされていた。

　自分がいつのまにか、フェリオに惹ひかれているのは事実だった。会ったばかりの頃ころはただの恩人だと思っていたし、内乱の時も、ただ受けた恩を返すつもりで戦っていた。

　好意はあった。優やさしく、そしてまっすぐな彼の性格には惹きつけられたし、なんとなく〝力になってやりたい〟と思わせる要素が、彼には確かにあった。

　しかしそれは、好意ではあっても恋心ではないと思っていた。

　特に意識しはじめたのは、ほんの数日前からのことである。

　ウルクの失しつ踪そうを知ったフェリオは、文字通り、血けつ相そうを変えた。

　日ひ頃ごろの温和な様子は消し飛び、強ごう引いんに兄を説せつ得とくして、すぐに王都を飛び出した。

　その時──少しだけ、あくまでほんの少しだけ、リセリナは〝嫉しつ妬と〟したのだ。

　初めはそれが嫉妬だと気づかなかった。なんとなく、気分が沈んで、物もの哀がなしく思った。自分もウルクのことを心配しているのかと思ったくらい、その感情の正しよう体たいはなかなか摑つかめなかった。

〝初めてのこと〟だったのだ。

　リセリナは今までに、恋をしたことがなかった。

　向こうの世界ではそういう環境でもなかったし、特に興味もなかった。

　今はしかし、自分の感情に気づいている。そして気づいていながら、ずっと気づかない振りをしている。

　フェリオはこの世界の王族だった。

　よその世界から来た自分などが、好きになっていい相手だとは思わない。それにウルクという恋人もいる。本当に恋人なのかどうかはわからないが、あの二人の間には、それと変わらないくらいの絆きずながあるような気がした。

　フェリオはいい人だと思う。

　だから彼には、幸せになって欲しい。

　リセリナは、そのために彼に協力できれば、それで充分だと思っている。それが王や皇太子を死なせた贖しよく罪ざいにもつながると、そう考えた。

　エンジュに──その部分を見み透すかされた。

　彼には妙な勘かんの鋭するどさがあった。弓の腕とも関係しているのかもしれないが、さまざまなものに対する観察力がずば抜けているのだ。その力は、人の心に対しても発揮されるらしい。

　リセリナは反論を諦あきらめた。

　その代わり、自分の心を隠かくさなければならない理由に触れる。

「エンジュさん──フェリオさんには、ウルク様っていう大切な人がいるんです」

　小さく呟つぶやく。エンジュは反応を示さない。

　彼女と初めて会ったのは、フォルナム神殿に他の来訪者ビジターが現れた時だった。

　クゥナから授業を受けていたリセリナの元に、フェリオが彼女を抱えて連れてきた。

　大切そうに──壊こわれ物ものを扱うように両手で抱きしめて、フェリオは彼女を護まもっていた。

　その様子はまるで、姫ひめ君ぎみを抱える騎士の絵だった。あれだけ絵になる二人を、リセリナは他ほかに知らない。

　少しだけ話したウルクも、可愛かわいらしく優やさしげで、好感のもてる少女だった。

　その後、ラシアン卿きようの領地で再会し──彼女がフェリオに好意を持っていることは、そこで確信できた。

　その頃ころはまだ、リセリナもフェリオに対して、格別の感情はなかったように思う。少なくとも、自分では気づいていなかった。

　内乱の間、その傍そばで彼を護まもり、彼と共に戦った──そのことが、知らず知らずのうちに距離を縮ちぢめてしまったのかもしれない。

　そしてウルク失しつ踪そうの報が、自分の感情に気づく最後のきっかけになった。

　これ以上──フェリオの傍にいることが、少し怖こわい。かといって、自分から離れる気にもなれない。

　そんな曖あい昧まいな心のまま、リセリナはここに来ていた。

　フェリオにふさわしいのはウルクだと思う。だからウルクがいる限り、リセリナは心を隠かくすことに決めている。

「ウルク様のほうが──フェリオさんには──」

　沈黙の後に返ってきたのは、エンジュの吐と息いきだった。

「あんたがそれでいいなら、やっぱり俺おれが口出しすることじゃないか。でも俺は、家柄とか血筋とかは、中身のない奴やつが気にすることだと思う。フェリオ王子がそれ聞いたら、なんていうかな」

　エンジュは欠伸あくびをして、仮か眠みんをとり始めた。

　リセリナは溜ため息いきを吐ついて、再び窓辺の人となる。

　──どうかしている。

　自分でもそう思う。今はこんなことを考えている事態でもない。来訪者ビジターのこと、ウルクのこと、そしてアルセイフを巡るタートムやジラーハ、各国の動どう向こう──

　全すべてに対たい処しよしなければならないのに、色いろ恋こいのことなど考えている暇ひまはない。

　──自分は、戦いにおいて、フェリオの身をただ護ればいい──

　リセリナはそう開き直ることに決めた。

　もう一つの目的があるとすれば、後はイリス達のことである。もし彼女達が暴走する気配を見せたら、自分が責任をもって止めなければならない。

　おそらくはこの街まちのどこかにいる、かつての仲間──今は敵となった彼らのことを考えながら、リセリナは外の景色を眺めた。

　街並みを越えた先には、フォルナム神殿が見えている。

　その神殿から垂直に突き出た、巨大な円えん柱ちゆう──

〝御柱ピラー〟は、初夏の陽光を反射して、鈍にぶく光っていた。
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　おつかれさま、と挨あい拶さつをして、イリスは気安くその部屋を訪れた。

「あ、イリス様。来てくださったのですか？」

　嬉うれしそうに出迎えたのは、記憶喪失の司し祭さい、ウルクである。

　イリスは彼女に微笑ほほえみかける。

「話はきいたわ。ちゃんとできたみたいね？」

「はい。言われたとおりに……でも、あれで本当によかったのでしょうか？」

　イリスに席を勧すすめながら、ウルクが呟つぶやく。イリスは頷うなずきを返した。

「彼のためを思えばこそよ。記き憶おく喪そう失しつ前の貴方あなたも迷めい惑わくしていたのよ？　あのフェリオって王子様、いろんな子にコナかけまくってて……貴方はなびかなかったけど、だから余よ計けいに執しゆう着ちやくしちゃって。でもあれだけはっきり〝忘れた〟っていえば、さすがに諦あきらめるはずよ。しつこい男って、迷惑なのよね」

　口からでまかせを告げながら、イリスは椅子に座った。

　ウルクは騙だまされているとも知らずに、小さく頷く。

「本当に……イリス様がお友達でよかったです。ほとんど何も憶おぼえていなかった私に、いろんなことを教えてくださって……」

　感謝を素直に表すウルクに向けて、イリスは優やさしく微笑んで見せた。

「びっくりしたわ。私のことまで忘れちゃってるんですもの。でも大丈夫、記憶はいつかきっと戻るから。今は焦あせらずに──近いうちに、ウィータ神殿に戻って、それからゆっくりと療養することね」

　いけしゃあしゃあと友人になり済まして、イリスはウルクを慰なぐさめる。

　記憶が戻ることなどあり得ない。ウルクはこれから、新しい人生を歩むのだ。

（感謝してもらっても、いいくらいよね）

　イリスは内心で嘲あざけった。

　敵同士となるアルセイフの王子、彼のことを忘れさせてやったのだ。これでもうウルクは、自分の想おもい人びとと国の間に挟はさまれて悩むこともない。

　イリスは彼女に安らぎを与えたのだ。

〝忘ぼう却きやく〟という、安らぎを──

　ウルクは穏おだやかな微笑を見せていた。

「ねぇ、ウルク。貴方の記憶がなくても……私達、友達のままよね？」

「もちろんですわ、イリス様」

　イリスは黒い心を隠かくして微笑んだ。頼たのもしい武器を手にいれた。〝神しん姫きの妹〟というこの武器は、これからきっと役に立ってくれることだろう。

　彼女をこうして味方につけられたことは、成り行き上とはいえ、かなりありがたい。この世界でのイリス達の立場を、これからのウルクは護まもってくれる。

「イリスって呼んで、ウルク。〝前〟と同じように」

「あ……はい、イリス。だめですね、つい〝様〟をつけて呼んでしまうんです。以前の私の習慣だったんでしょうか」

　ウルクは少し苦笑して、こつんと自らの頭を叩たたいてみせた。

　イリスは友人としての笑みで彼女を見つめる。

「そうね。ウルクはいつも丁てい寧ねいで、それに優やさしかったわ。来訪者ビジターの私はまだ、貴方あなたと会って日が浅いけれど……貴方のおかげで、いろいろと助けられたの。だから今度は、私が貴方を助ける番。安心して、ウルク。この神殿にいる間は、貴方のことは私が護ってあげる」

　イリスはそう請うけ合あった。心の奥底では、さきほどからしきりに、別の意味での笑いがこみあげて来ている。

　ウルクは嬉うれしそうに頷うなずいて、そしてイリスの手を握った。

「ありがとうございます──イリス。でも──」

　その表情が、わずかに曇くもった。

　イリスは首を傾かしげる。

「……私、やはり少し悪いことをしてしまったかもしれません。私が〝憶おぼえていない〟と言った時の、フェリオ様という方かたのご様子が……なんだか、凄すごく傷ついていらしたみたいで……」

　イリスは舌した打うちをこらえて、ウルクの手を握り返した。

「でも、仕方ないでしょう？　実際に憶えていないんだから」

「そうなんですけれど……でも」

　小声で呟つぶやくウルクの手に、少し力が籠こもった。

「あの……呆あきれないで聞いてください。私、あのフェリオ様という方に別れを告げた後から、妙に落ち着かなくて……何か……何か、すごく大事なことを忘れているみたいな気がして……思いだせないんですけれど、でも──」

　イリスは眼めを細めた。

〝シアが……手て加か減げんした？〟

　まずそう思った。ウルクの記憶は、完全に封ふうじたはずだ。

「ウルク」

　イリスは彼女の手をきつく握った。

　その痛みに、ウルクがびくりとする。

「いい？　あの男はとんでもない女たらし。真面目まじめぶってても、中身は最悪よ。近づいちゃだめ。貴方の美び貌ぼうだけが目当てなんだから、貴方が不幸になるだけ。いいわね？　これは友達としての忠告。もう本当に忘れなさい」

「……はい」

　イリスの真しん摯しを装よそおった忠告に、ウルクは素直に頷うなずく。

「……ウルク。私は貴方あなたのことが心配なの。だから約束して。あの男とは会わないって。それから……それから、あの男の傍そばには、私と同じ顔をした護衛者がいるの。もし万が一、彼女──リセリナに会うことがあったら、絶対に気を許しちゃだめ」

「イリスと……同じ顔の子？」

　ウルクは不思議そうに繰り返した。イリスは声に力を込める。

「そう。私と違って髪が長いはずだけど、フェリオ王子の護衛で、とんでもない売女ばいたよ。会う機会はないと思うけど、もし会ったら気をつけて。何を言われても信じちゃだめ。貴方を口く説どけば、自分もフェリオ王子からご褒ほう美びが貰もらえると思っているの」

　ウルクが首を傾かしげた。

「あの……同じ顔ということは、双ふた子ごなのですか？」

「違うけど──似たようなもの。とにかく相手にしちゃだめよ。わかった？」

　自分とリセリナの関係を説明をすると、面めん倒どうでもある。

「……わかりました。気をつけます」

　ウルクが頷くのを待って、イリスは微笑ほほえんだ。

「フェリオ王子のことも、もう気にしちゃだめ。貴方はもともと、この国の人間じゃなくて、ウィータ神殿の神しん姫きの妹なんだから。国に戻ったら、もう会うこともないんだし、あんな男のこと、忘れて正解よ」

「はい」

　ウルクの返事は模も範はん的てきに素直だった。彼女はイリスを全面的に信用しているらしい。

　そのことに満足して、イリスは席を立とうとした。

「あ──あれ？」

　ふとウルクが、困こん惑わくの声を漏もらした。

　そしてイリスは──信じ難い光景に驚かされる。

　ぽろぽろと、ぽろぽろと──青い彼女の眸ひとみから、涙がこぼれだしていた。

　泣き顔ではない。イリスと話していた穏おだやかな表情のまま、ただ涙だけが次から次へと溢あふれている。

　ウルクは自身が泣いていることに驚き、掌てのひらで涙を受け止め、呆ぼう然ぜんとしていた。

「なんで……私……？」

　ウルクは戸と惑まどい、イリスを見た。

「ご、ごめんなさい。別になんでも……あ、あれ？　どうして……」

　ウルクは袖そで口ぐちで目許を拭ぬぐったが、涙は溢れて止まらない。

　──フェリオ王子へ別れを告げたこと──

　そのことが、ウルクの精神に影響を及ぼしていることは明らかだった。

　一瞬の驚きよう愕がくを経て、イリスは口の端を引きつらせた。

「……ウルク、今はまだ、精神状態が不安定なのよ。記き憶おくを失ったんだから無理もないわ。じきに落ち着くはずだから──焦あせらないで。ね？」

　ウルクは申し訳なさそうに頷うなずいた。目許はまだ濡ぬれている。

　慰なぐさめの言葉を残して、イリスは部屋を後にした。

　廊下には、見張りの騎士達と共にシアが待っていた。来訪者ビジターの中では最年少の彼女が、ウルクの記憶を失わせた張ちよう本ほん人にんである。

　騎士達と別れて、イリスはシアを連れて別の場所に向かう。

　石造りの廊下を歩きながら、イリスはそのシアに向けて低く呟つぶやいた。

「シア……手を抜いたわね」

　シアがびくりと肩を震わせ、怯おびえた眼めでイリスを見上げた。小動物のような怯え方に苛いらつきながら、イリスは彼女を冷たく見下ろす。

「て、手なんか抜いてないよ。いっしょうけんめい……」

　シアが言いい訳わけの言葉を口にした。

「あの子の処置、完全じゃなかったみたいだけど？」

「それは……だって、抵抗力の強い人だっているし……それに、この世界の人と、向こうの世界の人じゃ、効き目が違うのかもしれないし……」

　言われてみれば、シアの言うことも正論ではある。容よう姿しも言葉も同じだけに、同じ人間だと思いこんでいたが、脳や精神の構造まで同じだとする根こん拠きよはない。人間でないシャジールの民などには、シアの力がまったく通じなかったという事実もある。

　イリスは視線を逸そらした。

「──まぁ、いいわ。一応、ちゃんと忘れてはいるみたいだし。貴方あなたにはこれから、もう一仕事してもらうから」

「う、うん……」

　あくまで従順に、シアが小さく頷く。

　予測の通り、フェリオ王子は神殿にやってきた。

　しかしまだ、リセリナの姿は確認できていない。この付近に潜せん伏ぷくしているのか、それとも──

　あの娘を処分しないことには、イリスの心は晴れない。

　神しん官かんに化ばけたイリスは、シアの手を引きながら、神殿の廊下を歩いていった。
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　四番目の扉とびらを開けると、そこは真っ暗だった。

　幼い眼めを震わせて、最年少の来訪者ビジターであるシアは左右を見回した。

「落ち着きなさい。ここは通過するだけだから」

　頭の上から、上官であるイリスの声が降ってきた。彼女が着た神しん官かん服ふくの裾すそを摑つかみながら、シアはごく小さく頷うなずく。

　シアは暗くら闇やみが怖こわい。

　少しでも明かりがあればいい。だが完全な暗闇に入ると、もう足が竦すくんでまともに動けなくなる。

「……イリスぅ……」

「シア。情けない声を出さないで。少なくともここでは、私達は毅き然ぜんとしていないといけないの」

　イリスがその先の扉を開けた。

　か弱い光が見えて、シアは落ち着きを取り戻す。狭せまい石造りの通路を抜けた先は、神官達の居住区画に近い場所だった。

　シアはイリスに連れられて、とてとてとその後についていく。

　置いていかれそうな不安もあったが、何より怖いのは、後で怒られることだった。

　神官に化ばけた二人は、何食わぬ顔で先へ進んだ。

　夕刻を迎えた神殿は静かだった。

　カシナート達による神殿の封ふう鎖さが続いているせいで、街まちから訪れる信者も皆かい無むである。神官達は騎士と関かかわり合いになることを恐れてか、仲間同士で固まって息を潜ひそめているらしい。

　子供のシアはそんな事情まで把は握あくしていなかったが、広い神殿の寂さびしい気配を薄気味悪く感じていた。

　イリスの裾を摑む指にも、自然と力が籠こもる。

「シア、いいわね。私は顔を出せないから、まずは貴方あなたが一人でやるの。意識を飛ばしたら、私が尋じん問もんするから。手順は？」

「だ、だいじょうぶ……憶おぼえてる」

　シアは舌した足たらずな声で返事をした。

　二人は、ある一室の前で立ち止まる。

　イリスの手が、シアの背を押した。

　シアは恐おそる恐おそる、裾から指を離し、扉をノックする。その間に、イリスは廊下の隅すみに隠かくれた。

「あ、あの──メイヤー様のお使いで来ました。開けてください」

　シアは習った通りの声で呟つぶやく。

　扉とびらの向こう側から、慌あわてた様子の声が返ってきた。

「え？　メイヤー様の……？　はい、はい、ただいま」

　扉はすぐに開いた。顔を覗のぞかせたのは、まだ十二かそこらの少年である。

　あまり見ない顔であるシアを見下ろして、その神しん官かん──エリオットは、眼めをしばたたかせた。

「あれ……？」

　そこでエリオットの声は途と切ぎれた。

　シアは彼の顔を見上げ、彼はシアのほうを見下ろしていた。

　その体が不自然な体勢で固まり、眼が焦しよう点てんを失う。

　シアはその琥こ珀はく色いろの眼まな差ざしで、じっとエリオットを見つめた。

　来訪者ビジター達の中でも、シアだけが持つ特殊な力──相手の意識を一時的に乗っ取る魔ま眼がんの効果を称たたえて、イリスが控えめに口笛を吹く。

「よくやったわ、シア。しばらくそのままね」

　命令されて、視線を少年に据すえたまま、シアは頷うなずく。

　イリスが少年を部屋に押し込めながら、後ろ手に扉を閉めた。もちろんシアも室内に入り、その間、エリオットの眼を見続けている。

　彼の耳元に、イリスが囁ささやく。

「貴方あなたがエリオットね？　フェリオ王子のお供ともをしていたっていう──」

「……はい」

　エリオットは力のない声で返事をした。その眼はシアに据えられたままで、どこか眠たげにも見える。

　古いにしえに〝魔眼〟と呼ばれた、人ならぬ者の技──それを科学の力で実現させたのが、シアの持つ力である。

　まだ研究段階の技術で、成功例も彼女のみだった。

　自じ白はく剤ざいを使用したり拷ごう問もんをするより、挽はるかに手軽で、しかも正しい情報を引きだし、なおかつ相手に〝話した記き憶おく〟さえ残さない──そんな画期的な技術ではあったが、いかんせん、成功したのがシアだけである。

　そのため、この能力は研究の成果というよりも、彼女自身の超能力じみた力を、偶ぐう然ぜんに引きだせただけなのではないかとさえ言われていた。主任研究者だった男が死亡し、彼が私的に研究中だったデータが失われたことも、研究の遅ち延えんに影響している。

　難しいことは、シア自身にはよくわからない。

　ただ、相手と視線を合わせ、自分の頭をからっぽにすると──まるで鏡かがみに映したように、相手の頭の中もからっぽになるらしい。

　この間は、第三者の言葉によって記憶の引き出しを開けることができ、当人は喋しやべったことを憶おぼえていない。

　この状況が長時間にわたると自律神経系への負ふ荷かがかかるらしく、あまり長くは使用できない。相手のためを思えば、せいぜい十分かそこらがいいところである。

　シアはその技術を、エリオットという少年神しん官かんに施ほどこしていた。

　イリスが質問を紡つむぐ。

「来訪者ビジター、リセリナのことを聞きたいの。彼女は神殿に来ている？」

「来て……ません」

「……来てない？　どこにいるの？」

　イリスの声に険けんが籠こもった。しかし、操あやつられているエリオットが臆おくすことはない。

「神しん域いきの街まちに……宿をとって……」

「……なるほど。まずは様子見ってことね。宿の名前は？」

「憶おぼえてません──」

　イリスが舌した打うちした。シアの能力は確かに便利だったが、万能ではない。本人が忘れていた場合、その記き憶おくを引きだすことまでは不可能だった。

「じゃあ、場所は？」

「フェリオ様達が決めていたので、僕は知りません──」

　イリスの嘆たん息そくが深くなった。シアは無言で、エリオットの眼めを見つめ続ける。

「連絡方法は？」

「日没までに、フェリオ様の護衛の騎士が行って相談することに──連絡ができなかった場合には、リセリナ様達が神殿に来ることになってます」

「……そう。もう騎士の連絡は行ったの？」

「……たぶん……」

　イリスが思し案あんげに眼を細める。

「リセリナはここに来ると思う？」

「……来訪者ビジターの動向を探りに、来ると思いますけれど……」

　その答えに、イリスが凄せい惨さんな微笑を見せた。

　一方、シアは内心で首を傾かしげる。

〝リセリナが──神殿に来る？〟

　それなら、会いたいと思った。イリスと違って、彼女なら優やさしくしてくれる。シアのことをぎゅっと抱きしめて、夜は子守唄も歌ってくれる。

　シアは、イリス達がどうしてリセリナを目の敵かたきにしているのか、それをあまり理解していなかった。イリスとリセリナの仲が悪いことは知っているが、目的は捕ほ縛ばくであって、殺害だとは思っていない。

　仮かりにイリスがそのつもりでも、ムスカが冷静に止めてくれると信じていたし、なにより今のイリスは腕輪を壊こわしていて、戦える力を持っていないのだ。

〝会いたいな……〟

　ここ数週間、ほとんど誰だれにも甘あまえられなかったシアは、リセリナのことをぼうっと考えた。

　ムスカは優やさしいが、この世界についての勉強や持ち物の修理に忙いそがしそうで、気軽には甘あまえにくい。他の面々は、そもそも甘えさせてくれない。無ぶ愛あい想そうなバニッシュ、反応を示さないカトル、言ってることがよくわからないパンプキン──そこへいくとリセリナなら、一いつ緒しよに遊んでくれたりもする。彼女は優しいのだ。

　イリスの尋じん問もんは、まだ続いていた。

「ところで──貴方あなた達は、来訪者ビジターがどうして神殿にいると思ったの？」

「手紙の筆ひつ跡せきが……来訪者ビジターの字だって、リセリナ様が……」

「ふぅん──少しは効いたのね、あの罠わな」

　イリスが嗤わらった。

　しかし、その次の少年神しん官かんの言葉に、彼女は顔を強こわ張ばらせる。

「あと──エンジュさんから、神殿騎士と来訪者ビジターが手を組んだって聞いて──」

「……なんて言ったの、今？」

「エンジュさんから、神殿騎士と来訪者ビジターが……」

　律りち儀ぎに同じ回答を繰り返すエリオットを、イリスは強く睨にらんだ。

「エンジュって、狩人かりうどのエンジュ・シェパード？」

「そうです」

「どうして彼が、王子と一緒にいるの？」

「志願兵としてラシアン卿きようの軍に加わって──あの内乱の時に、有力貴族の方かたを助けたり、フェリオ様の策のためにわざと敵の捕ほ虜りよになったり、ずいぶん戦せん功こうをたてたとか──それと、リセリナ様を来訪者ビジターの別の娘と見間違えて、それが縁えんで──」

　エリオットは訥とつ々とつと語る。まともな思し考こうが働いていないため、紡つむがれる言葉はどうにもたどたどしい。だが、その要点ははっきりと摑つかむことができた。

「リセリナ……」

　イリスが低くその名を呟つぶやいた。声には嫌けん悪おと敵意が危険な濃こさで含まれている。

「あの馬ば鹿か女おんなは、私の神経を逆さか撫なですることにかけては天才的ね」

　その言葉に、シアは自分が叱しかられたような気がして、びくりと身を竦すくませた。視線はエリオットから外さない。そんなことをすれば、余よ計けいにイリスの怒りを買うことになる。

　イリスは終了の合図として、シアの頭を軽く撫なでた。

　そのまま彼女は、部屋の扉とびらを開けて廊下へ出る。イリスが角に身を隠かくしたのを見計らって、シアはエリオットから視線を逸そらせた。

　その途と端たんに、シアの施ほどこした魔法が解ける。

　エリオットの眼めに生せい気きが戻った。

「……あれ？　ええと……メイヤー様の使いって、君？」

　年下のシアに向けて、エリオットが腰を屈かがめて問う。彼自身の感覚は、尋じん問もんの直前から今まで、すっかり止まっていた。

　シアはぺこりと頭を下げた。

「ご、ごめんなさい。部屋を間違えたみたいで……」

　一礼して、シアはそそくさと身を翻ひるがえした。

「あ、そう──」

　エリオットは釈しやく然ぜんとしない様子で頷うなずき、シアの背を見送った。

　見慣れない顔のシアに不ふ審しんを抱いた様子だったが、神殿には地方の神しん官かんの子弟が多く修しゆ行ぎように来ている。新しん参ざんの一人とでも思ったのかもしれない。

　シアは角で待つイリスのところまで駆けると、大きく息を吐いた。

　心臓がどきどきと波打っている。

「ごくろうさま。上出来よ、シア」

　暗がりでイリスが笑う。

　その凄せい惨さんな笑顔を見ても、シアの心は少しも晴れなかった。
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　フェリオの宿には、親しん善ぜん特とく使し時代の執しつ務む室しつがそのままあてられた。

　朝のうちに自室に落ち着いてから、ずっと──フェリオは塞ふさぎこんだままである。

　ウルクとの継続的な面会は叶かなわなかった。ウルク自身の口から、それを断られてしまったのだ。カシナートか誰だれかの指示だったのかもしれないが、ウルクがフェリオのことを憶おぼえていないのは、厳げん然ぜんたる事実らしい。

　レミギウスへの見舞いも上うわの空のままに終え、今のフェリオは何も言葉を発せずに、椅子の上で呆ぼう然ぜんとしていた。

　夕刻を過ぎ、外はもう暗くなりつつある。

「フェリオ様──」

　ライナスティが慰なぐさめの言葉を口にしかけたが、しかし肝かん心じんの言葉が見つからずに口をつぐんだ。

　フェリオはそのことに気づいて、弱いながらも微笑を向ける。

「ライナスティ、俺おれは大丈夫だ。ウルクの身は、無事だったんだし……記き憶おくだって、戻る可能性はあるはずだ。気長に待てばいい」

　祈いのるような気持ちで、フェリオはそう強がってみせた。

　ライナスティが恐きよう縮しゆくしたように頷うなずく。

　──空気が重い。

　エヴァ司し祭さいは気分を悪くして、自室に引ひき籠こもっている。彼女にとっても、ウルクは大事な孫娘のような存在だった。そのウルクにあんな態度をとられては、無理もないと思う。

　特とく使しの執しつ務む室しつには、フェリオとライナスティだけがいた。他の王宮騎士達は、隣室と廊下で警備をしており、そのうち一人は神殿を出てリセリナ達へ連絡をつけに行った。彼もそろそろ、戻る頃ころである。

　再び無言の数十秒が続いた後で、ライナスティが口を開いた。

「……フェリオ様、やっぱり、どう考えてもおかしいですよ」

　ライナスティは迷いの残る口調でそう呟つぶやいた。

「おかしいって、なにがだ？」

「ウルク様のことです。俺おれは昔、騎士になる前に──事故にあって記き憶おく喪そう失しつになった奴やつを、一度だけ見たことがあるんです。今朝からずっと考えていたんですが、ウルク様は、全然雰ふん囲い気きが違います」

　フェリオは顔をあげた。ライナスティの眼めはいつになく真剣である。

　金髪の騎士は自信のない様子ながら、身ぶり手ぶりを交えて話し始めた。

「普通──っていうほど、例を知っているわけじゃありませんし、俺が見た奴と、施せ療りよう師しから聞いた話との、混ぜこぜになりますが……普通、記憶喪失の人間てのは、もっとおどおどしているか、無気力になっているかのどちらからしいです。記憶を失った直後なら尚なお更さらですよ。自分が自分である確信を失っているんですから、不安じゃないわけがない。今朝のウルク様みたいに、あんなに平然としていることがまずおかしい。それがまず一点──」

　ライナスティの言葉に、フェリオは眉まゆをひそめた。それが事実なら、なおのこと、事態が読めなくなる。

「もう一点は、ウルク様の言葉です。〝自分のことは忘れてくれ〟って……あり得ませんよ。記憶を失った人間は、だいたい自分の記憶を取り戻そうとするか、また例によって無気力になるかのどっちかで……あとは怯おびえて極端に人を避けるって場合もあるらしいですが、ウルク様はそのどれにもあたりません。笑顔であんな台詞せりふが出てくるのはおかしいんです。もちろん、ああ言うようにカシナート司し教きようから指示された可能性もありますが……それにしたって、やっぱりあの自然すぎる笑顔が納なつ得とくいかないんですよね」

　困こん惑わくもそのままに、ライナスティは一息に語った。

　その指摘の、一つ一つを潰つぶしていくと……

「じゃあ……記憶を失っているんじゃなくて、あれはウルクの演技だったっていうのか？」

　フェリオはそう問いかけた。ライナスティは困惑したように首を傾かしげる。

「残念ながら、フェリオ様のことを知らないのは事実だと思います。あの様子だと──だからこそ、俺おれにもよくわかんなくて……ウルク様には、双ふた子ごの姉妹とかいないんですか？」

　ライナスティは別人説まで言い出した。

　フェリオは首を横に振るしかない。

「……あれはウルクだよ」

　フェリオはそう断じた。

「眸ひとみの色も、髪の色も、肌はだの色も──寸すん分ぶん違たがわず、ウルク本人だった。見間違えはない。ここしばらく、ずっと一いつ緒しよにいたんだから」

　自分の言葉にふと懐なつかしさを憶おぼえて、フェリオは胸に痛みを憶えた。

　──忘れられて気づいた。

　彼女を護まもっているつもりで、自分がどれだけ、ウルクの存在によって救われていたか──

　彼女がいるだけで、フェリオは安らぎを感じていた。たとえ傍そばにいなくとも、何処どこかにいるという確信があれば、フェリオは彼女を近くに感じることができた。

　見間違えるはずがない。

　フェリオは大きく深く、涙の代わりに息を吐き出した。

　ライナスティは腕を組み、考え込んでしまう。

　話が途と切ぎれたところで、フェリオはふと、気配を感じて背後の窓に視線を向けた。

　ちょうど窓の向こう側に、人の手が下から伸びていた。

　硝子ガラスを叩たたこうとしたその細い手を見つけて、フェリオは慌あわてて先に窓を開ける。

　そこにはいたのは長い黒髪を風になびかせた少女──リセリナだった。

「リセリナ、こんなところから……」

　といって、表からでは入って来れないのも事実である。神殿の門や出入り口は、神殿騎士達によって見張られている。

　外の壁をつたってきた来訪者ビジターの少女は、部屋に入るなりフェリオにしがみついた。

「フェリオさん！　ウルク様のこと、本当なんですか!?」

　使いに行った騎士から聞いたらしい。正面からでは入れないために、夕ゆう闇やみを待って独ひとりでここまで忍しのび込んできたのだろう。

　間近で取り乱して問う彼女に、フェリオは小さく頷うなずきを送った。

　リセリナが目許を歪ゆがめた。

「どうして──どうして、ウルク様の傍にいてあげないんですか！」

　──どうして、とは、フェリオの側が問いたいことだった。

　どうして、リセリナがこうも取り乱しているのか、フェリオにはさっぱりわからない。彼女とウルクは、それほど親密な関係でもなかったはずである。

　困こん惑わくするフェリオの代わりに、ライナスティがその肩を摑つかんだ。

「フェリオ様だって、ウルク様とじっくり話したかったんです。だけど、ウィータ神殿の連中が許可を出さないし、肝かん心じんのウルク様もそれを拒否してて……」

「でも──でも……」

「落ち着いてください、リセリナ様。一番つらいのは、フェリオ様です」

　ライナスティの言葉を受けて、リセリナはようやく、フェリオの胸から手を放した。

　乱れたフェリオの服をそのまま直しながら、リセリナはぽつぽつと呟つぶやいた。

「す、すみませんでした……びっくりして……でも──」

　リセリナが、真下からフェリオの眼めを見上げた。

「フェリオさん。フェリオさんにとって、ウルク様はとても大切な人なんでしょう？　今のままだと、ウルク様はきっと、近いうちにウィータ神殿に戻されちゃうはずです。記き憶おくがないくらいで……離れてしまっても、いいんですか？」

　それは真しん摯しな声だった。

　フェリオは何故なぜかいたたまれなくなって、リセリナから眼を逸そらした。

　異性からこうして責せめられるのは、初めてのことだった。

「でも……ウルク本人が、俺おれと会うのを嫌がっているんだ。無む理り強じいは……」

「それは記憶がないからです！　記憶が戻れば、ウルク様は……」

　リセリナは、その眼に涙を溜ためていた。
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　フェリオは啞あ然ぜんとする。何故なぜ、彼女が泣いているのか、それがわからない上に、その美しさにどきりとした。

　リセリナは感情をぶつけるように、その声を潜ひそめながらも、語気だけを強めた。

「ウルク様はきっと、ウィータ神殿を裏切ってでも、フェリオさんのことを第一に考えたはずです。そんなウルク様の心に、貴方あなたは〝諦あきらめ〟で応こたえる気なんですか？　貴方がウルク様を助けないで、誰だれが助けるんですか！　もっといい顔をしてください！　今のフェリオさん、眼めが死んでます！」

　それは叱しかりつけるような声だった。

　唐とう突とつなリセリナの言葉に、フェリオは驚いて絶句した。ライナスティも戸と惑まどいを隠かくせず、眼をしばたたかせている。

　だが──リセリナの言葉の、その本質は、フェリオの心に喝かつを入れた。

　ふつふつと、心に温度が戻ってくる。

　眼が死んでいる──自分でも、それはわかっていた。だが、どうにも気分を変えるきっかけが摑つかめずにいた。

　突然やってきたリセリナの、唐突ともいえる叱しつ責せきは、フェリオの感情を大きく揺さぶった。

　そしてフェリオは、やっと思いだした。

　自分にとって、ウルクがどれだけ大切な存在なのか。

　そして、〝ウルクにとって〟、フェリオ自身がどれだけ大切な存在だったか。

　彼女にその記き憶おくを失わせたままでいることに、フェリオは耐えられなかった。

　涙を溜ためて、リセリナが微笑した。

　フェリオは彼女の微笑によって、自分の眼が生せい気きを取り戻したことを知る。

「──ありがとう、リセリナ」

　フェリオはリセリナの両肩に手を置いた。

「おかげで、目が覚めた。ウルクの身み柄がらをなんとかして取り戻す。それが無理でも……諦あきらめたりはしない」

　リセリナが頷うなずいた。眼に涙を溜めながらも、彼女は微笑ほほえんでいた。

　その涙は、たんにウルクのために感情が昂たかぶったゆえなのか、それとも何か他の意味があるのか──そこまでは、フェリオにはわからない。

　ただ──リセリナは、本当の意味で〝優やさしい〟娘なのだと、フェリオは実感した。
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　フェリオの部屋に飛び込んだリセリナは、一息つくなり、状況の詳くわしい説明を求めた。

　使いの騎士からは、発見されたウルクが記憶喪そう失しつになっていたとしか聞いていない。

　フェリオが気落ちしているであろうことは、その時にすぐ想像できた。

　実際に来てみれば──思った通りに、フェリオの眼めは力を失っていた。

　リセリナは悔くやしかった。

　ウルクとフェリオの関係に嫉しつ妬としたわけではない。

　ウルクが、あれだけフェリオのことを慕したっているにも関かかわらず……当のフェリオが気落ちしてしまって、彼女を諦あきらめそうになっていることが、許せなかった。

　少し強い言い方をしたのは、その怒りのためである。リセリナは、ウルクのために怒ったのだ。

　住む世界が違っても、同じ女だからこそ──リセリナには、ウルクのことがわかる。

　そしてフェリオを叱しかりながら、リセリナは自身の弱さが情けなくて、涙を流した。

　ウルクの心を代わりにぶつけることはできても、自分の好意を彼にぶつけることができない、その弱さが情けなかった。

　だが今は──それでいい。

　自分の言葉で、フェリオを動かすことができた。フェリオとウルクと、二人のために、為なすべきことが少しだけできた気がした。

　リセリナはフェリオ達から、ウルクの様子をつぶさに聞いた。

　ライナスティの分析で、〝記き憶おく喪そう失しつ症しようには見えない〟ことにまで話が及ぶと、リセリナは自分のもっていた予感の正しさを確信した。

　二人を前にして、リセリナは小声で問う。

「フェリオさん──〝多た重じゆう人じん格かく障しよう害がい〟って、ご存知ですか？」

「……いや。初めて聞く言葉だ」

　フェリオとライナスティは、二人とも首を横に振った。当然の反応かもしれない。

　リセリナは説明を試みる。

「頭の中に別の人格を作ってしまう、心の病やまいです。珍しい病気ではあるんですが……たとえば、ある一瞬を境さかいにして、性格がまったくの別人になったり、また元に戻ったり……そういうのを繰り返すようになるんです」

　フェリオ達にも理解ができるよう、リセリナは話をできるだけ単純化した。

「一つの体に、〝二つの心が入っている〟と思ってください。どちらかが偽にせ物ものでどちらかが本物というわけでもありません。どっちも間違いなく本物なんですが──」

　リセリナの説明に、フェリオ達は困こん惑わくしていた。

「……こう考えてください。ウルク様の心が、一本の大きな木の幹だとします。多重人格障害っていうのは、この幹から枝分かれした部分が、本人の代わりに表に出てしまうような状態なんです。どちらも間違いなく本人です。でも、傍はたから見るとほとんど違う人になってしまいます。そしてこの場合、一人の人間なのに、人格毎ごとに別々の記憶を持ち、その記憶が本人と共有されないこともあります。ウルク様は今、そういう状態なのかもしれません」

　フェリオとライナスティが、揃そろって沈黙した。多た重じゆう人格の場合、形成される人格は一つとは限らない。場合によっては数十人に及ぶこともある。

　だが──リセリナの予測が正しければ、ウルクの中にある〝もう一つの人格〟は、たった一つのはずだった。

　それはおそらく、人じん為い的てきに枝分かれさせられた人格である。

「来訪者ビジターの一人──シアには、他人をそういう状況にする力があります」

　フェリオが眼めを剝むいた。

　無理もない。この世界の人間達にとっては、あり得ない話だろう。

「別の人格を……本人の中に作るってことか？　無理矢理に？」

　フェリオの啞あ然ぜんとした声に、リセリナは頷うなずいた。

「研究班が別だったので、詳くわしいことは私も知りません。でも、その被ひ験けん体たいだった子のことはよく知っていますし、その技術がどういうものなのかも、噂うわさでは聞いています」

　まだ幼いシアは、もちろん望んでその技能を得たわけではない。生まれた直後から、彼女は研究のために使われてきた。

「別の人格を作成するとはいっても、まったく別の人物に仕立てあげることは、私達の技術ではまだできません。それを無理にやろうとすると、対象者への負ふ担たんが大きくなりすぎるので──もしウルク様の症しよう状じようが、シアの施ほどこした技術によるものなら、元の幹、つまりウルク様の本来の性格に近い枝を、その幹から引っ張りだし、表の人格として優位に立たせているんです。この人格は、元の幹であるウルク様の記憶を持ちません。でも、性格はほとんど同じです。そのせいで、ライナスティさんが不ふ審しんに思うような、変な記き憶おく喪そう失しつ症しように見えてしまっているんです」

　リセリナの言葉に、ライナスティが頷うなずいた。

「うーん──よくわかりませんが、わかりましたよ、フェリオ様。こいつはつまり、〝悪あく魔まの洗せん礼れい〟って奴やつです。あれの正しよう体たいが、リセリナ様の話してくれたこれなんじゃないでしょうか」

　ライナスティの紡つむいだ単語は、リセリナにとって耳慣れないものだった。しかしフェリオの方は、納なつ得とく顔がおで頷いている。

「あの……悪魔の洗礼って、なんですか？」

「うん。今、リセリナが話してくれた症状と近い話だよ。ごくごく稀まれにいるんだ。自分の意思とは無関係に、別人みたいになって行動する人間が……だいたいは暴力的か、酷ひどく塞ふさいでいるか、あるいは異常に陽気だったりで、あんまりまともじゃない性格になるって聞く。普通の時の本人にはその自覚がない。だから悪魔の洗礼なんて呼ばれているんだけれど……でも、ウルクにはそういう暴力的な部分は感じなかったから、その可能性は考えてなかったな」

　フェリオは思し案あんげに呟つぶやいた。この世界にも、呼び名が違うだけで同じような症状はあるらしい。

　そしてフェリオは、リセリナを真まっ向こうから見つめた。

「でもリセリナ。それだったら、〝普通の時のウルク〟も、いずれ出てくるはずだ。つまり──俺おれのことを覚えているウルクも」

　リセリナは──首を横に振った。

「──その可能性は低いと思います。シアの能力の肝かん心じんなところは、元の人格である幹を〝封ふうじる〟ことにあるんです。むしろ、元の人格を封じることで、枝の部分を表に出すことに成功した、といった方がいいかもしれません。普通、健全な人間なら、幹の部分にあたる主人格が一番強くて当たり前なんです。それなのに、新しく枝分かれさせた、記き憶おくをもたない人格を表に出そうとすれば──」

　ライナスティが何度も頷うなずいた。

「なるほど。元の人格を封じないと、その枝の部分は表に出て来れない、ってことですか。でもそれって、裏を返せば……」

「あぁ。幹の部分を起こすことができれば、ウルクは元に戻るかもしれない」

　フェリオの声に、力が籠こもった。

　リセリナは頷いた。

　──心の中では、震えている。

　フェリオは今、希望を持った。その希望を潰つぶしたくない一心で、リセリナはある言葉を吞のみ込んでいた。

　幹にあたる主人格を黙らせるのには、二つの方法がある。

　幹の部分を〝壊こわす〟か、〝眠らせる〟か。

　壊した場合、その復ふく元げんは不可能だろう。眠らせた場合でも、起こせるかどうかはなんともいえない。半永久的な眠りということも充分にあり得る。そもそも頭の中のことを、ろくな施設もないこの世界で、どうこうできるはずもない。

　自然に発生した多た重じゆう人じん格かく障しよう害がいでも、治療には大変な困難を伴ともなう。人じん為い的てきに為なされた今回のような場合には、そもそも治らない可能性も高い。

　表に出ている枝の部分、それも間違いなく、ウルク本人ではある。

　今の枝の部分には、幹にあたる主人格の記憶へのアクセス権がない。

　その記憶の部分が、壊されたのか、それとも鍵かぎをかけられているだけなのか──

　リセリナには、判断がつかなかった。

　その不安を隠かくして、リセリナはフェリオに微笑ほほえみかけた。

「戻せるとしたら……シア本人か、ムスカ教授かイリスが、その方法を知っているかもしれません。もし聞き出せなくても、フェリオさんがウルク様と話し続ければ、その刺激でいつか記憶が戻る可能性はあると思います」

　それは無責任なまでに楽観的すぎる言葉だった。

　だが今のフェリオに対して、〝もうウルクは元に戻らないかもしれない〟などとは、絶対に言いたくない。そのことは、フェリオに余よ計けいな迷いを与えてしまうだけである。

　──簡単に治るようでは、スパイ対策の技術として役に立たないのだ。

　シアが持つ力は二つ。

　一つは催さい眠みん術じゆつに近いもので、眼めを合わせた相手の意識を奪い、本人に気づかせないうちに、さまざまなことを喋しやべらせる。つまりは〝尋じん問もん〟の力である。

　ほぼ一瞬で効く代わりに、シアが目の前に居続けないと効果がない。シアが視線を逸そらした瞬間に解けるため、邪じや魔まをする人間が一人でもいたら役に立たない。視線を合わせる時間は約二秒──この間に相手が眼を逸らした場合も、効果はない。

　もう一つが、ウルクに施ほどこされた可能性の高い、主人格の封ふう印いんと別人格の追加だった。こちらはいわば、〝洗せん脳のう〟のための力といっていい。

　最低でも数日間、対象者を拘こう束そくし、シアが腕輪から伸ばした電極によって、相手の脳に刺激を与える必要がある。

　その間にはシア自身の休息も必要とあって、気軽に処置するというわけにはいかない。効果のわりには、時間も手間もかかり過ぎる。まだ研究途上の技術だけに、そのあたりは仕方がないとも言えた。

　ウルクにこの技術が施された可能性を、リセリナが疑ったのには、この日数も関係していた。

　彼女の行方ゆくえ不明から発見までは、数日が経たっている。その間こそが、イリス達による処置の時間だった公こう算さんが強い。

　イリス達の狙ねらいは、カシナート司し教きようへの協力だろう。彼らがアルセイフに敵対する上で、フェリオに味方するウルクの存在が邪魔になったのだ。

〝それなら、私は──〟

　イリス達の思い通りにはさせない。フェリオも、ウルクも、そしてこのアルセイフという国も、護まもりきってみせる──

　リセリナはその決意を新たにすると、目の前のフェリオを見つめた。

　ようやく覇は気きを取り戻しつつあるフェリオは、リセリナの眸ひとみに眩まぶしく映る。

　彼との出会いがもし運命だとしたら──

　その運命はきっと、リセリナのささやかな望みを叶かなえてくれると、そう思いたかった。
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　シャジールの民であるコウ・シェルパ司教は、神殿の奥深くに幽ゆう閉へいされていた。

　四方を石壁に囲まれたその強固な部屋は、元は神しん官かんの瞑めい想そう室しつだった。今はコウ司教のために改装されて、彼を囚とらえる檻おりとなっている。

　護衛の騎士達を従え、カシナート・クーガはそこを訪れた。

　コウ司し教きようは、平常と変わらぬ様子でくつろいでいた。

　ランプを天井に吊つるし、その明かりの下で茶を飲みながら、コウ司教は金色の眼めをカシナートに向ける。蛇へびの姿をした司教は、いかにも悠ゆう揚ようとしていた。

　その眼を恐れずに見返して、カシナートは問いかけた。

「ご不便はありませんか」

　コウ司教が小さく首を横に振った。

「私の不便は一つだけ──ここを出られぬことです」

　率そつ直ちよくな物言いで、媚こびる様子はない。淡たん々たんと、全すべてを赦ゆるすような声でそう言った。

　カシナートは薄く嗤わらう。

「それは仕方がありません。貴方あなたが北方民族への支援行為を、神殿の罪と認めてくださらぬからです」

　コウ司教が眼を閉じる。

「我々は柱はしら守もりの方かた々がたに、神殿に仕える報ほう酬しゆうとして輝石セレナイトを渡しておりました。その輝石セレナイトを彼らがどう使おうと、それは彼らの自由です」

　囚われているにも関かかわらず、コウ司教の声は穏おだやかだった。

　物腰は柔やわらかいくせに、他人を護まるることにかけては、見た目以上に強ごう情じようなのがシャジールの民である。

　カシナートは、すでに何度か繰り返した言葉を投げる。

「貴方は彼らを北方民族と知って支援していた。重ね重ね、相そう違いはないですね？」

「北方の民と知ってはいました。ですが彼らが何者であろうと、我々のために働いてくれたのですから、報ほう酬しゆうを与えるのは当然の義務です。それともウィータ神殿では、無報酬の協力者達しか存在が許されぬのですか？」

　コウ司教の言葉は、あくまで静かに澄んでいた。言葉の内容ではなく、声が正しさを体現する──そんな気配さえ漂う声である。

「コウ司教。私は、貴方と議論をしに来たわけではありません。貴方がウィータ神殿の方針に、従う気があるかないか──そのことを、最後に確認しにきたのです」

「ならば、とうに答えは出ているはずです」

　コウ司教が微笑ほほえんだ。

「私はシャジールの民。人を護ることを選びます。この国の人々を、不幸にはしたくありません。我々は争いませんが……理の伴ともなわぬ暴力に、屈くつすることはありません」

　予想通りの答えだった。

　シャジールの民には、カシナートも剣を向けにくい。逮たい捕ほだけでも相当に思い切った行動だったのだ。

　彼らがいなければ、輝石セレナイトを精製することはできない。輝石セレナイトは精製されなければ、何の効果ももたらさない。だからこそ、シャジールの民は神殿にとって欠かかせぬ人々なのである。

　コウ司し教きようの身をカシナートが捕らえたのは、フォルナムに対して〝本気〟であることを示すため──そしてもう一点、他のシャジールの民が、精製作業をやめぬように、コウ司教を〝人ひと質じち〟として活用するためだった。

　今のところ、その思おも惑わくは外れていない。

　そして、もっと大きな利点もある。

　コウ司教は、フォルナム神殿の要かなめである。彼自身が長の立場に就つくことを是ぜとしなかったために、神じん師しの地位こそレミギウスに譲ゆずったが、この神殿の実質的な指導者は彼だった。

　そのコウ司教さえ捕らえれば、この田舎いなかで平和に慣れたフォルナムの神しん官かん達など、右往左往するばかりで何もできない。

　コウ司教を害する必要はない。もしシャジールの民に害を為なせば、それを為した側が悪と定められてしまう。

　要は、コウ司教と神官達を接触させなければいいのだ。

「コウ司教。我らはこれより、このフォルナム神殿の自治権を取り上げます」

　コウ司教は、その金の眼めをわずかに動かした。

「──貴方あなたにも、私の指示に従っていただきたかったのですが、貴方はそれを拒否された。北方民族への支援の罪と合わせて、しばらくその身を拘こう束そくさせていただきます。その間、フォルナム神殿の運営に関かかわる権限は、我々が預かることになるでしょう」

　自治権の接収──それはウィータ神殿による、フォルナムの制せい圧あつを意味する。

　コウ司教が、ゆっくりと首を左右に振った。

「──カシナート司教。そのやり方は、あまりにも性せい急きゆうではありませんか」

　カシナートは、今度は嗤わらわない。その鋭するどい眼まな差ざしでコウ司教を一いち瞥べつし、礼の後に背を向けた。

「性急なのは承しよう知ちの上です。我々にはもう、時間があまりない。失礼いたします」

　見張りの騎士達に警備強化の念を押して、カシナートは部屋を歩み出た。

　コウ司教達とカシナートでは、立場が決定的に違う点が、一つある。

　彼ら、シャジールの民は悠ゆう久きゆうの時の中で生き、カシナートは限りある命を懸けん命めいに生きる人間なのだ。

　人のもつ時間がごく短いからこそ、シャジールの民は全すべての〝人〟に対して、優やさしく接する。そこには敵も味方もない。

　その生き方はしかし、彼らにしかできないことだった。

　シャジールの民は人よりも長命ながら、むろん、寿じゆ命みようはある。

　寿命はあるが──彼らの世代交代の方法は、人に比べて、あまりに異質だった。不老でも不死でもないのに、見方によっては悠ゆう久きゆうを生きている存在ともいえる。

　人がもし、彼らと同じような存在だったならば、この世に争いは生まれなかっただろう。だが、人はシャジールの民のようには生きられない。生物学的にはもちろんとして、根本の部分が違うのだ。

　今、カシナートの邪じや魔まをする駒こまは、もう残っていない。

　コウ司し教きようは逮たい捕ほされ、レミギウスは病びよう床しようである。

　アルセイフに同情的だった神しん姫きの妹、ウルク司し祭さいは記き憶おくを失った。他の神しん官かん達など、ものの数ではない。

　唯ゆい一いつの懸け念ねんはアルセイフの国と、その王子たるフェリオだが、彼らも神殿の自治権を尊そん重ちようする限り、面と向かっての反抗はできないはずである。

　フェリオを補ほ佐さする来訪者ビジターの少女、リセリナについては、こちら側も来訪者ビジターのイリス達が、おそらくその始し末まつをつけることだろう。カシナートはこれに干かん渉しようする気はない。

　そしてもうじき──タートムも、アルセイフの国境を侵おかす。そのことで起きる騒そう乱らんは、先の内乱の比ではないだろう。

　カシナートは騎士達の見守る前を通り抜け、会議の間まへと向かった。

　コウ司教に続いて、レミギウスと高位の神官達を、捕らえるために。

　そして、フォルナム神殿を文字通り、〝制せい圧あつ〟するために。
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　リセリナは一人、夜の神殿内を駆け回っていた。

　目的は一つ──

　ウルクを説せつ得とくするつもりである。

　今のフェリオは立場上、ウルクに会うこともできない。そして聞いたところでは、彼女はもう、ウィータ神殿に帰る支度をはじめているらしい。

　彼女がカシナート達に噓うそを吹き込まれたことを、リセリナは確信していた。

　今のウルク自身には、この国に何の愛あい着ちやくもないのだろう。だがそれでも、今──話して、聞かせておかなければならないことが、たくさんある。

　場合によっては、ウルクをここからさらってもいいとさえ、リセリナは考えていた。もっとも、そこまで思い切ったことはフェリオにも話していない。フェリオに対しては、ウルクの症しよう状じようを見定め、それが来訪者ビジターの仕し業わざかどうかを判断するために、どうしても一対一で会う必要があると告げた。

　ジラーハに戻されたら、ウルクとフェリオは二度と会えないだろう。リセリナは、そんな結末は見たくない。来訪者ビジター達がもし関かん与よしているとしたら、これは自分の責任でもある。

　神殿騎士達の眼めにつかぬよう、外壁や屋根を巡って、リセリナはウルクがいるらしい部屋を目指した。

　フォルナム神殿でしばらく暮らしていたために、ある程度は建物の配置や構造も理解している。

　夜の闇やみに紛まぎれ、リセリナはウルクの部屋近くの外壁に身を寄せた。

　石壁の隙すき間まに指を這はわせ、その身を支える。

　ウルクの部屋の窓は、無用心にも開いていた。

　一瞬、誘さそいの罠わなかと警戒したが、リセリナはすぐにその理由を知る。

　ウルクは窓辺にいた。

　青くごつごつとした歪いびつな月をじっと見上げ、彼女は物思いにふけっていた。憂うれいを帯びた横顔には、見る者を惹ひきつけて離さない、整った美がある。

「……ウルク様」

　リセリナは、ごくごく小さく呟つぶやいた。

　ウルクがぴくりと反応して、辺りを見回す。

「誰だれですか？」

「フェリオ王子の、使いの者です」

　窓枠は石壁から、少し前に張り出している。壁と窓の影に身を寄せたまま、リセリナは小さな声で囁ささやいた。

　ウルクもすぐに、何者かがそこにいることを察したらしい。

「フェリオ王子の──使いの方？」

「はい。失礼ながら……ウルク様の本心を、どうしても直接にお聞きしたくて、こうしてうかがいました」

「……私の本心ならば、今朝けさ方がた、フェリオ様にお伝えした通りです」

　ウルクの声は、少し震えていた。

「人を呼びます。早くお逃げください」

　理の通らないことを言う。リセリナを捕らえたいのか無事に逃がしたいのか、本人も咄とつ嗟さのことで混乱しているに違いない。

　自分の立場としては、見過ごすわけにはいかない──

　しかしもし、この壁かべ際ぎわに現れた使者とやらが捕らえられれば、その使者は酷ひどい目に遭あう。それは忍しのびない。

　そんな具合に今、悩みが生まれたものらしい。

　彼女の優やさしさがそのままであることを知って、リセリナは少し安あん堵どした。

「お願いです。人を呼ぶのはもう少し待ってください、ウルク様。重ねて失礼ながら──私には、信じられないんです。貴方あなたがフェリオ様と離れることが──」

　リセリナの声は、本人の心を反映して自然に硬かたくなった。

「貴方あなた自身は憶おぼえてないかもしれない。でも、もし後になって思いだしたら──きっと、ここを離れたことを、深く深く後こう悔かいするはずです。せめて話を──」

　ウルクが──ゆっくりと、溜ため息いきを吐ついた。

「──お入りください。今は、誰だれもいません」

　彼女は少し迷った末すえに、窓辺から身を引いた。

　リセリナは猫に近い身のこなしで、その窓から室内に入る。

　その途と端たんに、ウルクの驚いた眼まな差ざしがリセリナを出迎えた。

「──え？　イリス──!?」

〝やっぱり、あの子の仕し業わざ──〟

　リセリナはそのことを確認して、表情を強こわ張ばらせた。

「……イリスに会ったんですね？」

「あ──じゃあ、貴方が……リセリナ様？」

　ウルクの声は呆ぼう然ぜんとしていた。

　そして彼女は眉まゆを険けわしくし、リセリナを睨にらんだ。

「──お帰りください。貴方の話を聞くなと、強く言われて……」

「ウルク様。貴方は自分の眼めと耳と、他人の眼と耳。どちらを信頼されますか？」

　リセリナは機先を制して問いかけた。

　あのイリスが、ウルクに吹き込みそうなことに関しては想像がつく。おそらくは、フェリオやリセリナを悪く言いながら、自らの厚こう意いを押しつけたに違いない。

「貴方の眼から見て……フェリオ王子は。そして私は、そんなに信用できない人間に見えますか？」

　問う声は、少しきつくなった。

　言いながらそのことに気づいて、リセリナは慌あわてて言い直す。

「いえ──私のことは、信頼できなくても仕方ありません。もともと、私はこの世界の人間でさえないですし──でも、ウルク様。フェリオさんのことだけは、どうか信じてあげて欲しいんです。あの人は──あの人は、貴方のことをずっと案じていて──それに、私なんかが言うことじゃないんですけど……」

　必死に説明を試みるリセリナを、ウルクはじっと見つめていた。

　その眸ひとみは穏おだやかで美しく、聖せい母ぼのようで──リセリナはつい、罪を告白しているような心持ちになる。

「以前のウルク様は、あの人のことを、本当に──心から、心配していたんです」

　ウルクの表情が、ぴくりと震えた。

　リセリナは訥とつ々とつと呟つぶやく。

「私は、お二人の間に何があったのか、詳くわしくは知りません。でも、フェリオさんは貴方あなたのことを自分自身よりもずっと大切に想おもっていて、そして貴方も、その身を挺ていして、フェリオさんを護まもろうとしていたんです。フェリオさんは、それで貴方が危険にさらされるのを恐れて、この神殿に預けました。そこを貴方は狙ねらわれ──」

「黙りなさい！　リセリナ！」

　鋭するどい制止の声は、ウルクからではなく──扉とびらから響いた。

　鍵かぎを切断して、飛び込んでくる影がある。先行したのは、姿の見えない刺し客かく──

　リセリナは咄とつ嗟さの判断で、窓へと飛とび退のいた。

　来訪者ビジターの一人、〝カトル〟は、姿を周囲に同化させ、まともに視認させない。真正面から戦うには、手て強ごわい相手である。

　窓枠から下へと飛び降りようとして、リセリナはウルクの姿を視界に認め、一瞬だけ迷った。

　ウルクと話しているところを、イリスに聞かれた──となれば、ウルクの身に更さらなる危き害がいが及ばないかと、そのことが気になった。

　リセリナの視線を受けたウルクは──

「イリス！　その子が急に……曲者くせものです！　早く、捕まえてください！」

　唐とう突とつに、凜り々りしい声を張った。

　態度の豹ひよう変へんにリセリナは驚いたが、ウルクはイリスの元に駆け寄る振りをして、狭せまい部屋でカトルの進路を塞ふさいでいる。

　飛び込んできた何かに反応しながら、曲者を逃がそうとするその機き転てんは、リセリナにも伝わった。

　イリスが叫ぶ。リセリナと同じ顔に露ろ骨こつな憎ぞう悪おを浮かべて、彼女はそこに立っていた。

「カトル！　リセリナを仕し留とめなさい！」

　リセリナは窓から飛び降りた。少し遅おくれて、天井ぎりぎりでウルクの頭上をすり抜けたカトルも降ってくる。イリスはウルクの傍そばに残った。

　イリス達がここで出てくることを、まるで予想していなかったわけではない。だが、その可能性はそれほど高くないと思っていた。来訪者ビジターとして面めんが割れている彼女達が、神殿内をうろつくと、他の神しん官かんに見つかる可能性もある。

　なにより──リセリナは、フェリオと共に神殿に入らないことで、神しん域いきの街まちに残っていることをイリス達に伝えたつもりでいた。

　今いま頃ごろは街のほうを探し回っているだろうと思っていたが、認識が甘あまかったらしい。

　神殿の中庭に降りたリセリナは、まず周囲を確認した。今の時点で警戒すべきは、来訪者ビジターのうちでも約三人だけである。追ってきているカトル、バニッシュ、そしてパンプキン──イリスの腕輪はフェリオの刀によって壊こわされているし、ムスカは力はあるものの、動きが遅おそい。この三人と別々にあたる限り──リセリナには、まだ勝ち目があった。

　走りながら考える。ここでもし、カトルだけでも仕し留とめることができれば──

　言葉を発さないために目立たない存在だが、彼のような者の危険さを、リセリナはよく承しよう知ちしていた。暗殺的な技能に特化する彼を倒せれば、イリス達にとっては大きな損失となるし、今後にわたってフェリオの身を護まもりやすくなる。

　カトルの姿は見えにくい。しかし、リセリナの感覚の前では、その気配を殺しきれない。

　──他の連中が来る前に、一対一で戦う。

　リセリナはすぐに、その覚かく悟ごを固めた。

　彼らと戦う覚悟そのものは、とうの昔にできていた。

　リセリナが護ると決めたフェリオは、来訪者ビジター達を王の仇かたきとして追う立場だった。だが当のフェリオは、いかに剣の腕が立っても、ただの人間に過ぎない。その彼を来訪者ビジター達と戦わせるわけにはいかなかった。

　彼らの始し末まつは、同じ世界の人間だった自分がつける──

　リセリナは振りかえった。

　カトルの気配が肉にく薄はくする瞬間に、腕輪の光を伸ばして迎え撃つ。

　対するカトルも同様に光の刃やいばを伸ばしており、リセリナの眼めにはそれが見えた。

　カトル自身の姿は見えにくいが、その武器である腕輪の刃は隠かくしきれない。夜間ならばなおのこと、光が目立つ。常じよう人じんなら彼の速さに体がついていかないだろうが、リセリナの反射神経はぎりぎりでその動きを捉とらえた。

　リセリナはカトルの刃を自らの手しゆ刀とうで受け流し、そのまま攻めに転じた。

　カトルは姿を消したまま、素早くリセリナの脇わきへと回り込もうとする。気配を見失いそうになり、リセリナは慌あわてて近くの壁を背にした。

　リセリナが迎げい撃げきの態勢に入ったのを見るや、カトルの攻撃パターンが変化した。

　息を潜ひそめ、彼は夜の闇やみにその身を沈める。

　それほど距離は離れてはいない。ごくかすかな、獣けものに近い息いき遣づかいを感じた。

　持久戦にはできない。いつ、バニッシュやパンプキンが現れるかわからないのだ。

　リセリナは歯は嚙がみしつつ、その腕輪から伸ばした光の刃を構えた。

　カトルに説せつ得とくは通じない。彼は自我のほとんどを失っている。

　見えない気配が飛び出した。リセリナは手にまとった刃を横に振るう。

　気配は身を屈かがめて避よけながら、さらに肉薄しようとした。その両手を光が覆おおう。

　突き込まれたカトルの手刀を、リセリナの体は紙一重にかわした。背後の石壁が裂けると同時に、自らの脚あしを蹴り上げる。

　カトルがその蹴りを避け──その動きの先を見越して、リセリナは鋭するどく刃を振るった。リセリナの刃とカトルの刃ががちりと嚙み合い、どこか金属的な感かん触しよくをともなって弾はじかれた。全すべてを切り裂くかの如ごとき刃ながら、腕輪の刃同士は干かん渉しようしてしまう。

　そのまま数すう合ごう、互いの攻撃と防御が交こう差さした。

　迷いなく交わされた斬ざん撃げきは、しかしどちらの体にもまともな傷をつけない。

　リセリナの両手が舞まい踊おどり、虚こ空くうを斬きる。

　その隙すきを狙ねらうカトルの斬撃も、舞まい姫ひめの両手にまた阻はばまれる。

　互いに相手の粘ねばり強さに辟へき易えきしはじめた数秒後、変化が訪れた。

　リセリナの耳に、風を切る音がした。

　背筋がぞくりとして、勘かんの命じるままに、リセリナは前へと転げる。

　その背にするりと、刃の滑すべりこむ感触があった。あまりによく切れる腕輪の刃は、肉体にほとんど衝しよう撃げきをもたらさない。鋏はさみが紙を切るように、するすると肉や骨を断つ。

　焼けるような激痛が背に走ったが、傷はまだ致ち命めい傷しようではない。

　間かん一いつ髪ぱつのところで、どうにか切断は避けられたらしい。

　転げながら振りかえったリセリナの視界には、頭でっかちのかぼちゃ男が一人──

　細長い手足を器用に折り曲げて、自己陶とう酔すいのポーズを取っていた。

　石壁の上から落ちてきたその新たな刺し客かくは、透すき通ったよく響く声を張る。

「リセリナよ。おぉ、リセリナよ。汝なんじが命めい運うんもこれまでか。我はこれより、汝の肌はだを裂き、肉をえぐり、骨を砕こう。我はその首を狩かる者。我が名はパンプキン。汝を殺せし者として、この名を冥めい府ふの官吏に告げるがよい」

　芝しば居いがかった口調に、リセリナは睨にらみを利きかせた。頭の上から奇襲の機会をうかがっていたに違いない。最初の一撃が致命傷にならなかったのは、奇き跡せきに近い幸運といえたが、この状況はいかにも不運だった。

　すぐにカトルの追つい撃げきが続く。

　背の傷は深くないが、それでも違い和わ感かんのために動きが鈍にぶくなった。リセリナは彼の攻撃をかわしきれずに、今度は肩口に傷を負う。袖そでが切れて白い肌はだがさらされ、その上を鮮血が彩いろどった。

　パンプキンも挟きよう撃げきの形に動きだす。

　二つの傷から血が溢あふれる。リセリナの脳内では激しく警報が鳴らされていた。

〝いけない……このままじゃ……〟

　戦闘と怪け我がと、そしてこの絶望的な状況のために、今にも自我が飛びそうだった。

　来訪者ビジター達の特徴の一つである〝昇しよう華か〟──反応を飛ひ躍やく的てきに高め、戦闘力と生存率を上げる手段だが、リセリナの場合には、この昇華が自分の意思や他者の命令とは無関係に起きてしまう。

　その発動条件は、極端な疲労状態の時と、心が怯おびえた時と、切せつ実じつな命の危機を感じた時──今がまさに、その三番目のケースだった。

　リセリナの中の、もう一人の彼女が、代わりに起きようとしている。人語を解さぬ、虎とらのような自分が、この場で出ようとしているのだ。

　リセリナは抵抗する。この場で考えなしの暴走はできない。万が一、神殿にいる味方を手にかけでもしたら──そんな苦悩は、しかし一瞬しかもたなかった。

　背と肩の痛みと共に、抗あらがい難い明めい滅めつが脳を焼き、そして──

「う……あっ…………」

　リセリナは小さな呻うめきと共に、この世界で二度目の〝昇しよう華か〟を起こした。

　思し考こうはその瞬間から、暗転する──
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　メイヤー・バルトレーは、会議の間まにおいてカシナートを出迎えた。

　周囲には神殿の高官達も揃そろっている。

　訪れたカシナートは、珍しく微笑を見せていたが、しかしその背後には神殿騎士達が続いていた。

　騎士団長のベリエやレーヴェ、副団長のリカルドまで共にいる。二人の団長は眼めに怪け我がでもしたのか、しきりにまぶたを指先で押さえていた。本調子ではないらしい。

　この時間に高官を集めるよう言ったのは、カシナートだった。

　メイヤーはその理由をいぶかったが、神しん官かん達は逆らわずに従った。

　彼らは〝話し合いの場を設けてくれた〟と、好意的に解釈したのである。コウ司し教きようが逮たい捕ほされて六日──取調べもずいぶん進んだだろうし、行方ゆくえ不明だったウルクも今朝けさ方がたに戻り、さらにはアルセイフの王子も様子を見に来た。動きがあったところで、そろそろ、この混乱も収しゆう束そくの頃ころだろう──と、神官達の多くは、そう判断していた。

　メイヤーもそうであればいいとは思いつつ──しかし、どうにも消えない不安をもてあましている。

　つい昨夜、シルヴァーナやシャジールの民から、話を聞いた直後である。

　カシナートがコウ司教を釈しやく放ほうする条件として、どんな極端な要求を出してくるか──そこが気にかかった。

　フォルナム側としては、そろそろウィータの神官達には帰ってもらいたい。輝石セレナイトの融ゆう通ずうに関して、多少は干かん渉しようされても、それを交換条件にしてお戻りいただこう──そんな空気が漂っていた。

　カシナートは冷たい微笑でもって、その場の高官達を見回した。

「よくお集まりいただきました。急な召しよう集しゆうにも関かかわらず、おいでいただけたことに感謝いたします」

　カシナートの挨あい拶さつもそこそこに、フォルナム側の老司教が問いかける。

「カシナート司教、まずはコウ司教の件なのですが──」

「ご安心ください。シャジールの民を粗そ雑ざつには扱いません。ただし、皆様が願う釈放に関しては──当分、先のことになるでしょう。そこで提案なのですが──」

　きたか、とばかりに、その場の人々が身を硬かたくする。神じん師しの秘書として同席を許されたメイヤーも、わずかに脚あしを震わせた。

　カシナートがその後に呟つぶやいた言葉は、しかし神しん官かん達の想像を超えたものだった。

「聴ちよう取しゆによって得られた情報を検討した結果、フォルナム神殿は閉へい鎖さとさせていただきます。以降の管理は、我らウィータ神殿が預かりますので、神官の皆様には近日中に神殿の外へと退たい去きよしていただきたい。ただし、輝石セレナイトの精製を生業なりわいとするシャジールの皆様に関してのみは、このまま神殿内に留とどまって頂いただきます」

　絶句がその場に訪れた。

　かなりの間を置いて、メイヤーは震えながら問う。

「……出て行け、と……？」

　カシナートが微笑した。見る者を柔やわらかく拒絶する、酷ひどく冷たい微笑である。

「外部の教会に拾われるもよし、ウィータ神殿に行くもよし。野やに下くだるのもよいでしょう。このフォルナムから、シャジール以外の皆様には退去していただきます」

「何を馬ば鹿かな！」

　司し祭さいの一人が叫んだ。

「このフォルナムは、ジラーハの傘さん下かにはありますが、決して隷れい属ぞくするものではない！　我らには我らの自治権がございます！　カシナート司し教きようのやり様ようはまるで、侵しん略りやくではありませんか！」

　壮そう年ねんの司祭が激げつ昂こうして嚙かみついたが、カシナートは少しも動じなかった。

「聴取を進めた結果……貴方あなた達と北方民族の関かかわりは、根が深すぎるようです。全すべての人員を入れ替えねば、北方民族への支援、即すなわちジラーハへの敵対行動が止やまぬと判断いたしました。これでも随ずい分ぶんと、譲じよう歩ほしているのですよ」

　カシナートの鋭するどい眼光を向けられて、声を荒げた司祭がたじろぐ。

「本来ならば、司祭以上の全員を背はい任にん行為で逮たい捕ほし、ジラーハの信しん教きよう監かん査さ院いんにて、その責せきを追つい及きゆうしてもよかったのです。貴方がたはそれだけのことをしたということを御ご自じ覚かくください」

　この場の高官たちからすれば、カシナートは息子むすこのような年齢の若わか造ぞうである。だが、その若造の厳きびしい声に窘たしなめられて、会議の場に集つどった神官達は怯おびえていた。

〝信教監査院〟のことは、メイヤーも噂うわさに聞いている。諜ちよう報ほう活動が主な任だが、ここは神官達の不正を調査する機関でもあり、血ち生なま臭ぐさい噂も絶えない。眼めを覆おおいたくなる拷ごう問もんなどが、日常的に行われているとも言われる。

　メイヤーは、しかし怯えるだけではなかった。

　──予想はしていたことである。ただ、予想の中でも最悪のほうに近い当たり方ではあった。

　他の神官達ほど、メイヤーは楽観的ではなく、またジラーハとタートムの関係についても知らされていた。その認識が、彼女の予想の幅を広げていた。

　メイヤーは静かに言い放つ。

「カシナート司し教きよう──それは、承しよう諾だくできません」

　拒きよ絶ぜつの言葉をおもしろがるように、カシナートが眼めを細めた。

　メイヤーは恐れない。

　──恐れてはならない。

　この神殿と、そしてこの国を──カシナートは今、踏みにじろうとしている。

　それはジラーハ、そしてウィータ神殿によって、許された行為かもしれない。

　だが、それをメイヤー達が赦ゆるしてはいけないのだ。

　怖こわくとも、そこに困難があろうとも──立たなければ、踏みにじられる。

　メイヤーは──すうっと、息を吸い込んだ。

「私達は、この神殿で生まれ育ちました。ここは、私達の〝祖そ国こく〟です」

　メイヤーがそう告げるや、神しん官かん達の間に、さきほどまでとは質の違う沈黙が訪れた。

　重苦しいことには変わりないが──おどおどしていたうちの幾人かは、その表情が固まる。

　怒りで面上を歪ゆがめていた神官は、その怒りを消し、急に遠い眼をした。

　背後で起きたその変化に気づかぬまま、メイヤーはカシナートの正面から彼に抵抗する。

「侵しん略りやく者しやに侵しん攻こうを受けたからといって、簡単に祖国を捨てられるはずがありません。貴方あなたの命令を、きく理由もない。ここは私達の神殿です。貴方達の、好きにしていい場所ではありません」
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　メイヤーは震えることなく、その言葉を言い切った。

「……盟めい主しゆたる我々を、侵しん略りやく者しやと呼ぶのですか？」

　カシナートが問う。その眼めは感情を読ませない。

　メイヤーは首を縦に振る。

「はい。貴方あなた達は、紛まぎれもなく〝侵略者〟です」

　声は静かだが、メイヤーはその声に強い気き迫はくを込めた。

「タートムのために、北方民族と我々の関係を絶ち──北方民族と我々の関係を絶つために、我々をここから追い出し──我々がそれに対して抵抗できぬよう、コウ司し教きようを逮たい捕ほし──そしてさらには、タートムのアルセイフ侵略を容よう易いにするために、この神殿をも制せい圧あつし──これが侵略でなくてなんですか？　貴方の策さく略りやくは、ここまで全すべて、ほぼ予定通りなのでしょうね」

　カシナートは無表情のままだった。

　一方で神しん官かん達の表情は、メイヤーが話すにつれて硬こう直ちよくしていく。

　メイヤーはあくまで穏おだやかに、その声を紡つむいだ。

「私は、この神殿を──そして、私達の友人であるアルセイフという国を、愛しています」

　澄んだ声が、会議の間まに響き渡る。

「貴方は知らないでしょう。我々フォルナム神殿が、今までいかに、アルセイフによって護まもられてきたか──私達はその御ご恩おんを忘れたりはしません。この国が危機に陥おちいるのがわかっていて、みすみす貴方達に神殿を明け渡したりもしません。これまで助けてくれた大切な友人を捨てて、我が身可愛かわいさに逃げるなんて、それでは恩を知らぬ愚おろか者ものと同じですわ」

　言葉が自然に口をついた。

　メイヤーはカシナートへの敵意をそのままに、自らの胸に手を置き、礼の形をとった。

「私は貴方達に屈くつしない。この神殿の自治権は、自らの力で護ります」

　カシナートが溜ため息いきを吐つく。

「それは──神官の皆様の、総意ですか？」

　メイヤーは眼めを伏せた。

　背後の神官達は、何も言わない。メイヤーは自分の思いをぶつけるつもりで、カシナートに抵抗を示した。正論を口にした自信もある。

　だが、背後の神官達がそれに賛さん意いを示してくれるとは限らないし、それを強しいて求めるつもりもなかった。これは自らの頭で考えて、それぞれが結論を下すべきことだと思った。

　返答を待たないまま、カシナートが背を向ける。

「──総意と、受け取ります」

　メイヤーは、そこで初めて振り返った。

　祖父の友人である司教達、その部下である司し祭さい達──壮そう年ねんから老年まで、気弱で穏やかな彼らが、一いち様ようにカシナートを見ていた。

　その眼まな差ざしは──

　さきほどまでの彼らと、明らかに違う。

　決意の籠こもった彼らの眼めに、むしろメイヤーの側が驚かされた。日ひ頃ごろを知っているだけに、その変化が不思議でさえある。

　戸と惑まどうメイヤーのすぐ隣から、声がかけられた。

「……メイヤー。よく、言ってくれました」

　肩に温かい手が触れる。

　振り向いたそこには、祖父のレミギウス・バルトレーがいた。

　神じん師しであり、今はまだ療養中の身である。

　メイヤーは眼を見張った。

「お爺じい様さま！　どうして……」

「神殿の大事に、寝ているわけにもいきません。話は、他ほかの神しん官かんから聞きました。貴方あなたにも、負ふ担たんをかけましたね」

　神官達の中に紛まぎれていたレミギウスは、優やさしく微笑ほほえみ、孫娘の肩を抱いた。

　メイヤーはたまらなくなって、その胸に身を預ける。

　レミギウスが穏おだやかな声を発した。

「カシナート司し教きよう。我らは誠実でありたいと願います。恩おん人じんたるこの国に対して、そして自らの良心と誇りに対して、愚ぐ直ちよくかつ誠実でありたいのです。我らは神官です。騎士とは違い、剣をとって争いはしません。しかし、理り不ふ尽じんな暴力に対しては抵抗をします。力ではなく理をもって、延えん々えんと、延々と──十年でも、二十年でも、我らの子の世代である百年先でも、理不尽な力に対しては抵抗を続けることでしょう。そうした者達を敵に回す覚かく悟ごが、果たして貴方におありですか？」

　物静かでゆったりとしたレミギウスの声には、長く神に仕えた者だけが発し得る、独特の重みが伴ともなっていた。

　場の空気を浄じよう化かするようなその声にも、カシナートは振りかえらない。

「──全員、捕らえなさい」

　背を向けたまま、カシナートは騎士達にそう指示をした。

　神官達は暴あばれもしない。騎士達に囚とらわれても、一見すると無抵抗である。

　だが、メイヤーとレミギウスの言を経た後、各自のその眼に宿った光の強さは、捕らえる側の騎士達を不安にさせるほどだった。

　次々に神官達が連行されていく中、メイヤーは祖父の手を握った。

　レミギウスは微笑んでいる。

　その微笑に、メイヤーはしなやかで温かい強さを感じた。
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　部屋に籠こもったフェリオは、神殿の状況をアルセイフへ知らせるべく、急ぎの手紙を書いていた。

　保護されたウルクが、記き憶おくを失っていること。

　神殿の内部で、カシナート司し教きようたちがタートムに連れん携けいする動きをとりそうなこと。

　倒れたレミギウス司教の回復は順調で、じきに復帰できそうなこと──

　名無し達のこと、柱はしら守もりのこと、神殿騎士の人数、その装備、知り得たことの諸もろ々もろを整理して、詳くわしく手紙に綴つづった。

　フェリオは親しん善ぜん特とく使しの任を利用し、神殿に居座るつもりでいる。ウルクのことも気になるし、カシナート達の動きは明らかに不ふ穏おんだった。

　ラシアンに宛あてた手紙とウィスタルに宛てた手紙を書き終えたところで、護衛役の騎士にそれを託たくす。

「任せたぞ、グラム。確実に届けてくれ」

「こういう使い走りは、ライナスティの仕事だと思ってたんですがね」

　じゃんけんで負けたその騎士は、肩を竦すくめてにやりと笑った。髭ひげ面づらの大男だが、眼めの色はやけに子供っぽい。傭よう兵へい出身の団員だが、先の内乱の折には、フェリオを王都から逃がすための囮おとりにもなった忠義者である。

　礼儀作法には疎うといが、剣けん腕わんは確かで義理に厚く、ウィスタルの信頼も得ていた。

　フェリオはグラムの太い腕を叩たたいた。

「──名無しとかいう怪あやしい連中も動き回っているらしい。素直に届けさせて貰もらえるかどうか、わからない。道中は充分に気をつけてくれ」

「その意味では安心してもらって構いませんぜ。子供の使いじゃありません」

　グラムは書状を懐ふところへ隠かくすと、吞のん気きに笑ってみせた。

「フェリオ様も気をつけてくださいよ。なんかこの神殿、やばい雰ふん囲い気きですぜ。大きな騒そう動どうの前ってのは、こういう匂いがするんです」

「わかっている。でも騒動の前だからこそ、むしろ使者の方が危ないかもしれない。気をつけて──それからできるだけ、急いで欲しい」

「はいよ。任せてください」

　胸を叩いて請うけ合あい、グラムはするりと部屋を出て行った。巨体のわりに、その動作には重苦しい様子が少しもない。

　移動の馬は、サンクレット交こう易えきで借りられるはずだった。馬車なら王都まで二日かかる道どう程ていも、今夜から一人で馬を飛ばせば、一日と少しで着く。

　彼を送り出した後で、フェリオは残った護衛のライナスティと共に部屋を出た。

　神殿のシャジールの民には、まだシルヴァーナのことを伝えていなかった。コウ司し教きようが囚とらわれの身とあって、誰だれに話したらいいのか迷ったが、フォルナムに住むシャジールの民のほとんどは、コウ司教の腹ふく心しんといっていい存在らしい。ひとまず彼らに話を通すことにして、フェリオは彼らの所に向かおうとしていた。

　夜を迎えた神殿は、やけに閑かん散さんとしていた。フェリオを見張っていそうな神殿騎士の姿さえない。

　ランプを片手に、石造りの暗い廊下を歩きながら、ライナスティが囁ささやいた。

「フェリオ様──人、いませんね？」

「あぁ。別のところに集まっているのかもしれないけれど……」

　少し静かすぎる。

　以前の神殿であれば、なるほど、確かにこんなものだったかもしれない。だが今は、四百名以上の神殿騎士が駐ちゆう留りゆうしている。そのことを考えれば、もう少し人ひと気けがあってもいい。

　元からいた神殿の衛兵達は、その八割近くが任務を取り上げられ、兵舎に押し込められているらしい。下位の神しん官かん達も、大体は怯おびえて自室に引き籠こもりがちと聞く。

　石造りの廊下には、まるで時間が止まったような、穏おだやかな気配が漂っていた。水面下で起きている暗あん闘とうなど、微み塵じんも感じさせない静けさである。

　歩いていたフェリオは、ふと、窓の外を眺めた。

　今夜も月が眩まぶしい。

　青くごつごつとした歪いびつな月は、神殿の中庭を広く照らしていた。

　静けさの中に、その時、不意の音が混じった。

　フェリオは耳を澄ます。

　庭を照らす月光の下──遠くから、何者かの走る足音が近づいてきた。

　聞こえはじめてからほんの数すう瞬しゆんで迫り、あっという間に窓の下へ来る。

　不ふ審しんに思って下を覗のぞき込もうとした、その矢先──

　窓から影が飛び込んだ。

　黒髪を乱した少女の姿がランプに浮かぶ。

　両手に光の刃やいばをまとい、その細い身を心持ち丸め──彼女は颯さつ爽そうと、フェリオの前に現れた。

　フェリオは瞠どう目もくする。

「リセリナ!?」

　その名を呼ぶや、彼女は勢いよく飛びついてきた。動きは抱ほう擁ようなどではなく、むしろ体当たりに近い。

　体勢を崩くずしながらも、フェリオはその柔やわらかい肢し体たいを抱きとめた。

　リセリナの体温が、熱く全身に伝わってくる。肩で息をする彼女は、フェリオに抱きつきながらも、後ろを振りかえって警戒の様子を見せた。

　傍かたわらで、ライナスティが眼めをしばたたかせる。

「び、びっくりした……一体、どうしたんです？」

「リセリナ、どうしたんだ？」

　返事はない。

　その眸ひとみの色は、いつもの彼女と違っていた。フェリオに助けを求めるように、あるいは一いつ緒しよに逃げようとせがむように、無言のまま切せつ実じつな眸でフェリオを見上げる。

　フェリオはようやく、彼女と初めて会った時のことを思いだした。あの時も彼女は、こんな状態に陥おちいり、神殿騎士達に追い回された挙あげ句く、フェリオによって保護されたのだ。

　そしてフェリオは、彼女が怪け我がを負っていることにも気づく。傷口は肩と背中──背中の傷はやや大きい。

　何者かに襲われたと判断するや、フェリオはリセリナの肩に手を添そえて、彼女を後ろに庇かばおうとした。

　リセリナは、しかしくっついて離れようとしない。

「ライナスティ！　気をつけろ！　誰だれか来る！」

　仕方なく、フェリオはしがみつくリセリナをそのままにして、刀の柄つかに手を添えた。

　窓から風が吹く。

　その風に混じって──見えない〝殺さつ気き〟が飛び込んできた。

　フェリオの眼には、影としてさえ映らなかった。だがその瞬間、幻げん覚かくのように殺気の塊かたまりが黒く見えた気がして、思わず刀を抜き打った。

　見えない殺気は飛とび退のいてその刃をかわし、床ゆかに着地の足音を立てる。

　来訪者ビジターの一人──カトルという男だと、フェリオはすぐに見当をつけた。以前に御柱ピラーの前で戦った際にも彼はいたし、リセリナからもその特徴を聞かされている。

「フェリオ様!?」

　ライナスティが驚きょう愕がくの声を発しながら、剣を構えた。

「ライナスティ、まどわされるな！　こいつは姿が見えない。来訪者ビジターのカトルって奴やつだ！」

　フェリオが告げるのに合わせて、リセリナはフェリオを護まもるように、その身を丸めて飛び出した。

　見えない刺し客かくと、リセリナの刃が幾度か嚙かみあう。光のように見える来訪者ビジターの刃は、まるで本物の剣のように互いに干かん渉しようしあっていた。

「リセリナ──！」

　その動きが速すぎて、安あん易いには援えん護ごもままならない。敵の体は見えなかったが、その両手の刃だけは、暗がりに光って見えている。

　その刃と殺気だけはどうにかうかがえても、動きを完全に捉とらえることは至し難なんの業わざだった。

　そして、フェリオ達が動きに迷う間さえなく、すぐに次の刺し客かくも姿を見せた。

「ほう。これはこれは──御お目めにかかれて光栄である」

　突然に現れ、窓の枠わくに膝ひざを曲げて座り込んだのは。

　──忘れようもない、かぼちゃ頭の来訪者ビジターだった。

　細長い手を広げ、夜を背景にして、そこに黒く影を見せている。

　身を包む細い長なが袖そでとズボンは旅人のような風ふう体ていで、かぼちゃの頭だけが飛びぬけて異質だった。

　窓に現れたかぼちゃ頭は、フェリオに顔を向けていた。その視線の正確なところは、被かぶり物もののために定かでないが、見られていることだけはフェリオにも確信できた。

　無む造ぞう作さに窓枠へ座っているだけだが、そこに斬きりかかる隙すきはない。

　かぼちゃ頭が、謳うたうように軽やかな声を紡つむいだ。

「フェリオ王子といったか。先日は、我自身の意思ではなかったとはいえ、とんでもない粗そ相そうをした。いまさらに赦ゆるしを乞こいはせぬ。汝なんじには、仇かたきを討うつ権利がある」

　かぼちゃ頭の理性的な言い回しは、フェリオにとっては意外なものだった。ふざけた外見とは裏うら腹はらに、その声は妙に真しん摯しな響きをもっていたのだ。

　それは、覚かく悟ごを持つ〝戦士〟の声だった。

「存ぞん分ぶんに参られよ。ただし──」

　かぼちゃ頭が、細長い腕を交こう差ささせた。

「我にもまだ、生きる権利がある。抵抗はさせていただこう。汝らが退ひくならばそれもよいが──退けば我は、カトルと共にリセリナを討つ。そのことを知る汝は、退かぬと見た」

　腕に光が宿り、かぼちゃ頭が嗤わらう。

「さぁ、刃をもて。我が名はパンプキ──」

「この野や郎ろうッ！　陛へい下かの仇！」

　先に斬りかかったのは、脇わきにいたライナスティのほうだった。かぼちゃ頭の台詞せりふの途中ながら、問答無用の鋭するどい突きをいれる。剣けん聖せいウィスタルに仕込まれた彼の突きは、騎士団の中でも屈くつ指しのものだった。

　かぼちゃ頭は──

「あ」

　気の抜けるような声一つ。

　突きを避けるために身を反そらせて、そのまま頭から窓の下へと落下した。

「……え？」

　喜劇じみたその展開に、フェリオは一瞬、呆あつ気けにとられる。ライナスティのほうも手て応ごたえを失い、そこに一瞬の戸と惑まどいが生まれた。

　刹せつ那な──風が舞う。

　窓の〝上〟から伸びた細い腕が、ライナスティの突き入れた剣を、たちまち輪わ切ぎりにした。鋼こう鉄てつ製せいの刃が、まるで大根のようにすぱすぱと容易たやすく切断されていく。

　乾いた音をたてて、刃のかけらは次々に床ゆかへと落ちた。

　窓には、落ちたはずのパンプキンがいた。

　落ちるふりをしたかぼちゃ頭は、そのまま即そく座ざに外の壁をつたって、一瞬で窓の上に回り込んだらしい。その身のこなしは、間違っても人のものではない。

　窓の上から逆さまにぶら下がり、かぼちゃ頭はくらくらと頭を左右に振った。

「人の話は最後まで聞くものだ、若き騎士よ。我が名はパンプキン。ハロウィンを制する道どう化けの王なり。死者を導く灯とう火かと共に、汝なんじらに慈いつくしみをもって刃を斬きり交わそう──と、思ったのだが、騎士殿の刃はもう、用を為なさぬかな」

　おどけた調子で、パンプキンは含み笑いを漏もらした。剣を失ったライナスティは歯を食いしばり、その[image: 拳]こぶしを固める。

「ライナスティ！　退どけ！」

　フェリオは刀を構え、窓のパンプキンに斬りかかった。ライナスティは指示に従い、悔くやしげに数歩を退ひき、フェリオの道を開ける。

　一方でリセリナのほうは、カトルを相手に接戦を続けていた。彼女の援えん護ごは期待できないし、彼女を援護することも今は難しい。

　フェリオ自身、分ぶが悪いのはわかっていた。だが、来訪者ビジターの狙ねらいがリセリナの命であることを考えると、ここで彼女を見捨てる選択はできない。

　かぼちゃ頭が廊下の側へ跳ねる。

　フェリオは彼の胴どう体たいを狙い、斬ざん撃げきを見舞った。一撃で仕し留とめ得る力を込めて、寝かせた刃を横に薙なぐ。

　パンプキンは、手に覆おおった光の刃でもって、器用にそれを受け流した。

　ライナスティの剣とは異なり、フェリオの刃はその手しゆ刀とうでは切れない。

　二人は互いの勢いを殺さぬままに擦すれ違い、数歩の距離を保って振りかえった。

　パンプキンが嗤わらった。

「おぉ、おぉ。その刃は、例の神しん鋼こうという品であるか。その物質だけは、我らの刃と干かん渉しようする──不ふ可か思し議ぎなことだ」

　フェリオは驚かない。予想していたことである。

　来訪者ビジター達が操あやつる光の刃、その切れ味は常じよう軌きを逸いつしている。内乱の時にも、リセリナが兵の鎧よろいや剣をあっさりと切断していく場面を、フェリオは何度も見た。ライナスティの剣も、たった今、パンプキンによってあっさりと輪切りにされたばかりである。

　しかし、その刃にも斬れぬ物がある。

　国王が殺された際に、師のウィスタルも神殿でパンプキンと剣を合わせたが、彼の剣は切られなかった。神殿騎士達にも、傷を負い死んだ者はいたが、彼らのつけていた神しん鋼こうの武具にだけは傷がついていなかった。

　来訪者ビジターのもつ力については、その詳しよう細さいが摑つかめないが、火の輝石セレナイトによって精製した〝神鋼〟だけは、その力に負けないらしい。

　火の輝石セレナイトを産出するザカード神殿は、タートムの国内にある。そのため、タートムと敵対するアルセイフでは、神鋼の武具は得難く貴き重ちようなものであり、あまり普及していない。ライナスティの不運もそこにあった。武器さえまともなら、ああも簡単にあしらわれることはなかったはずである。

　フェリオは刀を構え直すと、再びパンプキンへと斬きりかかった。今度は身を低くして、まずは牽けん制せいの突きをいれる。

　パンプキンはするりと身をかわし、反撃の手しゆ刀とうを返した。

　フェリオはその攻撃を避けながら、身を進めると同時に刀を引き、二段目の突きを見舞った。今度は剣先がパンプキンの脇わきをかすめる。

「おぉ、見事である。その歳としでよくぞ──」

　パンプキンが感かん嘆たんの声を漏もらしたが、そこにはまだ余よ裕ゆうがうかがえた。

　相手は剣けん聖せいウィスタルとまともに戦い、ほぼ引き分けた戦士である。

　フェリオはパンプキンの強さに、いまさらながら敬意を抱いた。相手が憎にくい敵であり、リセリナの命を狙ねらう危険人物であることは確かだが、その戦士としての技量だけは認めざるを得ない。
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　彼は強い。

　パンプキンの強さは、腕輪から伸びる光の刃やいばと、その速さだけではない。

　彼の動きは意外にも洗せん練れんされており、一見すると無む駄だが多く見えても、実際には隙すきがなかった。

　否いな──決して隙がないわけではないのだが、その隙のほぼ全すべてが誘さそいなのだ。

　誘われるままに剣を振るえば、反撃で痛い目を見る。それがわかるからこそ、フェリオはその隙をあえて見逃し、パンプキンが誘うのとは別の場所をまた狙った。

　今度は裂れつ帛ぱくの気き合あいをこめて、パンプキンの体を斜めに斬きり下げるふりをする。

　パンプキンは後ろへ飛とび退のき、軽々とかわす。フェリオはさらに足を踏みだし、下げた刃をそのまま横に薙ないだ。

　脛すねを狙った一撃を、パンプキンは天井に逃げてかわす。動きを予想していたフェリオは、薙いだ刀を迷わず天井へと突きいれた。

　──確かな手て応ごたえが、あった。
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　刀の先が、かぼちゃ頭を貫つらぬいている。

　だが被かぶり物ものは傷つけても、内部にあるはずの彼自身の頭にまでは届いていない。パンプキンが咄とつ嗟さに首を捻ひねったために、刃はわずかに逸それ、頭があるはずの場所より脇わきへ流れていた。

　改めてフェリオが刀を突き直そうとした瞬間に、パンプキンは逆さまのまま、かさかさと天井を移動した。動きはある種の虫を思わせる。

　フェリオとの距離をとった上で、パンプキンは軽く口笛を吹いた。

「──驚いた。いやはやいやはや、まったくもって驚いた──しばしのんびりとくつろぎすぎたゆえに、戦いの勘かんが鈍にぶっていたことは確かだが、それにしても驚いた。汝なんじは真まことに人の子か？」

　虫のように天井に張りついて、パンプキンがけたけたと嗤わらった。

　フェリオは油断なく刀を構えたまま、じっと彼を見上げる。

　パンプキンが首を左右に振った。

「汝は我が誘いの動きにのることなく、逆に我が動きを読みて操あやつり、その組み立てを誤あやまたずに剣を扱った。さながらチェスの手を読むような剣さばきは、見事の一言である。異国の王子よ、我はその才気あふれる剣に敬意をもとう。このままお相手したいのは山やま々やまだが──先の刺し突とつによって、暗あん視し機構が故障してしまった。今宵こよいはこれにて失礼する」

　天井から降り立ったパンプキンは、その両手をくねらせて、暗がりで奇妙な踊おどりを見せた。意味のある動作ではなさそうだったが、妙に気の抜ける動きではある。

「カトル、今夜のところは失敗である。汝なんじ一人でこの王子と猫ねこ娘むすめの相手は厳きびしかろう。それに時間もかかりすぎたようだ。共に退ひかれよ」

　そう言い残すと、パンプキンは手近な窓から、ひゅるりと外へ逃げ延のびた。

　リセリナと斬きり結んでいたカトルも、見えないその身を退かせる。

　追いすがろうとしたリセリナに、フェリオは声を張った。

「リセリナ、追うな！　君一人であいつらの相手は無理だ」

　フェリオの声に、黒髪の少女はぴくんと反応する。耳か尻尾しつぽでも震えたような反応だったが、その隙すきにカトルも、パンプキンに続いて外へと消えた。

　ひとまず脅きよう威いが去ったことを知って、フェリオはようやく安あん堵どの息を吐く。

　いまさらに冷ひや汗あせが止まらない。

　カトルを逃がしたリセリナが、やっと振りかえった。どこかきょとんとした眸ひとみでフェリオを見つめ、すぐに破顔する。

「リセリナ、怪け我がの具合は……」

　言葉が通じないことを承しよう知ちで問いかけようとした、その矢先──リセリナが、また飛びついてきた。

　一戦を終えたばかりで不意を打たれたフェリオは、そのまま床ゆかに押し倒される。

　いきなりのことに、ライナスティが慌あわてた。

「フェリオ様!?　しっかりしてください！」

「だ、大丈──」

　受け止め損そこねて床に転びながら、フェリオはリセリナの肩を摑つかみ、ひとまず引き剝はがそうとした。リセリナはしかし、擦すり寄よって離れようとしない。

　甘あまい匂においのするその黒髪が顔にかかり、頰ほおに彼女の唇が添そえられる。戦闘で熱を帯びた柔やわらかい肢し体たいに絡からみつかれ、フェリオは顔を真っ赤にした。

　初めてのことではない。こうなったリセリナになつかれ、散さん々ざんな一夜を過ごしたのが、フェリオとリセリナのそもそもの出会いである。

　リセリナ自身は、この状況を〝昇しよう華か〟と言っていた。彼女には、この状態にある間の記き憶おくが残らないらしい。

　リセリナはすっかり甘える子猫と化して、抱き倒したフェリオの頰を舐なめはじめた。

　フェリオは必死に抵抗する。

「よせって！　今は、そんな場合じゃ……ライナスティ、見てないで助けてくれ！　今のリセリナは、まともじゃないんだ！」

「……え？　あ、はい。あ、でも──」

　ライナスティは困ったように見下ろし、

「……ほんとに、助けちゃっていいんですか？」

　ある意味では気き遣づかいともとれる問いを、心細げに発した。

「馬ば鹿か言ってないで手伝え！」

　フェリオは怒ど鳴なり返して、リセリナの体を押そうとした。リセリナはその身を器用にひねって、フェリオの抵抗を受け流し、しつこくじゃれついてくる。構われたことが、かえって嬉うれしそうな様子だった。

「話には聞いてましたが……かなり大だい胆たんなんですねぇ」

　半なかば呆あきれた口調で呟つぶやき、ライナスティがフェリオに近づこうとした。

　瞬間──リセリナの甘えが、ぴたりとおさまる。

　安あん堵どしかけたのも束つかの間ま、フェリオはその横顔を目にして、背筋に冷ひや汗あせを覚えた。

　窓から差し込む青い月光の下、少女はその美しい顔をあげ、ライナスティを険けわしく睨にらんでいた。

　射い竦すくめるような視線は、〝近づくな〟と威い嚇かくしている。

　気配を察したライナスティが、さすがに二の足を踏んだ。

「──フェリオ様。俺おれが近づいたら、かえってやばくないですかね？」

　言葉の内容ほど、声質は軽くない。今のリセリナの敵意は、フェリオ以外の全すべてに向けられそうな様子である。

「あ──あぁ」

　リセリナに組み敷かれたまま、フェリオは頰ほおを引きつらせて頷うなずいた。

　ライナスティを視線で止めると、リセリナは再びフェリオを見下ろした。顔つきは一変して、嬉うれしそうに──心しん底そこから嬉しそうに、屈くつ託たくなく微笑ほほえんでいる。

　フェリオは奇き異いに思う。自分が何故なぜ、この状態の彼女にこうも好かれるのか──素直にわからない。

　初対面の時には、敵と判断されて逃げられた。その後、神殿騎士に襲われていた彼女を救って──そこから、態度が変わったように思う。助けたことで、信用されてしまったのかもしれない。

　フェリオはどうにか身を起こして、じゃれつくリセリナの体を両手に抱えた。離れてくれない以上、持ちあげて運ばなければ、まともに歩くこともできなかった。

「んー……」

　リセリナは甘あまえるような声を微かすかに漏もらしてから、フェリオの耳元に唇を寄せ、耳たぶを甘あま嚙がみしはじめる。

　舐なめられるよりはましだと思い、フェリオは赤面しつつ溜ため息いきを吐ついた。

　数歩の距離を保ったまま、ライナスティが声をよこす。

「フェリオ様、どうします？　このままシャジールの方かた々がたの所へ行くんですか？」

「いや、怪け我がの治療が先だ。幸い、そんなに重傷でもないみたいだし、縫ぬう必要はなさそうだから──医室で消毒して、包帯を巻いてやろう。施せ療りよう院いんに行くのも難しいしな」

　施療院は神殿の外にある。門を抜けるには神殿騎士達の前を通らねばならないが、そこでリセリナが暴れでもしたら、厄やつ介かいなことになるだろう。

「とりあえず服を脱がせなきゃいけないから、誰だれか女性の神しん官かんを呼……」

　フェリオがそう言いかけた時、廊下を駆けてくる複数の足音が響いた。

「いたぞ！　フェリオ王子だ！」

　男の野の太ぶとい声が響く。甘えていたリセリナが、瞬しゆん時じに身を硬かたくした。

　フェリオは焦あせる。

「来るな！　取り込み中だ！」

　事態は不明だが、リセリナを刺激したくない一心で、フェリオはそう声を張った。

　しかし続々と足音は続き、黒い胸当てを装備した騎士の一団が目の前に現れる。

　リセリナが威い嚇かくの視線を彼らに向け、低く唸うなり声を漏もらした。

　彼女が飛び出さないよう、フェリオは子供を抱えるようにして、その身をきつく抱きしめる。

　四十人ほどの騎士達が、フェリオを遠巻きに囲んだ。剣はまだ抜いていないが、お世せ辞じにも友好的な雰ふん囲い気きとは言い難い。

　ライナスティが小さく舌した打うちをした。彼を抑おさえるつもりで、フェリオは先に口を開く。

「神殿騎士か──何の用だ」

　フェリオが問うと、騎士達の間から一人の青年が姿を見せた。

　鳶とび色いろの長髪、人を見み下くだす眼めつき、にやけた口元──

　──見覚えがある。

「ご無ぶ沙さ汰たをいたしております、フェリオ王子」

　嗤わらいを含んだ声で、青年騎士は呟つぶやいた。

「憶おぼえておいでですか？　貴方あなた達とは、妙な縁えんがあるらしい。以前にお会いした時も、確かその娘と一いつ緒しよでしたね」

　フォルナム駐ちゆう留りゆうの神殿騎士団、副団長──リカルド・バーゼス。

　女の敵と、一部から警戒される騎士でもある。

「──神殿騎士団が、俺おれに何の用だ？」

　刀の柄つかに手を添そえようとして、フェリオは諦あきらめた。パンプキンとの戦いで、ライナスティも剣を失っている。リセリナが動けば、この人数が相手でも強行突破が可能かもしれないが、神殿内で揉もめ事ごとになれば神官達にも迷めい惑わくがかかる。

　リカルドは〝害意はない〟とでも言わんばかりに両手を広げた。

「ご安心ください。おとなしくしていただければ、丁てい重ちように扱いますよ。しばらく我々の元で〝お客人〟として、その身み柄がらを預からせていただこうと思いまして──」

　フェリオは眉まゆをひそめた。リカルドの嫌いや味みたらしい声には、多分に嘲あざけりが含まれている。

「つまり、俺おれを束そく縛ばくする、ってことか？」

「いえ、お客様です。神殿の指揮系統がさきほど、完全に切り替わりまして──カシナート司し教きようより、〝フェリオ様を丁重におもてなしするよう〟仰おおせつかっております」

　ライナスティがフェリオと背中を合わせ、騎士達の動きに備えた。

「気味の悪いことを……フェリオ様、どうも、先手を打たれたようですよ」

「みたいだな……神じん師しのレミギウス司教はどうした？」

　彼らが健在なら、こんな暴ぼう挙きよが許されるはずはない。案あんの定じよう、リカルドは肩を揺らして嗤わらい始めた。

「ははっ……あの方かた々がたなら、ウィータ神殿への反はん逆ぎやく罪ざいによって、すでに逮たい捕ほされております。高位の数人はウィータ神殿へ護ご送そうの上、軍事法廷に。残りはフォルナム神殿退たい去きよということになりますかね。まぁ……要するに、今夜からこのフォルナム神殿は、ウィータ神殿の管かん轄かつ下かに入る、ということです」

　リカルドの嗤いに反応して、リセリナが唸うなった。

　フェリオは彼女をさらにきつく抱きしめ、体でその暴走を防ぎながら、頭で必死に状況を整理した。

　カシナート達の不ふ穏おんな動きは、ある程度までは予想されていたことでもある。しかし、その予想を超える強きよう硬こうな策が採られたらしい。目的は輝石セレナイトとそれに関かかわる利権だろうが、あまりにやり口が荒っぽい。

　そしてフェリオは、騎士達が自分を追っていた理由に察しをつける。

「俺を人ひと質じちにして、アルセイフ側を黙らせるつもりか？　このフォルナムの騒そう動どうに介かい入にゆうしないように……」

　フェリオは声を険けわしくして問う。リカルドは首を横に振った。

「まさか。貴方あなたは親しん善ぜん特とく使しでしょう？　今回のことは、ウィータとフォルナムの都つ合ごうで、その運営方針が変わるだけのことです。特使殿には、せいぜい親善のために尽くしていただきます。ご自身の意思で退去されるなら、それもよろしいでしょう。これはあくまで、ウィータとフォルナムの問題。アルセイフに介入する資格はありませんし、我々がフェリオ様を束そく縛ばくする理由もありません」

　フェリオは肩かた透すかしを食わされた。

「じゃあ、出て行ってもいいのか？」

「もちろんです。職務を放ほう棄きされる分には、こちらは一いつ向こうに構いません」

　リカルドが嗤う。

「私の本ほん音ねを申し上げれば、〝あんたは邪じや魔まだから、騒動を起こさないうちにとっとと出て行け〟というところですかね」

　挑ちよう発はつ的てきな言い方に、騎士達から嘲ちよう笑しようが漏もれた。

　フェリオは考える。結論はやがて、いつか聞いたシルヴァーナの言葉から導かれた。

　ウィータ神殿とタートムは、水面下で同どう盟めいを結んでいる。

　タームトはアルセイフへの侵しん攻こうを目もく論ろんでいる。

　ウィータ神殿、及び宗教国家ジラーハは、アルセイフを敵に回すつもりである──

　アルセイフとジラーハの間には、他国が挟はさまれている。直接の侵攻はできないが、しかしフォルナムの利権は欲しい。

　カシナートは今回の騒そう動どうを、あくまで〝神殿同士〟の内ない紛ふんに位置づけ、アルセイフに介かい入にゆうさせないつもりなのだ。

　フェリオはようやく、事態を正確に把は握あくした。

　アルセイフにとっても、フォルナム神殿は生命線である。輝石セレナイトの供給を押さえられれば、タートムと戦っていくことも難しい。といって、輝石セレナイトを取り返すために神殿を攻めたりすれば、〝フォルナム神殿とアルセイフの蜜みつ月げつは崩くずれた〟として、周辺諸国に侵攻の理由を与え、国内にいる多くの信者達の支持も失うだろう。

　ぞっとした。

　カシナートは、アルセイフやフェリオ達に抵抗をさせない気なのだ。

　抵抗させないまま、正面きっては敵対しないまま、望む最良の結果を導こうとしている。

　これはフォルナムとウィータの争いである。その自治権を尊そん重ちようするアルセイフは、黙って見ていることしかできない──そういうことである。

「神じん師しのレミギウス司し教きように、会わせてもらいたい」

　フェリオは険けわしい声を張った。

　リカルドは肩を揺らして嗤わらった。

「さっきも言ったとおり、神殿の高位の神しん官かんの方かた々がたは、これよりウィータ神殿が身み柄がらを預かります。謀む反ほんの疑いあり、ということでね」

「フォルナム神殿の自治権を、ウィータ神殿は侵しん害がいする気か？」

　無む駄だと知りつつ、フェリオは嚙かみついた。

　リカルドはぺろりと舌したで唇を湿しめした。

「王子は神殿の内ない規きをご存知ないらしい。フォルナム神殿はあくまで、ウィータ神殿の出しゆつ向こう機関です。独立した国でもなければ、アルセイフの所有物でもない。ここを制せい圧あつしたいならご自由にどうぞ。その時は、身内であるフォルナム神殿を守るために、我々は貴方あなたがたと戦いましょう」

　フェリオはぎりりと歯を食いしぼった。

　悔くやしさの滲にじんだその表情に、リカルドは満足げな笑みを見せた。

「謀む反ほんの兆ちよう候こうを見せた神しん官かん達と、フェリオ王子を会わせることはできません。それとも……謀反の仕し掛かけ人にんは、実はアルセイフ側だったりしますかねぇ？」

　リカルドがわざとらしく問う。

　──切り札は、相手の手ての内うちにあった。ジラーハ側は、アルセイフに宣せん戦せん布ふ告こくする理由をいくらでも捏ねつ造ぞうできるのだ。

　それをしないのは、アルセイフに兵を回す労力が惜しいからだろう。戦乱は両国を疲ひ弊へいさせるだけに、カシナート達としても避けられれば避けたいに違いない。

　だが、あえて必要とあらば動くこともできる。アルセイフが神殿に対して戦いを起こすなら、タートムと連れん携けいして、ジラーハはすぐにも出兵するはずだった。

　そして──アルセイフは、その歴史を閉じる。

　フェリオには、カシナートの声が聞こえるようだった。

　──嚙かみつくなら嚙みつけ。もしそうなれば、こちらも相そう応おうの返礼をする──

　傍かたわらのライナスティが頰ほおを引きつらせた。

「……フェリオ様、これ……」

「ライナスティ、何も言うな」

　騎士の口を止めておいて、フェリオは真っ向からリカルドを睨にらんだ。

「〝親しん善ぜん特とく使し〟として、明日の朝、カシナート司し教きように会いたい」

　リセリナがこのままでは会うに会えない。

　リカルドが苦笑して肩を竦すくめた。

「結構ですよ。それでは今夜のところは、お部屋でお休みください。ただし、周辺には警備のため、神殿騎士をつけさせていただきます」

「警備の必要はない。こちらにも護衛がいる」

「貴方あなたの警備のためではありません。〝神殿の安全〟を護まもるために、貴方を見張らせていただくのです。これから四六時中、ずっとね」

　リカルドは呆あきれたように言って、その顎あごをしゃくった。

　フェリオ達の周囲を囲む騎士が、それぞれ軽く会え釈しやくをする。彼らが見張り役らしい。

〝見張られるのが嫌なら早く出て行け〟という嫌がらせかもしれないが、柱はしら守もりや他の神官達との接触を、彼らが警戒しているのも事実なのだろう。連れん携けいを断っておいて損はない。

　リカルドはそして、口の端に引きつった笑みを見せた。

「それと──〝神殿の神官〟でもあるそちらのお嬢さんは、こちらに引き渡していただきたいのですが」

　その言葉を受けて、フェリオはリセリナの身をきつく抱え直した。リセリナは少し身をよじったが、特に嫌がる様子はない。

　神殿騎士のリカルドは、彼女が来訪者ビジターであることを知っている。こうして理性を失うことがあることも知っている。そして──イリス達が、リセリナを追っていることも知っている。

　エンジュから聞いたところでは、イリス達を神殿側に引き込んだのが、他ほかならぬこの男だったらしい。

　フェリオは睨にらみを利きかせた。

「それはできない。今の彼女は神殿の人間ではなく、あくまで俺おれの従者だ。大事な家か臣しんを、神殿騎士なんかに渡せるはずがない」

「なんか、ときましたか。まぁ、今夜のところはいいでしょう。その状態のお嬢さんは、我々が下手へたに刺激すると逃げられるだけでしょうからね」

　リカルドが薄く嗤わらい、掌てのひらで廊下を示した。

「さ、王子。お部屋へどうぞ」

　フェリオは、服の上からリセリナの傷口を押えた。

「──消毒薬と包帯を用意して欲しい。それくらいは構わないだろう」

「貴方あなたも大たい概がい、図ず太ぶとい人ですね。剣技といい、性格といい」

　そう皮ひ肉にくを言いながらも、リカルドは配下の騎士に指示を飛ばし、フェリオを先導して歩き始めた。

　フェリオとライナスティは、仕方なくその後についていく。

　その夜のフォルナム神殿は、主あるじを失ったかのように、ひどく静まり返っていた。
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「……それでおめおめ、逃げ帰ってきたわけ？」

　イリスは冷さめた眼まな差ざしで、かぼちゃ頭を睨にらんだ。

　神殿の離れ、騎士達の宿舎と近い位置に、イリス達は部屋を得ていた。

　リセリナを追っていったパンプキンとカトルがそこに戻るなり、イリスはその成果を彼らに問い──そして、怒りを露あらわにした。

「二人がかりで仕し留とめられなかったって、どういうこと？　その程度なの？　貴方の力って」

　カトルは言葉を発さない。その場に座り込み、黙ってイリスの怒りを受け流している。

　一方のパンプキンは頭をくらくらと左右に揺らし、軽やかに反論した。

「いやいやいや。イリスよ。猫ねこ娘むすめはもとより、あの王子も、あれでなかなかに手て強ごわいのだ。確かに、実戦から久しく離れ、我らの腕が鈍にぶっていた面もあろうが……こちらの世界の人々は存ぞん外がいに侮あなどれぬ」

「何それ。言いい訳わけ？」

　イリスはパンプキンを睨んだ。かぼちゃ頭はわずかに嗤う。

「うむ。言いい訳わけである。だが、聞くに値あたいする言い訳であろうと自じ負ふしている。イリスよ、改造を施ほどこした我々ほどではないにせよ、この世界の戦士の身体能力は、我々の世界の一般人よりも挽はるかに上である。野性を残しているとでもいうべきか、非常に勘かんも鋭するどい。ここぞという時には瞠どう目もくすべき速さを見せ、時に足をすくわれる」

　パンプキンの声は、心なしか嬉うれしそうだった。

　イリスは溜ため息いきで応じる。パンプキンは酔すい狂きよう者ものだった。彼は戦うことが好きなのである。より正確には、戦うことで得られる充実感を愛しているのだ。

　昇しよう華か中であれば、〝相手を仕し留とめる〟ことに集中できるが、そうでない時には、より楽しく戦うことに意識が向かう。その悪あく癖へきがまた出たらしい。

　仕方ないと割り切ることはできなかったが、イリスは怒りの矛ほこをひとまず収めた。リセリナ個人に対する怒りに比べれば、パンプキンへの怒りはまだ可愛かわいいものである。

　あの女はウルクに接触し、余よ計けいなことを吹き込んだらしい。途中で邪じや魔まに入ることはできたが、仕留められなかったことは単純に悔くやしかった。

　イリスはパンプキンの頭に視線をやった。刃やいばで貫つらぬかれた場所は、かぼちゃの眼めの脇わきあたりだった。中身の頭が無事だったことは、不幸中の幸いである。

「──で、壊こわされたその暗あん視し機構、修理できそうなの？」

「我はかぼちゃゆえに無理である」

　パンプキンは胸を張った。イリスは呆あきれて額を押さえる。

「威い張ばらないでよ……どうするの？」

「うむ。ガーゴイルの部品があれば、教授が直してくれるはずである。彼かの人は極めて優秀であるからな。と、噂うわさをすれば──」

　廊下に足音が立った。

　ノックの後に姿を見せたのは、神しん官かんの衣ころもで変装した銀髪の美青年、バニッシュと、禿とく頭とうの巨漢、ムスカの二人だった。

　図書館でこの世界の諸もろ々もろについて学習していたムスカは、しばらくイリス達と離れていた。バニッシュが彼を呼びに行き、ようやく数日ぶりに、来訪者ビジター一行が揃そろうこととなる。

「おぉ、我らが学がつ究きゆうの徒と、教授殿の御ご帰き還かんか。どうだったかね。汝なんじの望む知識の探求はなされ──」

　パンプキンの軽い声を遮さえぎって、ムスカが低い声を重ねた。

「すまんが、パンプキン。イリスに話がある」

　バニッシュは無言のまま部屋に入り、見えないカトルの傍そばに座った。

　イリスはムスカの真正面に立つ。話の内容には、だいたい見当がついた。

「……シアに洗せん脳のうをやらせたのか、イリス」

　ムスカの声には、静かな怒りが籠こもっていた。

　イリスは動じない。

「えぇ。やらせたわ。それが何か？」

「──何故なぜ、私に相談せずに事を運んだ」

　日ひ頃ごろは優やさしげなムスカの眼めが、イリスを厳きびしく睨にらんでいた。

　パンプキンが被かぶり物ものの下で嗤わらった。イリスも内心ではムスカの頑がん固こさに呆あきれながら、しかし表面上は真剣に応じる。

「教授がその場にいなかったから。わざわざ勉強先まで知らせるほどのことじゃないと思ったんだけど？」

　ムスカが怒っているのは、ウルクという司し祭さいの件に絡からんでのことである。

　その娘をシアの力で〝壊こわした〟こと──

　それが、ムスカには気に入らないのだ。

　ムスカは常に、シアの身を案じている。まだ子供のシアに、〝罪〟を背せ負おわせることを、懸け念ねんしている。

　今のシアはまだ、上官たるイリスの指示に従っているだけである。だが、自分の力が〝他人を不幸にすること〟を自覚し始めてもいた。

　ことに洗せん脳のう行為は──相手のそれまでの人生を消し去り、その後の人生を左右するという点で、幼いシアにとって大きな傷になりやすい行為だった。

　もっともイリスにしてみれば、ムスカのそんな感かん傷しようは〝甘あまい〟と一言で切って捨てるべきものである。

「何故──洗脳する必要があったんだ？」

　ムスカが声を殺して問う。イリスは負けじと、彼を睨み返した。

「仕方ないでしょ。その子、私の顔を見て、〝リセリナ〟なんて呼ぶんだもの。おまけにカシナート司し教きようの政敵だったんだから。こっちの身の安全を護まもるためにも、全部忘れてもらったの。それとも、私のことを見られた時点で、殺しておいたほうがよかった？」

　ムスカが言葉に詰まった。

　体たい軀くに似合わず心の繊せん細さいな彼は、人の死に敏びん感かんである。そこを見越してのイリスの言葉は、ムスカを説せつ得とくするに足る理ことわりを持っていた。

　イリスは畳たたみかける。

「教授。私だって、別に遊びでシアの力を借りたわけじゃない。どうしてもそうする必要があると判断したからこそ、行動に移したの。意見があるならうかがうけれど、この部隊の指揮官は私だから、〝必要がある〟と判断すれば、然しかるべき行動をとるわ。特に今回は急ぎだったから。納なつ得とくしてもらえた？」

　イリスの言葉に、ムスカはしばらくしてから頷うなずいた。顔色は晴れないままだが、それでも一応は、イリスに対して理解を示す。

「わかった。だが──できるだけ、シアに罪を背せ負おわせないでくれ。あの子はまだ幼い。それにあの子の能力自体が、まだ開発途上のものだ。〝輝く眼め〟のほうはともかく、人格分裂の強制は多用していいものじゃない。元に戻す方法はないんだ」

　ムスカの声には、深い憂うれいが籠こもっていた。

「いずれシアは、自分のせいで誰だれかの人生を歪ゆがめたことを理解し、その罪の意識を背負うことになるだろう。その時に、彼女の罪があまりに重いようだと、あの子はきっと潰つぶれてしまう。だから、あまりあの技術を使わせるな」

　イリスは頷うなずいておいた。

　これ以上の言い争いは無む益えきだったし、あえてムスカの顔を潰す気もない。彼は性格こそ甘あますぎるものの、技術者として、そして学者として、優秀で役に立つ人材だった。〝教授〟の呼び名も伊達だてではない。

　とはいえ──イリスとしては、その要求を、彼が期待するほど真しん摯しに受け入れるつもりはなかった。

　その本ほん音ねを隠かくしたまま、イリスは話を終わらせた。

　ムスカが部屋を見回す。

「それで──シアはどうしている？」

「奥でもう寝ているわ」

　イリスは隣の寝室を指差した。ムスカは頷いて、足早にその様子を見に行く。

　大きな背を見送りながら、イリスはリセリナのことを改めて考えた。

　パンプキンとカトル、二人がかりでも仕し留とめきれなかったことは誤ご算さんだった。相手がリセリナ一人であれば、おそらくは倒せたはずである。

　イリスにとっては、リセリナに味方する者も敵だった。だからフェリオという王子も、今では敵として認識している。

　その王子に、あの狩人かりうどの少年、エンジュも協力しているらしい。

　そのことを考えて、イリスは気分が悪くなるほどの怒りを覚えた。

　リセリナが誑たぶらかしたに決まっている。あの女は昔から、人の心を惹ひきつける技術に長たけていた。純情ぶって虫も殺さぬような顔をしているが、所しよ詮せんは偽ぎ善ぜんで生きている女だ。

　イリスは彼女を憎にくんでいる。あの女が同じ世界に生きていると思うだけで、虫むし酸ずが走った。

　リセリナは、イリスの義理の父を殺し、そして研究の成果をも破は棄きした。自分勝手な偽善を為なすためだけに、彼女はそれをしたのだ。

　その上で悲劇の主人公のような顔をする厚こう顔がん無む恥ちなところが、なにより癇かんに障さわる。

　イリスが彼女への嫌けん悪おを新たにしていると、隣室からムスカの声が聞こえた。

「おい、イリス。シアがいるのはどの寝台ベツドかね？」

「はぁ？　どの、って──」

　またベッドから転げ落ちでもしたのかしら──イリスはそう思いながら、隣室に入った。室内は真っ暗で、ランプを掲かかげたムスカが、毛布をめくりながらしきりに辺りを見回していた。寝台ベツドは四つあったが、そのいずれもが空からである。

　イリスは眼めを疑った。

　寝室は、同じような部屋が隣にもう一つある。男達がその別室に泊まる予定だったが、間違ってそちらにシアを寝かせたのかとさえ思った。

　だが、部屋は間違えていない。

「シア、どこに……」

　隠かくれているわけでもない。気配がまるでないのだ。

　ムスカが唸うなり、他の仲間も室内に入ってきた。

　イリスは慌あわてて窓に駆け寄った。閉めてあったはずの鍵かぎは開いている。

「あの子……まさか！」

　ここは二階──少し身軽ならば、普通の子供でも外に出られる。

　窓から身を乗り出したイリスは、中庭の木々と林立する建物を視界に入れ、ぎりりと歯を食いしばった。
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　まだ幼いシアにとって、夜はひどく寂さびしい時間だった。

　ことに、たった独ひとりで寝台ベツドに置かれ、ぼうっと天井を眺めていたりすると──そのまま朝が来ないような錯さつ覚かくにさえ陥おちいる。

　その寂しさに耐えかねて、シアはその夜、ついに独りで外へ出た。

　きっかけは、リセリナのことだった。

　彼女が今、この神殿に来ている──

　たぶん、すぐ傍そばにいる。

　そう知って、シアは勇気を出したのだ。夜に出歩くのは怖こわかったが、リセリナに会いたい思いのほうが勝まさった。

　シアは月明かりを頼りに、建物の周囲を巡り歩いた。

　そして、そこかしこをふらふらしているうちに──しばらくして、道に迷ったことに気づいた。

　元の場所に戻ろうと思い立った時には、もう遅おそかった。もともと、シアはこの広いフォルナム神殿の造りをまるで知らない。それでリセリナを探そうというのも無む茶ちやなことだったが、幼さゆえの無む謀ぼうがシアを突き動かしていた。

（どうしよう……ここ、どこ？）

　半分、涙なみだ眼めになりながら、シアは中庭から周囲を見回した。

　眼めに入るのは、見知らぬ建物と闇やみに沈んだ木々ばかりである。

　このまま戻らないと、きっとイリスが、後ですごく怒る──そのことにも思いが至り、戻るのさえ怖こわくなった。

　しばらく迷って、シアは戻るとも、リセリナを探し続けるとも目的を定めないまま、とぼとぼと歩き始めた。

　以前なら暗闇でも明るく見えた自分の金髪は、今は真っ黒に染められている。変装のためだとイリスは言っていたが──その髪のせいで、仲間が誰だれも自分を見つけてくれないのではないかと、シアは見当違いの不安を感じた。身にまとった子供用の神しん官かん衣いも、彼女にとってはその不安を助長する一つの要素となる。まるで自分が、自分以外の誰かになってしまったような気分だった。

　芝しば生ふを踏みながら建物の周囲を巡っていたシアは、やがて少し高い位置に、開け放たれた窓を見つけた。

　誰の部屋かはもちろんわからない。だが、窓が開いているからには、中に人がいるかもしれない。

　ひょっとしたら、リセリナかも──

　子供の思し考こうでそんな奇き跡せきを願い、シアはすがるような思いを込めて、石壁をよじ登りはじめた。シアの腕輪からは刃こそ出ないが、二階までの壁をよじ登るくらいならば、手だけでどうにかなる。実験の素そ体たいでもあるシアは、同年代の子供よりは多少、丈夫で身軽にできていた。

　窓まど枠わくに指をかけ、そっと中を覗のぞき込む。

　涙でわずかにかすんだ視界で、長い髪が風になびいた。髪の主ぬしである細い肢し体たいは、シアに気づいて窓に振りかえろうとしている。

（……リセリナ!?）

　シアは窓から室内に飛び込んだ。

「リセリナ！」

　一声、泣きながら叫んで、その髪の娘にしがみつく。

　窓辺から少し離れたところにいた彼女は、驚いたように身を竦すくませていた。

　その柔やわらかな胸に顔をうずめ、シアは安あん堵どに泣きながら、リセリナの名を呼んだ。その感かん触しよくは、シアにとって懐なつかしいものだった。

　甘あまい匂においに包まれて──瞬間、びくりと顔を上げる。

　匂いが違った。

　部屋にいた娘も、甘くていい匂いがした。だが、リセリナのそれとは少し違う。

「あ……」

　長い髪が視界に入った。暗がりにいたために黒と見間違えたが、その髪は澄んだ青い色をしている。歳としと体つきは近い。だが、それは別人だった。

　シアは間違えたことに気づくや、怯おびえて身を硬かたくした。

（やっと……やっと、見つけたと思ったのに……）

　じわりと涙がこぼれて──頭の中が、真っ白になった。
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　ウルクは部屋の窓を開け放ち、空に浮かぶ月をぼうっと眺めていた。

　青白く、歪いびつな、月。

　月にはたくさんの伝でん承しようがある。

　その一つを、ウルクは不意に思いだしていた。

　少年が、月に恋をする。

　山を越えて、谷を越えて、少年は月を、ただ月を求めて歩き続ける。

　ところが月は遠く遠く、いつまで歩いても近づかない。

　一ヵ月、一年、十年、百年──

　やがて少年は老人となり、歩き始めた頃ころのことを半なかば忘れながら、ただ月を目指して歩き続ける。

　その伝承は、そこで終わっていた。

　何を語ることを目的としたお話なのかも、ウルクは知らない。ただ、昔からおとぎ話として伝えられてきた、古い神話である。

　いつ知った伝承なのか、それは思いだせない。そもそも今のウルクは、自分について、ほとんどのことを憶おぼえていなかった。

　月は遠い──

　その遠い塊かたまりに、ウルクは誰だれかの姿を描こうとした。

　何か──大切なことを、忘れている。

　そう思った。

　だが、その〝何か〟が思いだせないのだ。

　もやもやとして像を結ばない記き憶おく──自分の中に、その記憶があることはわかるのだが、その内容が摑つかめない。

　昼間に会った、フェリオという少年のことを思いだす。

　リセリナという少女がやってきた時も、ウルクは月を眺めながら、ぼんやりと彼のことを考えていた。

　イリスの話では、彼はウルクにしつこく言い寄っていて、ウルクの側はそれに迷めい惑わくしていたらしい。

　しかし──さきほど、唐とう突とつに訪れたリセリナという娘は、イリスと同じ顔をして、まったく別のことを言った。

　どちらが本当のことを言っているのか、今のウルクにはわからない。

　フェリオという少年を見た限りでは、イリスが言っていたような悪い人間とは思えなかったが、人は見かけでは判断できないとも言う。それに、自分がジラーハという国の重要人物であるならば、確かにこのアルセイフという国の王子は、これから敵対する存在に成り得るはずだった。

　カシナート司し教きようからは、明日にはウィータ神殿に帰るよう、指示されている。だから明日の今いま頃ごろは、きっと馬車の中か、あるいは何処どこかの街まちの宿にいるだろう。

　旅を経て、本国にいるらしい姉や父に会えば、あるいは何か思いだすかもしれない。

　ウルクは釈しやく然ぜんとしない思いを抱えつつ、束たばねていた髪を解いた。

　眠る前にゆっくりとブラシで梳とかしながら、月光に照らされて鏡かがみに映った今の自分を、少し奇き異いに思う。

　自分が誰だれなのか。それさえもあやふやなままで、どうしてこんなに落ち着いていられるのか、それが自分でも不思議だった。

　目覚めてすぐに、諸もろ々もろの状況をイリスが説明してくれたことも、落ち着いていられる要因ではあるだろう。同時に、以前の自分はもしかしたら、物もの凄すごく気の強い女だったのかもしれないと思う。

　だがそう思う一方で──不安で不安で仕方ない思いも、確かにあるのだ。それは自然と表に出てしまうほどの感情ではなかったが、心の奥でちくりちくりと、時折痛みを訴えてくる。その二つの心は相反することなく、なんとなくぼんやりと寄より添そっていた。

　ウルクは髪を梳かし終えると、ブラシを置いて椅子から立った。

　その時、ふと。

　窓辺で物音がした。

　ウルクはびくりとして振りかえる。リセリナというあの少女が、またやって来たのかと思った。

　だが窓辺に現れた影は、彼女より一回りも二回りも小さかった。

　あ──と、思う間もなく、その影が飛びかかってくる。

「リセリナ！」

　影は泣きそうな声で、甲かん高だかくその名を叫んだ。

　ウルクはその声で初めて、窓から訪れたのがまだ小さな子供であると気づく。

　黒髪の子供はウルクにしがみつくと、小さな肩を震わせて泣き始めた。

　ウルクは突然のことに戸と惑まどい、声を出すこともできない。

　子供は少女だった。

　身を屈かがめたウルクの胸に顔をうずめて、小さな手でぎゅっとしがみつき、声を殺して泣いている。

　不ふ審しん者しやには違いない。だがウルクは、悲鳴をあげることもなく、また拒きよ絶ぜつすることもしなかった。

　その子供には見覚えがあったのだ。

　フォルナム神殿に入る前──記き憶おくを失ったウルクが、最初に気づいた時。その子供は、イリスと一いつ緒しよにいた。

　おどおどとウルクの顔を盗ぬすみ見ては眼めを逸そらせていた、小さな少女である。

「あ……」

　少女が小さな声をあげて、ぴくりと肩を震わせた。

　ゆっくりと──彼女が顔を上げる。

　その眼には、いっぱいの涙が溜たまっていた。

　ウルクは──何故なぜかたまらなくなって、彼女の頭に手を回し、ぎゅっと抱きしめた。

　少女は逆らわない。ただ、戸と惑まどうように身を硬かたくしている。

　ウルクは少女を抱きしめてやり、その耳元に小声で囁ささやいた。

「どうしたの？　何か、哀かなしいことがあったの──？」

　努つとめて、優やさしく──ウルクは彼女に問いかけた。

　少女は確か、シアという名前だった。気弱そうな少女で、人見知りが激しいのか、ウルクがイリスといる時も、ずっと黙っていたような気がする。

　ウルクの言葉に、シアはびくりとまた震えた。

　怯おびえる小動物のような態度に、ウルクの胸が少し痛んだ。

　事情は知らない。

　彼女がどんな子供なのかもわからない。

　ただ──彼女のことを、痛いたましいと思った。

「大丈夫。私は、怖こわい人じゃないから──落ち着くまで、こうしていてあげるから」

　ウルクは少女を抱き直した。

　ぎゅっと、その身で包み込むようにして彼女を抱いてやると、自分も少し心地よかった。

　衣服を通して、胸にシアの涙が染しみる。

　シアはしばらく、その身を硬くしていた。しかしウルクがその背を撫なで、髪を指で梳とき、ぎゅっと抱ほう擁ようするうちに、次し第だいに身を預けてくる。

　緊張が解けた頃ころを見計らって、ウルクは微笑を浮かべ、その耳元に囁いた。

「シア……ですよね？」

　ウルクが問う。

　胸の中で、こくんと小さく、シアが頷うなずいた。

「こんな夜遅おそくに、リセリナっていう人を探しているの？」

「……うん」

　シアが恐おそる恐おそる、顔を上げた。ウルクは彼女に微笑を向ける。その笑顔が、シアの警戒をまた一つ解いた。

　ようやくに落ち着いたらしいシアが、小さな声で呟つぶやく。

「ウルク……知ってるの？　リセリナのいるところ」

　ウルクは微笑のまま、少し困った顔をした。

「ごめんなさい、私にもわからないの。一いつ緒しよに探してあげたいけれど……」

　カシナートからもイリスからも、今夜は部屋から出ないようにと言われている。

　シアは残念そうな顔をした。

「シア。夜の神殿を、独ひとりで無む闇やみに探すのは危ないわ。今夜は、イリスのところに戻ったほうが──」

「戻り方、わかんない……」

　シアの返事に、ウルクは眼めをしばたたかせた。

　考えてみれば、自分もイリス達の神殿での居場所を知らされていない。カシナート達に聞けばわかるだろうが、もう夜も遅く、わざわざ訪れるのも失礼な気がする。

「それに、戻りたくない……きっと、すごく怒られるから……」

　シアが声を震わせて言った。

　その様子が不ふ憫びんで、ウルクはまた彼女を抱きしめた。

「どうしてリセリナを探しているの？」

「……わかんない。ただ、会いたかったから……」

　シアの声は、また泣き出しそうだった。

　ウルクはその頭を撫なでながら、しばらく考える。

「じゃあ──会うのは、今夜じゃなくてもいいよね？　シア、今夜は私と一緒に寝ましょう？　明日になったら、私も一緒にイリスに謝あやまってあげるから。ね」

　もう夜は更ふけつつある。

「……ほんとに？　いいの？」

　シアが不安そうに問う。ウルクはにっこりと頷いた。

「うん。だから泣かないで。女の子は笑っていたほうが可愛かわいいのよ。貴方あなたは特に可愛いんだから、笑ってないと勿もつ体たいないわ」

　ウルクはそう言って、シアを縫ぬいぐるみのように抱えて頰ほお擦ずりした。シアはくすぐったそうに身をよじったが、嫌がってはいない。

　そしてウルクは、シアを寝台ベツドに寝かせると、その隣に寝そべった。

　シアは落ち着かないようで、少しもぞもぞとしている。

　ウルクはくすりと笑って、彼女に手を差し伸べた。

「おいで、ほら」

　シアは少しためらい、恥はずかしがりながら、ウルクの傍そばに擦すり寄よった。

　ウルクは彼女を包むように、その背に両手を回した。

「なんだか妹ができたみたい。楽しいね、こういうの」

　ウルクが笑いかけると、シアはぽうっとして、不思議そうにウルクを見た。

　ぷっくりとしたその唇が、小さく動く。

「……どうして……優やさしくしてくれるの？」

　それは、人から優しくされた経験の乏とぼしい子供が持つ、いかにも哀かなしい問いだった。

「──うん？　別に、理由なんて……でも、そうね。シアが可愛かわいいから、じゃ、だめ？」

　ウルクはそう答えながら、シアをぎゅっと抱きしめた。

　──なんとなく、わかったのだ。

　彼女がリセリナの名を呼んで、泣きながら窓から入ってきた時に──

　そして、イリスといる時の、彼女の暗い表情を思いだして──

　ぴんときた。

　この子は、愛されていない。親がいないのかもしれない。イリス達も粗そ略りやくに扱ってはいないようだったが、そこに親愛の情がどれだけあるかは疑問だった。
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　まだ幼い、甘あまえたい盛りの少女である。夜中に独ひとりで部屋を出てきてしまうほど、寂さびしかったのだろうと察した。

　せめて今夜は──彼女に、安らぎをあげたい。

　ウルクは彼女が苦しくない程度に抱きしめ、耳元に「おやすみ」と呟つぶやいた。

　シアはウルクの胸に顔を埋うずめて、しばらくじっとしていた。

　やがて、その肩が小こ刻きざみに震え始める。

　嗚お咽えつの理由が摑つかめずに、ウルクは黙って、その背を撫なでた。

「……ウルク……」

　シアが涙声で呟いた。ウルクは首を傾かしげる。

「なぁに？　シア。どうしたの？」

「……ごめん」

　それは消え入りそうに、か細い声だった。ウルクは思わず問い返す。

「え？　何が？」

「……ごめん……ごめん……なさい……」

　ウルクにしがみついて、シアが泣く。ぽろぽろぽろぽろと涙をこぼしながら、彼女は震えていた。

　どうしてシアが謝あやまるのか、ウルクにはわからない。

「シア、大丈夫よ。イリスには、私がちゃんと、あんまり叱しからないようにってお願いしてあげるから。それに、怖こわければ私が傍そばにいてあげるから。だから、ね？」

　シアをなだめながら、ウルクは考えた。

　明日の今いま頃ごろには──神殿を出ているはずだった。だが、この神殿にシアを残して、自分がさっさと本国に帰ってしまったら、この子は悲しむに違いない。そして何より、もし本当にイリスが彼女を強く叱ったら、かばってやることができなくなる。

　明日──

　明日、カシナート司し教きようにお願いして、もうしばらく、この神殿にいさせてもらおう──

　ウルクはそう決めて、シアの背を撫で続けた。

　シアは泣いていた。

　大粒の涙を後から後から溢あふれさせて、しきりにウルクへ謝り続けている。

　そのシアが泣き疲れて眠るまで──ウルクにはとうとう、その涙の理由がわからなかった。
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　アルセイフの王都セイラムは、ようやく内乱前の活気を取り戻しつつあった。

　諸方に避ひ難なんしていた住民達もほぼ日常に戻り、交こう易えきの馬車がひっきりなしに往おう来らいを横切っていく。

　活気づいているのは街まちばかりではない。城内も相当に慌あわただしい。

　広い中庭では衛兵達の訓練が続き、並行して、騎士団の増強に伴ともなう入団試験も始まっている。現在の騎士団の面子メンツがそのまま試験官となり、実際に戦って決めるのだ。

　兵士の中からも志願者は多かったが、貴族の子弟や街の若者など、身分を問わず人が集つどっていた。

　城の内側では、文官達が駆けずり回っている。

　戦後処理と並行して、内乱中に溜ためてしまった諸事雑務を片付けつつ、そこに新政府に関かかわる人事や案件が重なり、人によってはそれこそ目の回るような多た忙ぼうさである。

　中でも多忙を極めている一人が、内乱の立役者でもあった外がい務む卿きよう、ラシアン・ロームだった。

　元からそれなりに忙いそがしい立場ではあったが、今回の乱では中心的な役割を演じてしまったために、今は各貴族に送る書状なども彼の決けつ裁さいをもって進められていた。一段落するまでには、あと数日はかかりそうな気配である。

　黙もく々もくと書類の山をやっつけながら、ラシアンは〝ある少女〟のことを考えていた。

　若い頃ころには女性絡がらみで多くの噂うわさを得た彼だが、実のところ、女たらしというわけでもない。甘あまい顔立ちと優やさしい言動のせいで、その雰ふん囲い気きを漂わせていたことは確かだが、彼は常に〝政治〟のために立ち回っただけで、そのために得た社交上手の評価が噂につながっただけのことである。

　だから彼が〝女性〟のことを考える時はいつも、そこには〝政治〟の問題が絡んでいた。

　脳のう裏りに描くその対象者は、フェリオの可か憐れんな護衛者──リセリナ・エリニュエスという少女である。

　フェリオの話では、彼女は〝来訪者ビジター〟という特殊な人間で、今はフォルナム神殿の神官見習いだという。かなり奇妙な体術と武器の使い手ではあるが、見た目と物腰は可憐な少女でしかない。

　兵達の前で〝石を断ち切った〟との噂もあるが──ラシアンはそれを噓うそだとは思わなかったし、また〝神の加か護ご〟とも思っていなかった。

　アルセイフでは、まだ彼自身と配下の間諜スパイ達しか知らぬことだが、遠く西方のラトロアでは、人知を超えた〝奇妙な力〟の研究が行われている。

　実用に成功したという話はまだ聞かないが──来訪者ビジターというのはあるいは、その関係筋に連なる者達ではないかと予測していた。

　そんな彼女が、何故なぜ、フェリオの傍そばにいるのか──

　ラシアンは今、配下の者を動かし、大急ぎで彼女の素す性じようを洗わせている。御柱ピラーから出てきたとフェリオは言っていたが、それが仮かりに本当だとしても、〝その前〟はどこにいたのかが気になった。

　神殿の噂うわさに聞く〝異世界がどうのこうの〟という話は、ラシアンにとっては信じ切れないことである。

　あるいは彼女は、ラトロアから送られた間諜スパイかもしれない。

　もっともその場合、何を目的にフェリオを警護しているのかという疑問は残る。

（さて、どう扱ったものか──）

　フェリオは彼女を信頼しきっているようだが、彼女の素性次し第だいでは、あまりフェリオの傍にいられるのも具合が悪い。

　早めに機会を見て確認したいところだが、間諜スパイからの報告はまるで上がってこなかった。よほど調査に難なん儀ぎしているらしく、今のところは何の行動もとれそうにない。

　そのことをぼんやり考えながら、順調に書類をさばいていくと、配下の役人が執しつ務む室しつに駆け込んできた。

　ラシアンより二つ三つ年下のその男は、廊下を走ってきたらしく、肩を大きく上下させている。

「何事だ？　そんなに息を切らして」

　ラシアンは苦笑して問う。役人は机の前に手をついた。

「た、たった今、フェリオ様よりの書状が届きまして──その、手負いの騎士が、緊急と──」

「何？」

　ラシアンは瞬しゆん時じに眼めを据すわらせた。

「フェリオ様に何かあったのか」

　役人は首を横に振りながら、一通の手紙を差し出した。

「いえ、そうではないようなのですが、グラムという騎士が書状をもってきまして──道中、何者かに襲われて傷を負ったとかで、ついさきほど、城の門前に満まん身しん創そう痍いで現れたのです。今は施せ療りよう師しに診みせているところですが、まずは取り急ぎこれを、と」

　役人から渡された書状を、ラシアンは慎しん重ちように開封した。

「手紙はもう一通、ウィスタル卿きようにあてられたものもありました。そちらも今、届けさせております」

　付け加えるように言って、役人はラシアンの顔色をうかがってきた。

　文面を読み進めるうちに、ラシアンは事態の危あやうさを知り、その顔をより険けわしくした。

　フォルナム神殿が、神殿騎士達によって制せい圧あつされつつある。タートムとの連れん携けいが目的らしく、近いうちに大きな変事があるだろう。ついては念ねんのために、神殿騎士に対抗し得る部隊を神しん域いきの街まち近くに駐ちゆう留りゆうさせておいて欲しい──

　そして、フェリオの眼めから見た神殿騎士団の状況と、カシナート司し教きようの人となりに手紙は触れ──ウルクのことも、記されていた。

　彼女が記き憶おくを失った状態で保護されたと知り、ラシアンは思わず呻うめいた。

　ウルクはフェリオのことを、すっかり忘れているという。

　フェリオは彼女の記憶を取り戻すよう努力してみると綴つづっていたが、そんなことが可能なのかどうか、ラシアンには判断ができなかった。ただ、フェリオにこれから重要な役職をと思っていた矢先に、こんな騒そう動どうとなってしまったことが、悔くやまれて仕方がない。

　とはいえ、フェリオからの情報そのものは貴き重ちようなものだった。

　状況はフェリオとウルク、二人の関係を飛び越えて、アルセイフとタートム、ジラーハとの、フォルナム神殿を巡る利権争いに発展しつつある。

　アルセイフとしては、フォルナム神殿を他国に牛ぎゆう耳じられるわけにはいかない。その盟めい主しゆたるジラーハが相手であろうと、これは渡すわけにいかない生命線なのだ。

　たんにアルセイフの繁はん栄えいが惜しいわけではない。輝石セレナイトがタートムに流れれば、彼かの国はその力を軍備に転てん化かし、本格的にアルセイフへと侵しん攻こうしてくる。

　アルセイフとしては、フォルナム神殿を護まもらなければならない。

　一方で、タートムやジラーハは、アルセイフにフォルナム神殿を護らせまいと、策さく略りやくを仕し掛かけてくるに違いない。

　ラシアンは慎しん重ちように頭を働かせた。

　外交の官として、この局面での判断ミスは許されない。無意識に爪つめを嚙かみ始めたところで、部屋の扉とびらが叩たたかれた。

「ラシアン卿きよう、失礼いたします。王宮騎士団団長、ウィスタルです。入室のご許可をいただきたい」

「あぁ、ちょうどよかった。入ってください」

　ラシアンは席を立って、巨漢の騎士団長を出迎えた。

　ウィスタルもフェリオからの書状を読んだらしい。片手にその手紙をまだ持っていた。

　その物腰はやや焦あせった様子で、いつもの彼らしくない。

「失礼を。ラシアン卿のところにも、フェリオ様からの手紙が届いたと聞きまして──」

「えぇ。内容はほとんど同じでしょうな。これはしかし──難しい」

　ラシアンはつい、額を押さえた。

　ウルクとフェリオの関係が良好なままなら、そのルートを使って、ジラーハ本国に働きかける案もあった。だが当のウルクが記憶喪そう失しつとなれば、もうその策は使えない。

　ウィスタルが詰め寄った。

「ラシアン卿きよう、ご許可をいただければ、私が騎士団と兵を率ひきい、神しん域いきの街まちに向かいます」

　ラシアンは返答に迷った。

「そうしていただくことになるかもしれませんが──いえ、少しお待ちください」

「しかし、国王陛へい下かの仇かたきが、神殿に潜せん伏ぷくしているということでしょう。どうか、私に！」

　──だから、任せにくいのだ。

　ウィスタルは理性の強い武ぶ人じんである。おそらくよほどのことがない限り、暴発するようなことはないだろう。

　しかし、国王への本物の忠誠心を持っていた彼を、その仇のいる地に送ることには、どうしても抵抗があった。

　その仇は、ウィータ神殿の勢力が保護しようとしている。手の出し方を間違えれば、おそらく外交問題に発展するだろう。

　国王殺しの犯人は、目立つかぼちゃの被かぶり物ものをしていたと聞く。仮かりにその被り物を取られて、〝国王殺しの犯人ではない〟と開き直られた場合、もう証しよう拠こはないのだ。

　アルセイフとタートムは、歴史的にも長く敵対している。いつ戦争が起きても不思議はない状況である。だがジラーハとアルセイフは、まだ戦争をしたことがない。

　彼かの国を敵に回すことは、下手へたをすると御柱ピラーに関する信仰をも敵に回すことになりかねなかった。

　フォルナム神殿側から救援の要よう請せいでもない限り、現状で動くことは難しい。

　おそらくはフェリオもその時のことを考えて、部隊の待たい機きを依頼してきたのだろう。その策にはラシアンも賛さん意いを示せるが、そこにウィスタルを向かわせるのは迷うところだった。

　できれば──フォルナム神殿を護まもりつつ、ジラーハも敵に回したくない。

　虫のよすぎる考えではあったが、それが最も国益に適かなう以上、ラシアンとしてはその方向性を模も索さくしてみるつもりだった。

　考え込むラシアンの部屋の扉とびらを、また叩たたく者がいた。

　今度は入室の返事をする間もなく、扉が開けられる。入ってきたのは、政せい務む卿きよう代行の小柄な中年貴族、アゴール・カリウスと、隻せき眼がんの武官、ベルナルフォン・レスターホークだった。

　その二人共が、血けつ相そうを変えている。

「ラシアン卿きよう！　報告はもう届きましたか!?」

　アゴールが珍しく、勢い込んで問う。

「アゴール卿。ちょうど今、そのことでウィスタル卿と……」

　ラシアンが応こたえるや、ベルナルフォンが舌したを鳴らした。

「あの腐くされた連中め、毎度毎度、芸もなく〝この国の土地はもともと、自分達の物〟だ、などと……相変わらずの理由を持ち出し、宣せん戦せん布ふ告こくと同時に、いきなり侵しん攻こうしてきました」

「──侵攻？」

　ラシアンとウィスタルは、揃そろって顔を見合わせた。

　ベルナルフォン達が不ふ審しんげに首を傾かしげる。

「え？　もうこちらにも、報告が届いていたのでは……？」

「も、申し上げます！」

　廊下から、一人の官僚が駆け込んできた。

　やや突き出た腹を揺らすようにして、官僚の男は裏返りかけた声を張る。

「タートムが国境を越え、侵しん攻こうを開始しました！　たった今、国境付近からの伝令が──！」

　政せい務む卿きよう代行に届いたものより数分遅おくれたその報に、ラシアン・ロームは更さらなる状況の悪化を思い知らされた。

　ウィスタルも息を吞のみ、その顔つきを改める。

　政務卿代行達が慌あわてていた理由は、神殿ではなく、国境側での変事にあったらしい。つまりほぼ時を同じくして、二つの変事がこの国を襲ったことになる。

　偶ぐう然ぜんではあるまいと、ラシアンの勘かんが告げていた。

　アルセイフとフォルナム神殿──

　この二者を獲え物ものと定めて狙ねらう者達によって、いよいよ本格的な動乱が起こされつつある。

　ラシアンは大きく息を吸い込むと、胸きよう襟きんを正し、そして一同と視線を交わした。

　覚かく悟ごはしていたことである。いずれの眼めにも、怯おびえはない。

　もはや逃れることの適かなわない激しい動乱の日々が、すぐ目の前にまで迫っていた。
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　あとがき







　思いかえせば、二〇〇四年の夏はえらい猛暑でした。

　この本が出ているのはきっと十一月ぐらいだと思うのですが、あとがきを書いているのはまさに残暑の候。今年は右を見れば夏バテ、左を見れば冷房病、振りかえれば熱中症という惨さん澹たんたる有あり様さまでしたが、自分もご多分にもれず体調を崩しまして、なんだかぐったりとしながらこの季節を乗りきったものです。

　とはいえこのお仕事、基本的にはデスクワークですから、炎天下に出ないで済む分、酷こく暑しよの候には他の多くの仕事よりかなり楽という側面もあります。一人の仕事場では室温も寒すぎず暑すぎず、適てき宜ぎ調節できますし、こんな環境で不平を言ったらバチが当たりそうです。

　──ひょっとしたら本当にバチがあたったせいで倒れたのかもしれませんが、今夏はいろいろと大変でした。




　さて、そんな恵まれた環境ではあるんですが、一般家庭には〝ヒューズ〟という文明の利器もありまして、実は自分、今夏もあまり自室の冷房を使っていませんでした。家族が冷房を使っていて、さらに仕事場に冷房をつけて、そこにパソコンを起動して＋[image: α]が重なったりすると──唐とう突とつにやってくるのが、あの恐怖の暗転。

　原稿作成作業にあたって、あれはまさに恐怖です。ＵＰＳ（無停電電源装置）を導入すればいいんですが、何分にも忙いそがしくて機種検討の余よ裕ゆうがなく──そんな今夏、大活躍したのが、以前から愛用していた携帯端末のシグマリオン３でした。

　本当は携帯電話などとつないで使う機械なのですが、自分にとってはこれは最高の携帯ワープロ。軽くて薄いのに打ちやすい日本語キーボードがついていて（自分はカナ打ち派です）、液晶画面の視し認にん性せいも高く、起動にかかる時間も一瞬。バッテリー搭とう載さいなのでヒューズも関係ありません。この機械を階下や外出先に持ち込んで、ずいぶんと原稿を書きました。

　そしてあまりに便利なもので、〝故障した時のためにもう一台、買っておこう！〟と思いたったのですが──

　ネットで検けん索さくしてみて、びっくりしました。どうも生産を停止しているようで、在庫がなかなか見つからないのです。オークションはちょっと微妙なので、できれば近ちか場ばで新品を売っている所を探したかったのですが、この分だと難しいかもしれません。

　カナ打ちで使いやすいキーボード搭載のＰＤＡは特に貴重なので、個人的にはぜひ生産を続けていて欲しかったのですが、いやはや残念。近いコンセプトの新機種開発が進んでいることを祈るばかりです。それまでは、後ご生しよう大事に今の機械を使っていこうと思います。




　──と。なんだか取りとめのない話になってしまいましたが、こうした〝道具〟というのは便利な反面、依存してしまうと、何かあってそれが使えなくなった時に非常に困ります。今や物書きでも、〝パソコンがないと仕事にならない〟とか〝ネットの通販が使えないと資料も集めにくい〟という方が増えてきて、自分もその一人なのですが──

　よくよく考えてみるまでもなく、ほんの何十年か前までは、自家用パソコンなんてないのが普通でした。ネット回りが整備され、サービスが充実して使いやすくなったのも、ほんのここ数年のことです。

　ときどき思うんですが……ある時、いきなり、こういう〝道具〟類が使えなくなったら、自分には何ができるんだろう、ひょっとしたら何もできないんじゃないか？　と考えて、妙に情けない気分になったりします。道具を使っているつもりで、その実はすっかり頼ってしまっている自分を自覚すると、少しばかり不安になるものです。




　作品のことを引き合いにだしてみれば、『空そら鐘かね』の世界では〝来訪者ビジター〟がかなりの部分、道具に頼っている印象がありますが──加えて彼らには〝知識〟という道具もあります。もちろんこの道具も、依存するととんでもないことになりそうな、諸もろ刃はの剣かもしれません。

　これから先、彼らが自分達の持つ異質な道具をどう活用していくのか──見守っていただけますと幸いです。




　さて。末まつ尾びは、年末の新刊で毎年恒こう例れいの御ご挨あい拶さつで締めさせていただこうと思います。

　今年一年、ありがとうございました。

　一足早めですが、それでは、良いお年を──





２００４年　秋　渡瀬草一郎
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渡わた瀬せ草そう一いち郎ろう

昭和五十三年型横浜製。写真は②巻の著者近影をかざったパンダ氏の血縁猫です。気性が荒いようなので、なんとなく「冬将軍」と名付けてみました。壁と屋根の隙間から獲物（※著者）の様子を窺っています。緑の線は烏避けの針金です。冬将軍様には効きません。
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イラスト／岩いわ崎さき美み奈な子こ

新潟出身。埼玉在住。この名前にして性別は不明……らしい。５年間のゲーム会社勤務を経て、フリーのイラストレーターになり、現在あちこちで活躍中。










空そらノ鐘かねの響ひびく惑星ほしで⑤








渡わた瀬せ草そう一いち郎ろう





電撃文庫





2017年5月25日　発行





ver.002





(C)2004 SOITIRO WATASE





本電子書籍は下記にもとづいて制作しました

電撃文庫『空ノ鐘の響く惑星で⑤』

2006年11月10日　7版発行





発行者　郡司 聡

発行　株式会社ＫＡＤＯＫＡＷＡ





●お問い合わせ

https://www.kadokawa.co.jp/

（「お問い合わせ」へお進みください）

※内容によっては、お答えできない場合があります。

※サポートは日本国内のみとさせていただきます。

※Japanese text only










装丁者／荻窪裕司（META＋MANIERA）












本電子書籍の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本電子書籍の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本電子書籍購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本電子書籍を第三者に譲渡することはできません。

本電子書籍の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。









[image: ]




item/image/p083.jpg





item/image/p081.jpg





item/image/gaiji-cid07969.png





item/image/p164.jpg





item/image/p241.jpg





item/image/cover.jpg





item/image/i-bookwalker.jpg
AT

BOOK*~WALKER





item/image/p117.jpg





item/image/p235.jpg





item/image/kuchie-003-005.jpg





item/image/cover-h4.jpg





item/image/gaiji-cid1035.png





item/image/p029.jpg





item/image/gaiji-kugiri.png





item/navigation-documents.xhtml






Navigation





		表紙



		Contents



		幕間．聖女ノ憂イ



		十八．神殿ノ使者



		十九．神域ニ集ウ者



		二十．再会ト、別離



		二十一．神官達ノ選択



		二十二．南瓜ノ踊ル夜



		幕間．戦端ノ報



		あとがき



		奥付













Guide





		表紙



		目次



		本編













item/image/p021.jpg





item/image/p179.jpg





item/image/p057.jpg





item/image/p011.jpg





item/image/p253.jpg





item/image/gaiji-cid7649.png





item/image/kuchie-001.jpg





item/image/photo.jpg





item/image/p010.jpg
PEIL )1 F e R 74 T OEMEF,

9L - 7_-47|J_ ................................. lj,f_gmﬁa)a%o
DETTP AR J = & SRR D SEN RS,
:J“/'jT’—j' .............................. E?O)_Ao ﬁ@ggﬁ’éﬁjo
75 I\_ . Tl)bt,(j .............................. 7}bt,{ 7%E£¥0
SYTY o Dl Lyeeereereereenessonsosennans BEEE LTRSS,
71:]_”, -h U L 7 T P P T PP P P PP PPEP PP Hﬁm{ﬁq—;o
ISIR - YUTLy [mmesssssssnnne STERH. BAEGEE,
RIWFIWT 2T+ DRG=TRm s ERID THRER.
GARGI « RANFYZ Y FERIEER.

=TT UAETFEHRL.

FATRAI JTUAEFILEL
IUYa YT/ R THA. RBEOHA.
VS o5 R IV T NV 71 U BRI,
A A=+ JU RLmsvvossssssssssssnsns LEEY 2O,
a9 - YTV Y P I— VDR, BEREEAR.
TUZY R LAY WE. 71 UAOLER.
DoF o U Rl 71 b7 LR DR
jjyj-_ |\ . 9_7:’ ................................. U{—&#ﬁlﬁ’iﬂ)ﬁl?ﬁo
RUT « TS UFYerorsssssines 71 VF LS EEE
UAIVR ¢ I\ R eereeeerrmmmniniiiiii NUYIODEE,
IJ_lj"I . glj,rzj-,(j .............................. ig}go_’)mﬁgﬁio
POFTF JEET - Bim— U U EES K.
L\Zh ....................................... ,r IJ Zo)ﬁﬁ&o %EEQ’)*%O
JE TEE D et IS5 pEOBT.
) \: WS g eeeeeennenentiienetiiieeeeeiaae 'l’%ﬁj’;%ﬁo ,r IJ Xm%ﬁio
] e EDEBDREHE.

FHED—A. L%,






item/image/p293.jpg





item/image/p289.jpg





item/image/p127.jpg





item/image/kuchie-002.jpg
=+. B . FURE-
=+—. WEE /R -
ety il )1 O 1% : B
FHE. B 8-

lllustration,  EIFRRET
Design/{$#ES






item/image/p049.jpg





item/image/p203.jpg





item/image/kuchie-006-008.jpg
e e e bARTS-NSERENT, ZOXEFRELLS
Y) T 1+ X7 1 DEFEE ) RIE—EOI TR D5 ETH, FERLT
AN T T e SAHELENTELBNETL, S—hLPYT—
N> EYHESNBEER 2N E A, SO
£2B. RANBRTNELOR, §TH- ALY
5= NOBATT ]
ArE3iEE. 65 07TV HEORNS
5. RERETEAL S LBHNVES CBI A
i
@2 HBEERROE >TRTT phx, HIS
— bADIHAE, REREFRATT L, 7eq7
EOMIEHRVHIOERY H) ET, TEF/X
SUBTAZORERDES EENTUELLS,
S=bLRTIEATDREFIATVET L.
AT 5 C FRF RS 0 &S T ERM
$5YETHR, hiz)
BAELVATTR, S1FRF (AR &
—hACHTo 1T EBBBATI R
| BRI ELSOHBEATTHY,
RETFHOAC—K, SOFIMES L
VIO SET— ]
5172701 BREEE-T
mELTLS 1
\ @rewsrr verozan,
\ EE>TVEHHL» LT B
£ EREE ]
Brio czEe. dumm
Tk
Crv.vevrs zni
Eobr—|
Brs54. 2nms. 852
THEUEA LS. RO, Thhs—
B0 Th o 50 LB TR3)
fe BT 1
S TRy R |

Qrec. PreqsomEze- EREERELE
7. SEEBRSIRETT, Ut FRRER,
2THAANC ERBAEHIBBLTEVTT &R ]
Ao, LVBAT. BOS- bASTLIENR
HUTEE5 I ERMEELETE—|
LrevorLmEomETTL, £, LELBEPY
CUVERREA TH e & > EBHEDRRI DL
TBALTHEEL 555, COXBES A7
DHBEME . BROSHSEMET, BB
CERBNICHRCZHINTEE UL,
CCHFERET, FPOPRILTD
BHEMBELTOEATTH, HICE
% RETAS GHEN $125T
#5138 ZORMADREE b3
KEICH— b ARTIRIGRY BV
U#>TWBEOMbHYET, Ch
SOERFFELT. - PART PATOF
BOERBICHZ, 7 EA TOEEHPE

IRRBEATTR, —NHZ O E
EEELTVBLSTT)

Of—EBHELTVBATLEIP? ]
Loz CuscaronErxL
VATL &5, 7 bAOTRICIEES
BUELADS, BEOHUELA,

ERENALTENERBE LT R
%7 {
[« \CL L T CNEETE I
BHBITINEAT7EDEIBEVAL »EN
T2

A>~ho 7 FATZHFRLLOR, HE. & ||
W VZIRYH—FHEUTL LI KBA
BEL TP 7E TN S T X £ 5,
5 P OPOREEFSLEVTL & 5B, RICH—






item/image/p009.jpg





